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「──をしました、キミに」

　祭りの夜、微笑ほほえみと共に想おもいを告げた。

　そして、すべてが動き始める。

　やがて辿たどり着つく一パーセントの祝祭まで、それは終わらない──
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「世界は秘密で満ちているとして、キミは秘密を暴あばく側と護まもる側、どっちがいい？」

　二年生の秋の修学旅行中、たまたま朝食で隣となりの席になったとき。ふいに水みず島しま杏あん奈なが尋たずねてきた。

　オレが答えられずにいると、水みず島しまは「聞いてみたけど、まぁ答えは明白だよね」と勝手に納なつ得とくしてそれで会話は終わった。

　水みず島しま杏あん奈なは校内で有名人だった。自分とは縁えんのないほどの。

　栗くり色いろでウェーブがかかった長ちよう髪はつの女の子。常に上品な笑えみを浮うかべていて、見ているだけで和なごんでしまうような人。文化祭では、蕩とろけるような声で流行曲をステージで歌い上げて、後こう輩はい、先せん輩ぱい、同級生すべてを虜とりこにし、学校のアイドルとして称たたえられていた。それでいて頭脳も明めい晰せき、生徒会の優ゆう秀しゆうな会計として、学校の運営に大きく貢こう献けんしていた。才色兼備とはこのことだ。

　クラスの男子が皆みな、噂うわさしていた。水みず島しま杏あん奈なと付き合いたいって。

　だが二度目の会話はなく、彼かの女じよは学校から消えた。

　水みず島しま杏あん奈なは「死神」に好かれ、破は滅めつしたらしい。そんな噂うわさが流れ始めた。

　修学旅行から半年後、高校二年生の三月初め。

　昇しよう降こう口ぐちから泣きながら去っていく彼かの女じよを見かけた。親族らしき大人に手を引っ張られながら、名残なごり惜おしそうに学校に背を向ける。彼かの女じよの服の袖そでから僅わずかに白い包帯がのぞいていた。

　校門をくぐる直前で、水みず島しまは顔をあげて屋上を見つめた。その屋上に誰だれが立っているのかオレは知っていた。学校で最も恐おそれられている「死神」だ。どこか敵意に満ちた視線を投げかけた水みず島しまは、やがて逃にげるように学校から消えていった。




　つまり、彼かの女じよがどれだけ人望があり、優すぐれた仲間を持ち、類たぐいまれな容姿と智ち恵えを持とうが関係なかった。

「死神」に近づかれたものは、避さけようもなく破は滅めつする。

　思えばそれが、オレが「死神」の恐おそろしさに触ふれた最初の出来事だった。




　・・・




　オレが通う真ま水みず高校には「死神」がいると噂うわさされている。

　その「死神」には名前があった。

　日ひ比び野の明あ日す香か。

　きっと校内の半分以上が彼かの女じよのことを人外として認にん識しきしているが、一応は紛まぎれもない人間であり、一生徒である。オレと同じ高校三年生。今年の四月に、一いつ緒しよのクラスになった。

　それは、イレギュラーな出来事だ。

　オレが通う真ま水みず高校では、学年が変わってもクラスは持ち上がりだ。進路に大きな変へん更こうがない限り、クラスメイトのメンバーは毎年ほぼ同じ。昨年、二年五組だった日ひ比び野の明あ日す香かは、三年五組にあがるはずだったが、なぜか我らが六組にやってきた。五組と六組の授業内容はまったく同じであり、普ふ通つうならばクラス替がえはありえない。きっと先生同士で話し合いが行われたのだろう。

　二年間も似たようなメンバーで過ごしていれば、親密というほどではないにせよ、大たい抵ていのクラスメイトとは馴なれ合あう関係となる。それゆえに、三年から新たにクラスに加わった数人の生徒は、少しだけ教室で浮ういていた。

　日ひ比び野の明あ日す香かはその中でも際きわ立だっていた。

　彼かの女じよは「死神」だから。

　彼かの女じよのそばにいる者は、漏もれなく不幸になる──そんな噂うわさがあった。話によると中学時代、彼かの女じよの親友が突とつ然ぜんに万引きの冤えん罪ざいにかけられたり、仲の良かった先せん輩ぱいが通とおり魔まに刺さされたりしたらしい。中学一年生から高校二年生までに、彼かの女じよの周りで不運により学校に通えなくなった者は、なんと十三名。その内二人は亡なくなっている。ちょっと信じがたい数字だが、事実らしい。

　誰だれもが確信している。

　日ひ比び野の明あ日す香かは不幸を呼ぶ。決して彼かの女じよに近づいてはならない。

　日ひ比び野の明あ日す香かは「死神」だった。

　だから、四月に彼かの女じよがオレたち三年六組の教室に入ってきても、声をかけるものはいなかった。彼かの女じよを口くち汚ぎたなく罵ののしる者もいない。ただ単純に日ひ比び野のが恐こわかったのだと思う。そばにいるだけで、他人を突とつ然ぜんに破は滅めつさせてしまう存在が。

　始業式からずっと、日ひ比び野のは教室にいるだけだった。

　もちろん、オレも声をかけはしなかった。

　たとえ、「本当はどんな子だろう」という好こう奇き心しんや「仲間はずれは良くない」という正義心があっても、さすがに自分の人生丸ごとを懸かけるやつはいない。







　川かわ越ごえ優ゆう人とがクラス全員を稲いな祭まつりに誘さそったのは、四月の半ば。教室後ろの黒板にでっかい落書きが描えがかれて、ＳＮＳで楽しげな文章が流れてきた。「受験や最後の部活に忙いそがしくなる前に、思い出を作ろう」

　川かわ越ごえは、クラスの王様みたいな存在。教室で一番賑にぎやかなグループに所属していて、尚なおリーダー的存在。体育祭でも文化祭でも、大たい抵てい、彼かれが口にした案がそのまま採用される。

　三十人近くのクラスメイトがいて、参加者はなんと二十四人。部活動ではもう最後の大会目前というのに、これも川かわ越ごえの人望なのかもしれない。

　暇ひまをもて余していたオレも参加することにした。稲いな祭まつりは昔から知っていたが、実際に見物したことはなかったから。そして、なにより退屈だったのだ。二年間所属していたボランティア部は、もう三年にあがる前の春休みに引退していた。

　稲いな祭まつりは、オレの住んでいる地区からバスで一時間半ほど山やま奥おくに向かった場所の祭りだ。無病息災を祈いのる祭りらしい。規模は決して大きくないが、伝統は古くて、市の観光マップでは絶対に紹しよう介かいされている。鬼おにが主役らしく、赤あか鬼おにが炎ほのおのたぎる薪たきぎに鉞まさかりを振ふり下おろす写真が印象的だった。民みん俗ぞく学がく的てきには有名な祭りらしい。

　秋から初夏にかけて、山間部の複数の場所で祭りは開かい催さいされる。神事も特とく徴ちよう的てきだ。熱湯の入った竈かまどを囲むようにして舞まいを踊おどり、祭りのラストでは小さな竹たけ箒ぼうきのような道具を竈かまどに突つっ込こんで熱湯を散布する。

　パンフレットには、湯ゆ立だて神楽かぐらというのが源流と書かれている。なんでも熱湯を浴びると無病息災になるとか。大きな御み輿こしが行ゆき交かうわけでもなく、負傷者がでるような危険なこともない、良いい意味でも悪い意味でも、田舎いなかの祭りって感じ。

　夕方、オレたちは、まず祭りの会場全体をゆっくり回ってみようということになった。会場と言っても、十五分歩けば一周できそうな広さ。無数の提ちよう灯ちんと屋台が並ぶ中で、蜂はちの子御ご飯はんだったり、チェンソーアートだったり、珍めずらしいものを見つけるたびに立ち止まっては冗じよう談だんを言い合って、たっぷり時間をかけながら進んでいく。

　オレには、祭りの経験がほとんどない。稲いな祭まつりだけでなく、ありとあらゆる「祭り」を知らない。人生で数えるほどしか会場に足を運んだことがない。だから会場を歩くだけで心が弾はずんだ。そう周囲に伝えると、意外そうな顔をされて射的を勧すすめられた。人生初めての射的は、特に見せ場も作れずに終しゆう了りようした。スナイパー撃うちでいけ、と級友に指示されたせいだ。コルク銃じゆうを両りよう腕うでで抱かかえるように撃うったため、一個も当たらなかった。普ふ通つうに片手でやれば、もうちょいマシだったはず。

　お互たがいの射しや撃げき技術の無さを嘲あざけり合いながら、祭り会場の中心を目指した。

　オレの体調に変化が起こったのは、その直後。

　次し第だいに祭りの雰ふん囲い気きにも慣れてきて、祭り以外の話題も増えてくる。たまたま近くにいた花はな園ぞのという女子から、昨日出た宿題の愚ぐ痴ちを聞いていた。そんなとき、誰だれかの声が響ひびいてきた。

「──今すぐ逃にげて」

　その聞こえ方が奇き妙みようだった。

　遠くからのようにも思えるし、頭の後ろで叫さけばれたようにも思える。

「雨あまケが崎さきくん？」と突とつ然ぜん、会話をやめたオレを、花はな園ぞのが見つめる。「どうしたの？」

　オレは足を止める。止めずにはいられなかった。

　また声が聞こえた。誰だれかの涙なみだ交まじりの声。「──なにも知らなくていいから、そばにいて」どこか記き憶おくにある声こわ音ねだが、うまく誰だれか断定できない。周囲を見回しても、その声の持ち主を発見できない。

　間ま違ちがいない。

　オレの頭の中から、この声は響ひびいてくる。

　どういうこと？

　ようやく顔をあげると、そこに提ちよう灯ちんがあった。リンゴ飴あめと人形焼きの屋台の間に、宙に浮うくように吊つるされている。飾かざりの内側にある灯あかりが、紅と碧みどりに染められた和紙のなかで揺ゆれている。和紙を通して届いてくる柔やわらかな光が、クラスメイトや夜店を幻げん惑わく的てきに照らした。隣となりで困ったようにオレの肩に触ふれようとする花はな園ぞのの表情に、影かげを与あたえる。

　オレがただ立たち尽つくしていると、脳のう裏りに響ひびく声が大きくなった。それどころか、そこに別の誰だれかの声まで交ざっていく。『Ａは誰だれでしょう？　Ｃは誰だれだと思いますか？』という男性の声に『ボールを捨てた理由はまた、いつか』という女の子の声。提ちよう灯ちんの明かりが揺ゆれるたびに、言葉もまた木こ霊だまする。『ラストは言えなくても、最大限にありがとう』

　耳から入ってくるのは、祭りの会場から聞こえてくる笛と太たい鼓こと踊おどり手の掛かけ声ごえ。てーほへてほへ。森に囲まれているせいだろうか。辺りに穏おだやかに漂ただよう空気は、食べ物の匂においだけでなく、湿しめった地面の匂においが混じる。『これ以上は巻まき込こんでしまうから』という少女の声に、提ちよう灯ちんが絶えず放つ熱。聞こえてくる太たい鼓こと笛の音は次し第だいに大きくなって、『ラナンキュラスの価値はキミに関係ない』、ゆっくりと包まれて──。

「雨あまケが崎さきくん！」

　鼓こ膜まくにぶつかってくる活いきた声。

　慌あわてて横を見ると、花はな園ぞのが目を丸くしてオレを見ていた。

「どうしたの？」

「あ……」

　花はな園ぞのが大声を出したせいだろう。周囲のクラスメイトも歩みを止め、視線をオレに与あたえる。

「大だい丈じよう夫ぶ……」穿はいていたジーンズを握にぎりしめて、かろうじて言葉を絞しぼり出だす。「大だい丈じよう夫ぶだから。なんか悪いもんでも食べたのかも」

　強ごう引いんに足に力を入れると、祭り会場の逆側に駆かけ出だした。

　それでも脳から届いてくる声が消えることはない。幻げん聴ちようはやまず、幻げん覚かくまで見えてきた。祭りの夜店で埋うめ尽つくされる視界に、メリーゴーランドと貯ちよ水すい槽そうが現れる。先さきほどにはなかった不気味な旗や真っ赤な信号機が地面から生えてきたかと思うと、ヘドロのような悪あく臭しゆうと、潮の臭においが鼻び腔こうを刺し激げきした。

　なんなんだよ、これは！

　幻げん覚かくが視界を覆おおい尽つくすと、もはや走っていられなくなる。自分の居場所を見失う。ここはどこだ？　喫きつ茶さ店てんの中のようにも、大おお海うな原ばらに船で浮ういているようにも感じる。

　バラの匂においに満ちた満員電車のなかを通とおり抜ぬけ、猛もう暑しよの水族館を進んで、花で埋うめ尽つくされる街がい宣せん車しやを避さけて、沼ぬまのように底が柔やわらかい駅のコンコースを歩いて、そして、最後に地面に座すわり込こんだ。

　やばい。

　オレはこのまま狂くるっていく？

　クラスメイトと離はなれるとき、彼かれらの反応は正常だった。おかしくなっているのは、オレだけだ。本当になにか悪い物でも食べたか？　それとも人混みで何かに撃うたれた？

　身体から次し第だいに力が抜ぬけようとしたとき、

「目を閉じて。私の指先に集中して」

　女性の声が静かに響ひびいた。

　それから、誰だれかの柔やわらかな指先が、オレの両りよう頰ほおに触ふれる。

「稀まれにいるんです。影えい響きようを受けやすい人が」その人物はオレの真後ろにいるようだ。

「はぁ？　えっ？」

　誰だれ？　いきなりなに？

「いいから目を閉じなさい」

　動けない。オレは言われるがままに目を閉じた。どうせ目を開けたって幻げん覚かくしかないのだから仕方がない。

　顔に当たる指先が、まるでピアノでも弾ひくようにリズムを刻んだ。すごく温かな指だ。

「耳も塞ふさぎます。落ち着いたらサインをしてください」

　今度は、手のひらでオレの両耳を強く塞ふさいでくる。

　すると、視界も真っ暗で、音も聞こえなくなった。感じるのは、後ろに立つ人物の指先の感かん触しよくだけだ。

　指先の動きに集中していたからだろうか。頭から聞こえてきた無数の声は、次し第だいに収まっていった。もう山の湿しめった匂においしかない。僅わずかに目を開けると、もう幻げん覚かくは消えていた。

　オレは右手をあげた。

「落ち着きました……ありがとう」

　立ち上がって振ふり返かえり、オレを救ってくれた人物を見た。

　それから心臓が止まったように感じた。

　透すき通とおるような瞳ひとみが、まず視界に飛とび込こんできた。宝石のような美しい目である。見み透すかすような、見通すような、深い黒い色の瞳ひとみだ。長い髪かみは美しく、肌はだは病的なまでに白い。精せい緻ちにつくられた人形のような美しさだった。

　つまりは──。

「日ひ比び野のさん……？」

　そう、『死神』こと日ひ比び野の明あ日す香かが立っていた。

　普ふ段だん通り、何を考えているのかわからない無表情で、オレの前に立っている。

「……」

　彼かの女じよは無言でオレを見つめてくる。

「…………」

「…………」

　向こうが黙だまっている以上、オレもなにも言えない。一体何を伝えようとしているのだろう？

　しばらく何も口にせずに見つめあっていると、意を決したように日ひ比び野のは告げた。

「ハクさん」

「いや、オレの名前は、雨あまケが崎さきだから」

　名前を覚えていなかっただけか。

　日ひ比び野のは申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「すみません……まだクラスメイトの名前を覚えてなくて」

「いや、いいよ。クラスメイトってわかるだけで十分。別にオレはそんなクラスで目立つタイプじゃないから」

「そうですね」日ひ比び野のは頷うなずいた。「端はたから見ていて、同感です。ほどほどにいじられて、ほどほどにスルーされる立ち位置ですもんね」

　見てたのか。

　というか、そんだけ覚えているなら名前くらい覚えてよ。

　オレの体調が戻もどったのを確かく認にんすると、日ひ比び野のはそこで興味をなくしたように、傍かたわらに置かれているベンチに座すわった。よく見れば、そこには、たこ焼きのパックが置いてある。彼かの女じよは彼かの女じよで祭りを楽しんでいたのかもしれない。祭りの参加者名めい簿ぼには彼かの女じよの名前はなかったはずだが。

　彼かの女じよはそのたこ焼きに一個楊よう枝じを突つき刺さすと、口に放ほうり込こんで食べ始める。

　そこで、やっとオレの視線に気づいたようで、たこ焼きのパックを差し出してきた。

「食べます？」

「要いらない」

　日ひ比び野の明あ日す香かは、人を破は滅めつさせる。

　そんなことは知っている。けれども、オレは立ち去るわけにはいかなかった。お礼を言っていないし、それ以上に尋たずねねばならないことがある。覚かく悟ごを決めて、日ひ比び野のの隣となりに座すわった。

「助けてくれて、ありがとう」

「どういたしまして」

「あの幻げん覚かくはなんだったの？」

　日ひ比び野のは、たこ焼きのパックを静かに脇わきに置く。

　そして、オレのことを見た。

「雨あまケが崎さきさん、こういったお祭りに参加したことはあります？」

「子供の頃ころに一回…………それっきりない」

「二度と参加しないほうがいいですよ。雨あまケが崎さきさんみたいな人が祭りに出ると、危険ですから」

「……どういうこと？」

　言葉の意味がよく吞のみ込こめない。確かにオレは結構危ない状態だったが。

　日ひ比び野のは微かすかに顔をしかめる。

「祭りは──人を支配するんです」

「……は？」

「祭りには、日常にない音、光や振しん動どうに溢あふれている。そういった刺し激げきがまれに人間に特とく殊しゆな作用を及およぼすんです。人間の脳は慣れない刺し激げきを受けると、簡単にバランスを崩くずしてしまう」

「はぁ……」

「祭りの日に不可思議な現象が起きるなんて、古今東西問わずある逸いつ話わでしょう？」

　日ひ比び野のはそう言い終えると、たこ焼きをまた一個口に運んだ。

　これで説明は以上らしい。

　いや、どこにも反論はないんだけどさ、簡潔すぎない？　祭りの日に不思議な事件が起きるなんて、それっぽい口上だけど。

　それは日ひ比び野のも重々承知のようで、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「まぁ、信じられないなら、信じなくてもいいですけど」

「いや、疑っているわけじゃなくて……」

「大だい丈じよう夫ぶです。全部、私が今、でっちあげた理論ですから」

「作り話かよ！」

「正直、私も詳くわしいことは知りません。祭りに怪かい奇き現象が付き物ってことくらい」

　やけに言いにくそうにしていたと思ったら、冗じよう談だんだったらしい。表情にはっきりと出ないからわかりにくい。

　けれど、今しがたオレに起きたことを考えれば腑ふに落ちる。幻げん覚かくが見えて狂くるいそうになっていたとき、他の刺し激げきを遮しや断だんしたら回復したのだ。

　祭りには、不思議な現象が起こる。

　一文にすると、簡潔である。

　そういえば、数年前に大きな事件が起こった気がする。伊い美み音ね祭まつりというイベントの最さ中なか、何十人もの人間が失しつ踪そうしたとか。原因不明の怪かい事じ件けん。

「あ、そうだ。不思議な現象と言えば」

　オレは勇気を出して踏ふみ込こんでみた。

「もしかして、日ひ比び野のさんの体質も祭りが関係しているの？　近くにいる人間をどんどん不幸にしていく体質」

「は？」

　そこで日ひ比び野のの声が一気に凍こおりついた。冷たい。周りの空気の温度まで急降下した気分。

「まるで不幸の責任が私にある、みたいな言い方ですね。不ふ愉ゆ快かいです」

「ち、違ちがうの？」

「誤解ですよ。突つき放はなす言い方をするのもなんですが、勝手に本人が破は滅めつしただけです」

「あ、周囲の人間に悲劇が起こるのは、事実なんだ」

「えぇ、残念ながら。でも、私が不幸にするなんて誤解もいいとこですよ」

　やれやれ、と言わんばかりに日ひ比び野のは首を横に振ふった。

「どういうこと？」とオレは尋たずねる。

「順序の問題です。私は好きな人を不幸にさせません。逆なんです」

　彼かの女じよは説明を続ける。

「私、日ひ比び野の明あ日す香かはこれから不幸になる人を好きになる」

　まっすぐな瞳ひとみだった。

「ある日、私は突とつ然ぜんに他人に惹ひかれるんです。好きになって、つい放ほうっておけなくて、近づいてしまう。そして、その相手は間もなく破は滅めつする」

「え、えぇと破は滅めつする人に惹ひかれるってこと？」

「えぇ。無意識に」少しの間を置いて、日ひ比び野のは頷うなずく。「子供の頃ころ、ある祭りで私は呪のろわれました」

　呪のろい？

　言われてみれば、確かに「日ひ比び野の明あ日す香か」と「呪のろい」というワードはマッチしているように思えた。

　日ひ比び野の明あ日す香かは、これから不幸になる者を好きになる。

　彼かの女じよの言う通り、物事の順番を入いれ換かえただけだが、起きている事象の説明は可能だった。好きになってしまうがゆえに近づいて、仲良くなろうと試みて、彼かの女じよの予想に違たがわず悲劇を迎むかえる。

　突とつ拍ぴよう子しもないが、噓うそをついているようには思えなかった。

　本当なのか？　仮に、本当だとしたら？

「……」

　つい、同情する。彼かの女じよはこれから破は滅めつするものを最さい期ごまで愛さずにはいられない。

　あまりに残ざん酷こくな話ではないか。

　彼かの女じよはこれまでどんな経験をしてきたのだろう？

　何を考え、自らの周りで不幸な目に遭あっていくものを見てきたのだろう？

　オレはあの三月、見た光景を思い出した。

「つまり、日ひ比び野のさんは水みず島しまさんのこと、好きだったんだ……」

「えぇ」日ひ比び野のは即答した。「毎日会っていたくて、会えないなら電話したくなって、顔を合わせると幸せな気持ちになって、毎晩、一いつ緒しよに水族館や遊園地に遊びにいくことを妄もう想そうするくらい好きでしたよ」

「そ、それは……」やけに詳くわしく語られると、つい緊きん張ちようしてしまう。「恋こい人びととして？」

「友達として、です」

　さらに日ひ比び野のの口調が冷ややかになった。

「そんな真しん剣けんな口調で聞かないでください……こっちが恥はずかしくなります」

　声こそクールだが、本当に日ひ比び野のは照れてしまったらしい。オレとは真逆の方向を見つめて、言葉を紡つむぐスピードはあがった。

「第一ですね、私が『この人は幸せになってもらいたい』と突とつ然ぜん感じただけで、相手は冤えん罪ざい、リストラ、詐さ欺ぎ被ひ害がい、引きこもり、事故で半はん身しん不ふ随ずいと選より取どりみどりですよ？　恋れん愛あいなんてできる訳ないじゃないですか。したくもない」

「あっさり言っているけど、恐こわすぎて引く」

「恋こい心ごころを抱いだこうものなら、間ま違ちがいなく相手は絶命しますね。宣言しましょう。無数の死体の上で骨ごと溶とかされて消しよう滅めつします」

　具体的な上にグロテスクだ。

　オレは感じたことを素す直なおにのべた。

「ねぇ、日ひ比び野のさん。お願いだから、オレには惚ほれないでね。頼たのむから」

「は？　土ど下げ座ざされても惚ほれませんよ」彼かの女じよは吐はき捨すてるように言う。「自意識過か剰じようも甚はなはだしいですね」

「……冷たく断言されると、それはそれで傷つくな」

「骨まで溶とかされるほうがお好みなら、惚ほれてあげますけど？」

「やめて」

「まぁ、安心してください。私がアナタに恋こいするわけが──」

　そう呆あきれたような表情を見せて、日ひ比び野のがオレの顔を確かく認にんするように振ふり返かえる。そこで彼かの女じよの会話が不自然に途と切ぎれた。

　全世界が変革したように思えた。

　まず、体温。先ほどの幻げん覚かくや幻げん聴ちようと同じだ。これは紛まぎれもなく、オレの温度ではない。にも拘かかわらず、一気に炎ほのおでも湧わき起おこったように熱くなる、身体中を巡めぐる血液が沸ふつ騰とうしているようだ。

　次に変わったのは、自分の理性。かつてないほど激しい頭痛に襲おそわれる。頭が真っ二つに割れそうだ。最大音量で警報を鳴らし始める。警告、警告、警告。絶対に逃にげなきゃならない大問題が起きている。

　最後に変化したのは、日ひ比び野の。予想よりは表情があったとはいえ、基本的には彼かの女じよの顔つきは理知的で、感情を表には出さない。少なくとも、突とつ然ぜん顔を真っ赤にさせて、唇くちびるを小刻みに震ふるわせて、涙なみだを滲にじませるなんてありえない！　「あ、あわ」などと言語にできない情けない声など決して漏もらさない、

「ひ……日ひ比び野のさん？」目の前の事実を否定したくて、オレは尋たずねる。

　彼かの女じよは一いつ旦たん顔を伏ふせる。自分の頰ほおを両手で叩たたくとすぐに顔をあげる。

　日ひ比び野のは、両目から大量の涙なみだを流していた。そして、その瞳ひとみをまっすぐオレに向けながら「雨あまケが崎さきさん」と先ほど通りのクールな声で、泣いたまま告げた。




「恋こいをしました、キミに──」




　山やま奥おくで開かれる美しい祭りで、オレは彼かの女じよと出会い、秘密が生まれる。

　護まもり抜ぬかなくてはならない秘密を知ってしまう。

　日ひ比び野の明あ日す香かは、オレ、雨あまケが崎さき誠せい也やに一ひと目め惚ぼれをした。

　そして、もうひとつ。

　オレ、雨あまケが崎さき誠せい也やは破は滅めつする。
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　月曜日の朝、オレはある決断をしなくてはならなかった。

　日ひ比び野のの告白にどう答えるか、である。

　稲いな祭まつりの日、彼かの女じよはオレに告白をしたあと、すぐに走り去ってしまった。オレは彼かの女じよにまだ何も返事を返してはいない。

　幾いく重えにも重なる要素を取り除けば、あれは純然たる愛の言葉だった。少なくとも聞き間ま違ちがいではない。『（アナタの服が）好きです』だとか『（買い物に）付き合ってください』といった、誤解を生む余地もない。

　だから、ほとんど眠ねむれなかった。考えることが多すぎて。

　ベッドの上でオレは大きな欠伸あくびをする。スマホのアラーム機能よりも早く目覚めるなんて、数年ぶりの出来事だった。

　リビングまで下りていけば、朝食がすでに用意されていた。トーストとオムレツとキウイフルーツ。キウイフルーツには蜂はち蜜みつがかけられている。小学生だったオレの希望で生まれたそのメニューは、訂てい正せいの機会を逃のがしたまま今も継けい続ぞくされている。両親は会社に出で払はらっていて誰だれもいない。無音が寂さびしくて、見たくもないテレビをつける。

「……」

　トーストを咥くわえながら、考える。

　日ひ比び野ののこと、祭りのこと、水みず島しま杏あん奈なのこと、伊い美み音ね祭まつりの事件のこと、エトセトラ、エトセトラ。

　そして、オレは朝日を眺ながめながら、ついに出した結論を呟つぶやくのだった。

「逃にげよう」







　週明けの月曜日から、オレは日ひ比び野のと距きよ離りを置くことにした。登校時間を遅おくらせて、帰りはダッシュで帰宅。休み時間は教室から離はなれて、授業中は決して彼かの女じよの方向に顔は向けない。

　もちろん、オレの人生には無む縁えんの美少女に一ひと目め惚ぼれされて、恋こい人びとができたら、そりゃ楽しいに決まっている。デートのたびにツーショットの自じ撮どりして、待ち受けにして常に眺ながめているだろう。

　けれど、死ねばなにも残らない。命の方が最優先。『私が一ひと目め惚ぼれしたら相手は絶命します』と断言する人間と、恋れん愛あいなどできるわけがない。

　本当は学校にも行きたくなかったが、そのまま自分が不登校になり卒業できなかったら、結局激しく不幸になっているので本ほん末まつ転てん倒とう。最終手段とすることにした。

　時々、日ひ比び野のから視線を感じることはあったが、気にしない。

　ごめんなさい、日ひ比び野のさん。オレ、生きたい。

　将来の夢はないが、長い人生だ。これから希望くらい見つけられるはず。

　だから、申し訳ないが、日ひ比び野のを避さけながら学校生活を送っていた。遅ち刻こくギリギリで自転車置き場に駆かけ込こんで、昼休みは自じ販はん機きで買ったミルクティー片手に一人で過ごしたり、図書室に逃にげ込こみ本を借りたりして時間を潰つぶす。我ながら完かん璧ぺきだ。

　いや、完かん璧ぺきだったはずだったのだが。

『体育館裏に来てください』

　日ひ比び野のに呼び出されたのは、逃とう亡ぼう生活から五日目の金曜日。自分の靴くつ箱ばこにそんな手紙が入っていた。

　タイマンの申もうし込こみか愛の告白か、と考えつつ、無視して逃にげようとした。けれど、帰るための靴くつがなかった。盗ぬすまれていた。

「追おい詰つめられた……」

　スリッパで帰宅するのは恥はずかしすぎる。誰だれにも見つからないようこっそり体育館の裏に向かった。

　日ひ比び野のは、眉み間けんに皺しわを寄せて、あからさまに不ふ機き嫌げんな顔で立っていた。普ふ段だんの冷たい視線が摂せつ氏しゼロ度としたら、今は、植物一本生存できない氷点下。

「なんで私から逃にげるんです？」と日ひ比び野のは口にする。

「そりゃ逃にげるよ！」とオレは叫さけんだ。「だって、骨ごと溶とかされるって予言されてるんだもん！」

「だから、稲いな祭まつりの日に説明したじゃないですか。私は別に誰だれかを不幸にしません。ただ、これから不幸になる人に惹ひかれるだけです」

　日ひ比び野のはそうため息交じりに説明すると、オレの靴くつを投なげ渡わたしてくる。

「わかった……率そつ直ちよくに言うよ」オレはその靴くつを受け取ってから、口にする。彼かの女じよを傷つけるかもしれないが、自分だって覚かく悟ごもなしに逃とう走そうはしない。

「あのね、日ひ比び野のさん……説明を聞いて、オレも悩なやんだんだよ、自分自身はどう振ふる舞まえばいいのかって。でも、気づいたんだ。あのさ、日ひ比び野のさんの理論が正しいか間ま違ちがいかは、結局のところ、日ひ比び野のさんしか証明できないよね？」

　彼かの女じよの視線が鋭するどくなった。

「…………続けて」

「もちろん、日ひ比び野のさんがオレを騙だましているとか疑っているわけじゃないんだ。祭りの日に助けてもらったことに感謝もしている。でもさ、オレからの視点では確かなのは『日ひ比び野の明あ日す香かと親しい者は悲劇を迎むかえる』という事実だけなんだ。不安になるのも理解できるでしょ？」

　彼かの女じよには悪意がないのは理解できている。それでも恐おそろしいものは恐おそろしいのだ。自分は蛮ばん勇ゆうでも聡そう明めいでもない。スーパースターでもない普ふ通つうの高校生だ。目に見えたことしか信じられない。

　現に、去っていく水みず島しま杏あん奈なの背中をオレは見ている。

　日ひ比び野のはすぐに言い返すことはなかった。恐おそろしく冷たい言葉で侮ぶ蔑べつされるかと警けい戒かいしていたが、ただ立っているだけだった。瞳ひとみにはいつもの鋭するどさもない。

「二つだけ約束してください」やがて囁ささやくような声で告げた。「この約束を守れるなら、私は、アナタに二度と近づきません」

「わかった……」

「私がアナタに一ひと目め惚ぼれしたことは誰だれにも言わないこと。もしかして、もう誰だれかに相談しました？」

「いいや、公言していないよ」

「正解ですね。予言の自己成じよう就じゆ。私に好かれていることが周知されると、それだけで貴方あなたを避さける人が出てくるでしょう。破は滅めつへの第一歩です」

「了りよう解かい。二つ目は？」

「周囲の人間を観察することです」

「それはどうして？」

「不幸の芽を摘つむため。知らず知らず買っている恨うらみや嫉しつ妬と、悪意に気づいて対処する。地道ですがそれが悲劇を先延ばしにする唯ゆい一いつの手段です」

　そこまで言い終えると、オレのリアクションを待たずに日ひ比び野のは歩きだした。立ち去り際「私の連れん絡らく先さきです。なにかあったら」と一枚のメモを押おし付つけてきた。一いつ瞬しゆんその顔に涙なみだが浮うかんでいるように見えて、心が痛む。

　日ひ比び野のが提示した二つの約束は、どちらもオレのためのアドバイスだった。心配してくれてるのだ、オレのこと。

　彼かの女じよの後ろ姿に向かって「最後に教えて」と声をかける。

「どうしてオレに構うの？」

「決まっているじゃないですか」

　日ひ比び野のは振ふり向むかないままで答える。

「偽いつわりの感情とはいえ、私がアナタを好きだからです」

　そう告げて、日ひ比び野の明あ日す香かはオレの元から消えた。







　自分が間ま違ちがっているとは思わない。

　けれども、このムシャクシャする気持ちはなんなのだろう？

　朝、学校に向かうまで自転車を漕こぎながら頭を巡めぐらすのは、やはり日ひ比び野ののことだった。朝だけではない。昼休みで購こう買ばいのパンを選ぶときも、日課となってしまった図書室の本探しも、どうしても彼かの女じよのことを考えてしまう。

　彼かの女じよは言葉通り、オレに近づくことはなかった。それどころか、彼かの女じよ自じ身しんが気を遣つかって教室から離はなれることさえある。

　オレと日ひ比び野のとの接点は一いつ切さい、なくなった。

　これでいいんだ、と自分に言い聞かせる。日ひ比び野のに近づかなければ、不幸は回かい避ひできる。彼かの女じよの言う通り、日ひ比び野のに惚ほれられたという事実を広めなければ、自分の生活に一いつ切さいの支障は生まれない。

　日ひ比び野のの二つ目のアドバイスに関しては、あまり深刻には捉とらえてなかった。

　だって、そうだろう？　嫉しつ妬とや恨うらみを知らず知らずに買うなんて、結局は目立つ人間の特権じゃないか。自分には、特別な才能もないし、休日に遊びの約束をする友人が大勢いるわけでも、頻ひん繁ぱんに話す異性もいない。授業をサボることもなければ、校則も破らない。こんな人間が誰だれかの恨うらみを買うわけがないのだ。

　終業のチャイムと共にさっさと荷物の整理を済ませて、オレは帰宅することにした。今日も何事もなく終わっていく。

　鞄かばんを持ち上げようとしたところで、茶色のシャーペンが落ちているのに気がついた。すぐに拾い上げると、隣となりの席の藍あい沢ざわという女子生徒と目が合った。背が小さくて、綺き麗れいな真ん中分けの髪かみが目立つクラスメイト。「落ちてたよ」とシャーペンを渡わたす。

「あ、どうも」と藍あい沢ざわは丁てい寧ねいに両手でシャーペンを受け取った。

　オレは何の気なしに尋たずねていた。やっぱり不安を解消したかったのだ。

「ねぇ、藍あい沢ざわさん。オレに対して、なんか恨うらみとかない？　あるいは、恨うらんでいるやつの情報でもいいんだけど」

「え、え？」

「あ、ごめん。変な質問して。ないならいいや」

　しまった。突とつ然ぜんこんなこと聞かれても困るよな。

　オレは藍あい沢ざわに謝あやまって、すぐさまに別れを切りだそうとする。

　けれど、藍あい沢ざわの「知っているけど」という呟つぶやきによって遮さえぎられた。

　え？

「誰だれ？」

「わたし」そう口にしながら、藍あい沢ざわは自分の顔を指差した。「わたし、先週から、雨あまケが崎さきくんのこと恨うらんでた」

「なんで？」

「聞きたいのは、こっちだよ。だって雨あまケが崎さきくん、突とつ然ぜんわたしへの嫌いやがらせを始めたでしょ？」

　オレは藍あい沢ざわの顔を見つめ返す。全然心当たりがない。

「えぇとね、まず雨あまケが崎さきくん、最近時間ギリギリに駐ちゆう輪りん場じように来るじゃん？　わたしもそうなの。そこで大たい抵てい空いたスペースの取り合いになるんだけど、もう六日連続でわたしが狙ねらったスペースをギリギリでかっさらう。わたしは、仕方なく屋根のない場所に置くハメになるの」

「お、おう。でも、それだけ？」

「他にもあるよ。最近、雨あまケが崎さきくん休み時間教室にいないでしょ？　で、自じ販はん機きや購こう買ばい、図書室にいるよね？」

「うん。最近な」答えていて、もう嫌いやな予感がしてきた。

「で、なぜか六日連続で、わたしが欲ほしいものを奪うばっていく。わたしが後ろに並んでいたの気づいてなかった？　自じ販はん機きで欲ほしかったミルクティーを直前で売り切れにされて、ロコモコ弁当のラスト一個を目の前で奪うばわれて、シリーズ小説の三巻だけを一足先に借りられる。最初は偶ぐう然ぜんかと思ったけど、ここまで続くと悪意があるとしか思えないよ……」

「……」

　汗あせが、でてきた、大量に。

　言い訳をすると、自分の精神状態が後ろを気にするどころじゃなかった。日ひ比び野ののことで気が回らなかったのだ。

　でも、そんな偶ぐう然ぜんありえるの？

　本気でオレは呪のろわれたの？　先週は、日ひ比び野のから逃とう走そうしていたはずなのに！

「もちろん雨あまケが崎さきくんは意図せずにやったかもしれない……超ちよう奇き跡せき的てきな確率で起きた悲運かもしれない……」藍あい沢ざわは頷うなずいた。そこでオレは初めて、その瞳ひとみに怒いかりが込こめられていることに気づいた。「でも、ここまでされると普ふ通つうは恨うらむよね！」

「藍あい沢ざわさん、あの」自分でも呆あきれるくらい情けない声だった。「え、あの……」

「はい？」と藍あい沢ざわはオレを試ためすように見る。

　オレは反射的に叫さけんだ。

「悪意はないんです！　贖しよく罪ざいをさせてください！」

　なんだか全世界に謝罪したい気分だった。目立たないように行動するどころじゃない。もはや一挙一投一足が危険の予兆になるのか！

　オレはそのあと、藍あい沢ざわに必死に弁解と無数の贖しよく罪ざいの方法を提案することになった。藍あい沢ざわも最初は遠えん慮りよしていたが、オレの熱意を知ると受け入れてくれた。オレが必死になるのは当然だ。ここで藍あい沢ざわの遺い恨こんを残してしまうと、なにか重大な事件を引き起こすかもしれない。

　そして、藍あい沢ざわと一つの約束を取り付けると、オレが次にするのは、もう一人の人物への謝罪だった。

　あぁ、なんでオレこんなに謝あやまっているんだろう？

　オレはポケットに入れたままのメモを取り出すと、すぐにその人物にメッセージを送る。電話もしたが、あいにく出てくれなかったのだ。

　送ったメッセージの内容は、短め。

『日ひ比び野のさん、ごめんなさい。オレがすべて悪かったです』

　彼かの女じよからの返信は五分後に返ってきた。

『土ど下げ座ざしろ』

　オレは震ふるえ上あがった。







　日ひ比び野のと合流したのは、学校から離はなれた場所にある展望台だった。高台にあるので自転車で行くのは苦痛だったが、人目を避さける必要があるので仕方がない。日ひ比び野のは優ゆう雅がにタクシーを使ったようだったが。

　展望台と言っても、夕日がちょっと見やすいというだけで、大おお海うな原ばらも山林も見えない。高さもビルの三階ほど。予算を使い切るために、余った土地に行政が作ってしまった感がひしひしと伝わってくる。

「言っておきますが、私から逃にげても、結局、あまり意味はありませんよ。私との接点を無くしても、不幸になるパターンもありましたから」

　その展望台の上でオレは正座になって、仁に王おう立だちする日ひ比び野のから説教を受けていた。偽いつわりの感情とはいえ恋こい心ごころを寄せてくれる乙女おとめに「近づくな」とこっぴどく拒きよ絶ぜつしたあげく、すぐに「また会えないか」と頼たのむのは自己本位すぎるという主張だった。

　返す言葉もない。最低野や郎ろうとしか思えない。なんてやつだ。

　さすがに土ど下げ座ざを強要されることはなかったが、慣れない正座を三十分以上も耐たえるのは結構キツい。

「繰くり返かえします。私はこれから不幸になる人を好きになるだけです。私から逃にげても、不幸からは逃にげられません」

「う、うん……日ひ比び野のさんの言うとおりでした。本当に」

「このクズ犬。現実から目を背そむけないでください」

　まさか、日ひ比び野のの口から本気で罵ば倒とうされるとは思わなかった。クズ犬って。

「じゃあ、現実というのを教えてよ……」日ひ比び野のの強い眼まな差ざしに、僅わずかながら希望が湧わく。「実際どうなの？　日ひ比び野のさんの予知を回かい避ひした人はいるの？」

「いえ、これまで私が不幸を予知した者は、例外なく不幸になります」

「ダメじゃん！」

　なら、現実逃とう避ひくらい許してよ！

　オレが突つっ込こみを入れると、すぐに日ひ比び野のは「でも不幸を先延ばしにすることや、和やわらげることは可能です」と補足してくれる。

「そして、その手段はもう教えたでしょう？」

「うん。とりあえず、藍あい沢ざわさんに恨うらまれていたことになんとか気づけたよ」

　自分の周りにある不幸の芽を摘つみ続ける。

　口にすれば簡単だけども、思ったよりも難しそうだ。

　日ひ比び野のにわかるのは、オレがいずれ不幸になることだけらしい。それが具体的にどんな脅きよう威いなのかまでは不明なのだ。予測がつかない以上、人間関係は目立ちすぎない程度に良好にしておいて損はない。

「で？」日ひ比び野のは、正座を崩くずすよう指示してから、オレに尋たずねる。「藍あい沢ざわさんとどんな約束を？」

「妹の前で恋こい人びとのフリをしてくれって頼たのまれた」

「なんですかそれ」

「よくわからない。詳くわしくは明日聞くよ」

　それが、藍あい沢ざわがオレとの一件を水に流すための条件だった。彼かれ氏しのフリをして、彼かの女じよと一回喫きつ茶さ店てんに行くだけ。簡単なお仕事だ。きっと藍あい沢ざわもオレに悪気がないことは気づいており、過か酷こくなお願いは頼たのまなかったのだろう。

　日ひ比び野のは口くち許もとに手を当てて沈ちん黙もくしたのち呟つぶやいた。

「雨あまケが崎さきさん、約束事をもう一個付け加えましょう。人の純情を踏ふみにじった罰ばつです」

「純情なの？　すごく嫌いやそうに言ってない？」

「嫌いやですからね」

「全然、純情じゃないじゃん！」

「でも、恋れん愛あい感情に噓うそはありません。私と雨あまケが崎さきさんは、今、協力する必要があります。雨あまケが崎さきさんも不幸を回かい避ひしたいでしょうし、私も……そうですね、雨あまケが崎さきさんを護まもりたいと思っています。だから、」

　日ひ比び野のはポケットから小さな機械を取り出すと、オレの胸ポケットにしまった。

「アナタがこれから知る秘密を、できうる限り共有すると約束してください。たとえ、それが人の道から外れるとしても」

　首を曲げて、それを確かく認にんする。どうやらＩＣレコーダーのようだった。

「なにこれ」

「とにかく情報が命です。私はこの学校の全生徒の個人情報、収入状じよう況きよう、成績、進路程度なら把は握あくしています。アナタが見聞きする情報も、全部、私に教えてください」

　さらっと、えげつないことを言った気がするが、聞き流す。

「さ、破は滅めつを回かい避ひする第一歩です。藍あい沢ざわさんの信用をしっかり取とり戻もどしましょう」

　本当にそこまでする必要があるのかと思ったが、日ひ比び野のの瞳ひとみは真しん剣けんだ。

　どうやら日ひ比び野のは恋こい人びとを束そく縛ばくしたいタイプらしい。







「わたしさ、実は、家では少し家族に見み栄えを張っていたんだよね。学校にカッコいい彼かれ氏しがいるって、妹に噓うそをついちゃったんだ……今までは良かったんだけど、今年、その妹が高校に入学してきちゃって……そして、妹にその相手に会わせてくれーって迫せまられて……」

　妹との待ち合わせの喫きつ茶さ店てんへ移動中、藍あい沢ざわ自らが陥おちいっている状じよう況きようについて説明してくれた。間延びしたしゃべり方でわかりにくいが、要するに、噓うその引ひっ込こみがつかなくなっているらしい。

　オレに伝える藍あい沢ざわは、当然というか、少し恥はずかしそうだった。

「で、雨あまケが崎さきくんには、その彼かれ氏し役を今日一日だけでいいから、やってほしいんだけど……ごめんね、みっともない頼たのみ事で」

「いいよ。家族にちょっと見み栄えを張りたい気持ちはわかるな。オレも家族には、ちょっと学校生活は盛って話すよ」

　兄弟姉妹しまいではないけど、きっと同じだろう。基本的に教室で静かに過ごしているとか、彼かの女じよが全然できないなんて正直に伝えない。心配されても煩わずらわしい。

「でもいいの？　カッコいい彼かれ氏し役が、オレで」

「うーん、それは、まぁねぇ」藍あい沢ざわはちらりとオレの横顔を見る。「ギリ、まぁ、ギリ許容範はん囲い、なの、か、な？」

「許容範はん囲い外がいでごめんね」

「ち、違ちがうの。ちょっとイケメンの定義に当てはまらないだけ。覇は気きがなさすぎるけど、顔は良く見ればカッコいいかもしれないから！」

　フォローになってない。

「ケンカ売っている？」

　藍あい沢ざわは誤ご魔ま化かすように、あはは、と笑う。

「でも、わたし、異性の友達とかって全然いないから。すっごい助かったよ。しかも、こんなみっともないこと、誰だれも引き受けてくれないよ。ありがと。うまくいったら、先週一週間のイヤガラセは忘れてあげるね」

　オレと藍あい沢さわがそんな雑談に花を咲さかせていると、次し第だいに目的地の喫きつ茶さ店てんが近づいてきた。全国のどこにでもあるコーヒーチェーン店。藍あい沢ざわがオレに最後の念を押おした。

「いいよね？　雨あまケが崎さきくんとわたしは、高校一年のときに運命的な出会いを果たして、一年前から付き合いだしたラブラブなカップル。毎日放課後一いつ緒しよに帰っているから、休日はあまり会わない。初デートの場所は水族館で、そこで雨あまケが崎さきくんのほうから、アマゾン館の巨きよ大だい水すい槽そうの前で告白した」

「ＯＫ。お互たがいの呼び名は、かおりん、きぃくん。オレは料理が得意で、よくイタリアンを振ふる舞まってくれる。得意教科は英語。成績は良くて東京の私大に行きたいが、かおりんとの関係で、地元の国立大かで揺ゆれている。果たして、恋こいの行ゆく方えは？」

「他人の口から聞くと、ちょっと痛々しいね……」

「キミが作った設定でしょ」

　なんだか途と方ほうもない疲つかれを覚かく悟ごしながら、喫きつ茶さ店てんの中に入った。

　レジの前を素す通どおりして店内の奥おくに入っていくと、一人の女子生徒が藍あい沢ざわに向かって手を振ふった。

　藍あい沢ざわ佐さ奈なというらしい。第一印象とは、姉である藍あい沢ざわ香か織おりとは似てない、だった。地味な印象の藍あい沢ざわ姉と違ちがって、妹は背も姉より高くて、髪かみも僅わずかに染め、垢あか抜ぬけている。スカートも短くて、シャツのボタンは第二まで開けて着き崩くずしている。一応、進学校であるうちには珍めずらしいタイプだった。どちらかといえば、佐さ奈なの方が姉っぽい。

「こんにちは、藍あい沢ざわ佐さ奈なと言います。姉がお世話になってます。姉からはいつも『きぃくん』の自じ慢まん話ばなしを聞かされていますよ」

「どうも、雨あまケが崎さき誠せい也やです。あんまりその自じ慢まん話ばなしは信用しないでね。恥はずかしいから」

　こちらがなにかを言う前に、向こうから礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつしてきた。ちょっと緊きん張ちようしてしまう。

　オレは打ち合わせ通り、立ち上がった、

「かおりん、オレ飲み物買ってくるよ。なにがいい？」

「あ、ありがと。ストロベリーヨーグルトのＬサイズ、それと、キャラメルナッツクッキーがいいな」

　なぜ調子にのって高額注文を？

　打ち合わせの二倍以上の価格の注文をした藍あい沢ざわを睨にらみ付つけて、オレはレジに向かった。

　そして、二人の顔が見えなくなった瞬しゆん間かん、胸ポケットに忍しのばせていたスマホを取り出す。電源をつければ『通話中』という表示。

「日ひ比び野のさん、聞こえてる？」

《全然聞こえないです、きぃくん》

　電話を切ろうとしたが、寸前でとどまった。約束したからだ。彼かの女じよとはできうる限りの情報を共有すると。日ひ比び野のとは常時連れん絡らくが取れる状態となっている。オレの右耳の裏には、実は髪かみに隠かくれるようにして、日ひ比び野のから渡わたされた骨伝導のワイヤレスイヤホンが取り付けられていた。彼かの女じよから指示があれば、すぐに伝えられる。

　オレはスマホをしまって、さらにＩＣレコーダーの位置を確かく認にんすると、藍あい沢ざわ姉妹しまいのいるテーブルに戻もどった。長居したくはないオレは、アイスコーヒーのＳサイズのみ。

「雨あまケが崎さき先せん輩ぱい、今日は、無理を言ってすみませんでした」話を切り出したのは、妹の方からだった。「姉以外の先せん輩ぱいから、学校生活のことを聞いてみたくて……実は、わたし、中学の後半学校にうまく通えていなかったんで、高校は駆かけ出だしでつまずきたくないなぁと」

　良い子だ。ちょっと安心する。

「うん、自分も入学当時はけっこう不安だったから。なんでも聞いてよ」

「佐さ奈な、遠えん慮りよしなくていいよ。こう見えて、雨あまケが崎さきくんはなかなかに──」

「かおりん」

　開始三十秒で自じ滅めつしそうな藍あい沢ざわを止める。

「どうした、妹の前だからって照れてるの？　いつもみたいに『きぃくん』って呼べよ」

「あ、え、あぁ！　そうだねぇ、きぃくん、ごめん」

「そういえば雨あまケが崎さき先せん輩ぱいはどうして『きぃくん』なんですか？」

　不自然に慌あわて始める姉に気づいてか、気づかないでか、妹が尋たずねてきた。

「普ふ通つう、『雨あまケが崎さき誠せい也や』なら『あーくん』か『せいくん』じゃないですか？　なんかエピソードとかあるんですか？」

　ない。強しいて言うなら、『きぃくん』が架か空くう生物だからだ。ＵＭＡなのだ。

　そう素す直なおに告げるわけにもいかず、オレがどうしたものか、と藍あい沢ざわを見ると、彼かの女じよはにこやかに微笑ほほえんだ。

「忘れちゃった。きぃくん、どうしてだっけ？」

　丸投げされた。やる気あんのか。そんなの想定しうる質問事じ項こうだろう。

　仕方なく、それっぽい答えをでっち上げることにした。

「オレの顔が、北きた大おお沢さわ市のゆるキャラに似ているからって、かおりんが名付けたんだよ。向こうが『きぃちゃん』だから、オレが『きぃくん』になった」

　言いながら、オレはゆるキャラ『きぃちゃん』の姿を思い出した。どんなやつだったか？　たしか、目玉が飛び出て、分厚いタラコ唇くちびるのマヌケな顔のナマズだっけ。

　ん……あ、まずい。

　全然オレに似てない。

　心配になっていると、目の前で佐さ奈なが手を叩たたいて笑いだした。

「確かに！　言われてみれば、似てますね！」

　え、噓うそ？　オレ、そんなタラコ唇くちびるなの？

　藍あい沢ざわ香か織おりの方を見ると、オレの顔を見つめたままで固まっていた。

「…………ホントだ、全然気づかなかった」

　キミは妹の前で演技する気あるのか。

　幸い、妹の方は笑いを堪こらえるのに必死のようだけど。

　藍あい沢ざわ佐さ奈なの笑い声に紛まぎれて、オレの右耳のイヤホンから『的確ですね』と聞こえてきた。絶対に許さん。

　オレの自己犠ぎ牲せい的てきファインプレーによって、彼かれ氏しのフリはつつがなく進んだ。佐さ奈なも警けい戒かいを解いてくれたらしい。

　会話の中心は、学校生活のことになった。これなら余計な演技をせずに答えられる。各部活動の外から見た大体の雰ふん囲い気き、校則をどこまで破っても許されるか、学校に無断でアルバイトしている生徒の割合など。知っていることを素す直なおに教えて、わからないことは首を横に振ふるだけでいい。

　なにより藍あい沢ざわ香か織おりに喋しやべらせると、すぐボロが出ることは理解した。よくこれで妹を騙だまし続けてこれたものだ。

「正直、ここのテストとかどうです？　無茶苦茶難しくないですか？」

「あー、一応、進学校だからねぇ。でも、最低限、宿題こなせば、赤点は回かい避ひできるようになっているから」

「その最低限ってのが難しそうですよねー、あー、わたしも優やさしく勉強教えてくれる彼かれ氏しが欲ほしいです」

「オレもそんなに優ゆう秀しゆうじゃないんだけどなぁ……」

「また冗じよう談だんを。姉さんがいつもテスト前には特別講義してくれるって自じ慢まんしていましたよ」

「き、きぃくん。そうだよね？　いつも、ほら、うん、ね？」

　オレは藍あい沢ざわ姉がボロを出さないよう、一時間も経たつと、このお茶会を終わらせるタイミングを計っていた。急用が入った、とでっちあげようと。

「ところで、雨あまケが崎さき先せん輩ぱいは、進路についてどう考えているんですか？」

　オレが噓うそを切り出す前に、藍あい沢ざわ佐さ奈なが先に尋たずねてきた。

「姉の話では悩なやまれているんですよね？」

　そういえば、東京の私立か、地元の国立かで悩なやんでいるという設定だった。

「まぁ、それはおいおい決めなきゃね……」

「でも、お父さんの跡あとを継つぐなら、絶対に東京のほうがいいですよね？　人脈とか派は閥ばつとか、考えると」

「お父さん？」

「はい、姉から聞いているんです。あの有名商社で幹部をやっていて、雨あまケが崎さき先せん輩ぱいも跡あと取とりとして期待されていると」

　佐さ奈なが尊敬の目と共に伝えてきたのは、日本で知らない者はいないような一流企き業ぎようの名だった。

　ちょっと、待って。そんな設定知らないぞ。

　第一スケールがでかすぎる。

　その焦あせりに応えるように、頭痛が始まる。頭のなかでは警けい鐘しようのようなものが鳴なり響ひびいている。

　嫌いやな予感がしてきた。

「まぁ、なぁ」とオレは痛みを堪こらえながら言葉を濁にごす。

「伝えたいと思ったんです。雨あまケが崎さき先せん輩ぱいは、ずっと夢のために邁まい進しんしてきたんですよね。英語、フランス語、中国語を身に付けて、経済学まで究きわめて。正直に言います。東京に進んでください。姉は、大学時代に遠えん距きよ離りになっても、それで雨あまケが崎さき先せん輩ぱいと別れるなんてありえませんから。それくらい雨あまケが崎さき先せん輩ぱいが大好きですから」

　フランス語？　中国語？　経済学？　オレが知っているのは、ボンジュール、ニーハオ、需じゆ要よう供給曲線だけだ。

　次々と出てくる新情報に脳の処理が追い付かなくなっていく。オレは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすことしかできなくなった。

　オレの隣となりにいる藍あい沢ざわはなにも口にしない。ただバツが悪そうに震ふるえている。そんな姉を見て、佐さ奈なが戸と惑まどう。

「香か織おり姉さん、どうしたの？　ごめんね、でしゃばったかな」

　藍あい沢ざわなんか答えて。オレはパニック状態で、無理。

「えぇっとね」藍あい沢ざわは顔から汗あせを流しながら、答える。「雨あまケが崎さきくんにはね、雨あまケが崎さきくんの人生があるからね、わたしたちが口出しすることじゃ」

「え、いや雨あまケが崎さき先せん輩ぱいの望みは、お父さんの跡あとを継つぐことなんだよね？　それを応おう援えんするのは良くない？」

「えっと、ほら、複雑なの。雨あまケが崎さきくんは子供の頃ころから、ヴァイオリンも上手だしね！　小学生の頃ころからずっと聞いている幼おさな馴な染じみとしては、そっちの才能ももったいないなぁって！」

　そこで佐さ奈なの表情が凍こおりついたように停止した。

　しまった──。

「姉さん、雨あまケが崎さき先せん輩ぱいと出会ったのは、高校一年のときじゃないの？」

　積み上げた設定が壊こわれるのは一いつ瞬しゆんだった。

　言い訳も浮うかばない決定的な矛む盾じゆんだった。藍あい沢ざわは妹に『高校一年のとき劇的な出会いを果たした』と自じ慢まんしたことがあるのだ。幼おさな馴な染じみというのは、辻つじ褄つまが合わない。

　藍あい沢ざわはなにも答えられない。

　しばし沈ちん黙もくが場を支配する。

　佐さ奈なは無言のままの姉を見て、「やっぱり」とすべてを察したように息を吐はく。この様子を見ると、最初から疑ってはいたのだろう。

「ねぇ、雨あまケが崎さき先せん輩ぱい、どこまでが真実なんですか？」

「全部だよ」

「じゃあ、フランス語の単語を五つあげてください」

「ボ・ン・ジュ・ウ・ル」

「……」

　我ながら酷ひどい返答だ、と思った。

　佐さ奈なはオレと話してもなにもならないと思ったのか、藍あい沢ざわを正面から見み据すえる。

「香か織おり姉さん……なんで、こんな噓うそをついたの？」隣となりで聞いている自分まで、呼吸が苦しくなるような、厳しい言い方だった。「恥はずかしい。妹として恥はずかしいよ、関係ない人まで巻まき込こんで、そこまでして見み栄えを張りたいわけ？」

　藍あい沢ざわはなにも言わなかった。ただ目を伏ふせている。

　佐さ奈なは席を立ち上がった。

「最悪」

　オレは反射的に言い返そうとして腰こしをあげたが、藍あい沢ざわに服の裾すそを握にぎられて制される。それで、自分は何も言えなくなった。気の利きいたフォローも浮うかばなかったから、助かったと言えば、助かった。

　佐さ奈なはそんなオレたちのやり取りを見ると、すぐにトレイを摑つかんで大おお股またで歩きだした。投げ捨てるように自身が飲み干したコーヒーのグラスを返へん却きやく棚だなに置く。

　オレと藍あい沢ざわは立ち去る佐さ奈なの後ろ姿をただ黙だまって、見送ることしかできなかった。

　気まずさから、オレは用もないのに、喫きつ茶さ店てんに残り続けた。五分経たっても藍あい沢ざわは動かないし、喋しやべらない。根暗な銅像みたいだ。オレも慰なぐさめが口から出てこない。

　頭痛はいまだに止やまなかった。頭には鈍どん痛つうが響ひびいている。

　その苦しみに耐たえていると、ようやく藍あい沢ざわが口にした。

「うん…………きっとこれで良かったんだよ。いつか破は綻たんしていたよ。こんなの」

「……そうだね」

　否定はしなかった。

　あんなデタラメな噓うそをつき続けていたら、いつか限界がくるに決まっている。藍あい沢ざわを責める気にはなれないけれど。

《きっと彼かの女じよはずっと噓うそを重ねてきたんでしょうね》右耳のイヤホンから、日ひ比び野のの声が聞こえる。《一度ついた噓うそを否定できないままで、元々不器用にも拘かかわらず見み栄えを何重にも重ねてしまった》

　日ひ比び野のは冷たい口調で言う。

《藍あい沢ざわ香か織おりは見み栄えを張りすぎる》

　そこでオレの前で藍あい沢ざわは笑った。

「今日はありがとう。雨あまケが崎さきくんは、もう気にしなくて良いよ。ごめんね、本当は雨あまケが崎さきくん全然悪くなかったのに、無理に付き合わせちゃって、本当に、ごめん」

　藍あい沢ざわは何度も何度もオレに頭を下げて、去っていった。




　藍あい沢ざわが消えたあとも、自分は喫きつ茶さ店てんに残り続けた。店内が混んでないとはいえ、四人掛がけのテーブルに一人でいるって、少し居い心ごこ地ちが悪い。頭痛はいまだに続いていて、とにかく寝ね転ころがりたい欲求に必死に抗あらがわなければならなかった。

「お疲つかれさまです、きぃくん」

　気づけば目の前に、日ひ比び野のがいた。

「ツッコム元気もないよ」

「落おち込こむ必要もないですよ」

　日ひ比び野のはオレの目の前に座すわると、カップに入った紅茶を口にする。

「厳しい言い方ですが、藍あい沢ざわさんの自じ業ごう自じ得とくです。それに藍あい沢ざわさんの信しん頼らいを取とり戻もどすという当初の目的は達成しました。おめでとうございます。これで、アナタの悲劇は少し遠とお退のいたかもしれません」

　淡たん々たんと日ひ比び野のは整理してくれる。もしかしたら励はげましてくれているのかもしれないが、無表情だからよくわからない。

「ねぇ、日ひ比び野のさん、オレってこんなことを繰くり返かえすの？」

「こんなこと、とは？」

「日ひ比び野のさんはさ、周囲を観察することって大おお雑ざつ把ぱな日本語並べたけどさ、実際はそんな単純ではないんだよな？」

「えぇ、もちろん。あれは頭の悪い方用の説明です」

「頭の良いい方用の説明を頼たのむ」

「無む謀ぼうでは？」

「オレの頭脳を信じてよ！」

　日ひ比び野のは語る。

「薄うすっぺらい表現ですが、人の本ほん性しようを暴あばき尽つくすことですね。悪意や敵意、過か剰じような虚きよ栄えい心しんや支配欲、嫉しつ妬とや怠たい惰だ、あるいは、他人が抱かかえている譲ゆずれない事情を。アナタが購こう入にゆうしたお弁当は、藍あい沢ざわさんが余命僅わずかの彼かれ氏しに買う予定だったかもしれない。アナタが停とめた駐ちゆう輪りんスペースは、彼かの女じよが狂きよう信しんする新興宗教の聖地かもしれない。そして、その逆さか恨うらみはナイフとなってアナタの心臓に突つき刺ささるのかもしれない」

「でも、それって相手にとっては知られたくないことがあるんじゃ……」

「えぇ、むしろ触ふれられたくないと思っている本心ほど触ふれる必要がある。今回、藍あい沢ざわさんの秘密を暴あばくことができました。しかも、嫌きらわれない絶ぜつ妙みような接点で。今後、彼かの女じよの発言は、幾いくばくの誇こ張ちよう表現を疑って、警けい戒かいすることができます。そして、彼かの女じよにアナタを害する悪意はなさそうだ、と判断できます。アナタが本当に破は滅めつを回かい避ひしたいのであれば、そうして出来事の秘密を一つ一つ暴あばいていくしかありません」

　日ひ比び野のが語ることは正論だった。

　けれど、ただ納なつ得とくして受け入れるかは別の話だった。

「藍あい沢ざわさんを助ける」とオレは頭を押おさえながら告げた。

「どうして？」と日ひ比び野のは聞き返す。「もう藍あい沢ざわさんとは和解しました。これ以上藍あい沢ざわさんの事情に踏ふみ込こめば、逆にまた嫌きらわれて、アナタの悲劇が早まるだけですよ。アナタ、空気を読めないとよく言われませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そんな酷ひどい鈍どん感かんじゃない」

「私は断固、反対ですよ」

「なら自分だけでも、やろうと思う。だって放ほうっておけないじゃんか。人の知られたくない領域に踏ふみ込こんで、ただ何もしないなんて」

「どうしてもですか？　そう選せん択たくするなら、中ちゆう途と半はん端ぱで逃にげ出だすことは許されませんよ？」

「うん」

「…………意志は固そうですね」

　日ひ比び野のはしばらくオレを睨にらむと、諦あきらめたように語りだした。

「……そこまで言うなら仕方ありません。私自身の気持ちを少し話しましょう」

　日ひ比び野のの瞳ひとみが鋭するどくなる。教室で過ごしている普ふ段だんのように。

「私が藍あい沢ざわさんと関わりたくないのは、雨あまケが崎さきさんをまだ信しん頼らいできないからです。必要以上の接せつ触しよくで、本格的にアナタは憎にくまれるかもしれない。ですが、そんな不安を抜ぬきにすれば、アナタは藍あい沢ざわさんと関わるべきと思いますし、私もまた彼かの女じよを応おう援えんしたいですよ」

　オレが思っている以上に、日ひ比び野のは良いい人なのかもしれない。

　よし、と手を軽く叩たたいた。

「日ひ比び野のさん、色んなデータを持っているんだよな？　例えば、藍あい沢ざわ佐さ奈なさんの成績とかわかるデータないの？」

「成績？」

「あ、そうか。まだ一年生だから成績なんてないか」

「いや、不思議に思ったのは、どうしてそんなデータが欲ほしいのかな、と」そう呟つぶやきながら、日ひ比び野のは自身のスマホの画面をオレに見せてくれた。「これ、藍あい沢ざわ佐さ奈なの高校入試の成績です」

　なんてことないように差し出された画面には、エクセルデータらしきものが映し出されている。並ぶ名前と点数。流出なんてしたら記者会見レベルな秘密事じ項こうだった。

　オレは変な声がでた。尻尾しつぽを踏ふまれた猫ねこみたいな声。

「なんで持ってんのっ？」

「こう見えて、三年連続の図書委員なので。貸し出し用のパソコンから、学校のサーバーに入って教務フォルダを漁あさったんです」

「絶対パスワードだったり、アクセス制限あったりするだろう……」

　理知的に見えて、けっこう恐おそろしい人だった。

　言葉を失ってしまうオレに、日ひ比び野のは、藍あい沢ざわ佐さ奈なのデータの部分だけを拡大して見せつけてくる。エクセルファイルには、彼かの女じよの全教科の成績が記されていた。

「見ての通り、合格ラインのギリギリですね。一問間ま違ちがえれば不合格でしょう。で、これがどうして必要なんですか……？」

「いや、藍あい沢ざわさんと話していて、もしかしてと思った仮説なんだけども」

　後ろめたさ全開の犯罪行こう為いではあったが、オレはその重要機密をのぞきこんだ。

　目が離はなせない。

　ピンポイントでもっとも必要な情報がきた。

　この情報一つだけでするすると二人の関係が導かれていくようだった。それは仮説に過ぎないかもしれない。けれども、もし事実ならば、オレが抱いだいた直感に間ま違ちがいがないならば、姉妹しまいの仲を取り持つ手段はきっとある。

　だって、藍あい沢ざわ香か織おりはまだ見み栄えを張っている。この際だ、それも暴あばいてみよう。

「雨あまケが崎さきさん、どうしました？」

「日ひ比び野のさん。ちょっと思いついた。でも、これを一晩で実行に移すには、たぶん徹てつ夜やかもしれない」

「私は大だい丈じよう夫ぶですよ。徹てつ夜やするのは、雨あまケが崎さきさんですから」

「……」

　薄はく情じようなところは、しっかり薄はく情じようだった。







　徹てつ夜やでの作業を終えて登校し、失った睡すい眠みん時間は授業中に埋うめ合あわせた。英語、現代文、世界史、数学の時間を全部夢の中で過ごして、やっと頭が覚かく醒せいする。やっぱり徹てつ夜やなんてするもんじゃない。四限目のチャイムと共に、オレと日ひ比び野のはバラバラに教室から抜ぬけ出だす。オレは一つの紙束をもって藍あい沢ざわ佐さ奈なの教室に、日ひ比び野のは屋上に続く階段の踊おどり場ばに。廊ろう下かを進む途と中ちゆうで、日ひ比び野のから着信があった。オレは通話中にしたままスマホを胸ポケットにしまう。

　今から行うことを、藍あい沢ざわ香か織おりには伝えていない。余計なお世話だろうし、きっと彼かの女じよに言うとボロがでそう。

　藍あい沢ざわ佐さ奈なはすぐに見つかった。一年生の教室から、小さな弁当箱を持って外に出るところだった。

「やぁ、ちょっと話せないかな」と声をかける。

　佐さ奈なは口を真一文字に結んで、オレを睨にらんだ。

「もう姉さんの見み栄えに付き合う気はありませんよ」佐さ奈なは口にする。「でも……雨あまケが崎さき先せん輩ぱいは姉の噓うそに付き合ってくれただけなんですよね。場所を変えましょうか。姉が迷めい惑わくをかけたようですから」

　最後の台詞せりふには、激しく同意したかった。謝罪を要求したい。

　オレと佐さ奈なは中庭まで移動することにした。まだ寒さの残る四月の昼間に、わざわざ外で飯を食べる人間なんていない。校舎に囲まれるテニスコート二面ほどの空間には、パンジーとスズランの花か壇だんのみが存在する。

　オレと佐さ奈なはその花か壇だんの縁ふちに腰こしを掛かけた。日当たり良好。

「まず、自分のことを正直に話すよ。藍あい沢ざわさんに彼かれ氏し役を頼たのまれたのは、一昨日。オレと藍あい沢ざわさんはクラスメイト以上の関係はない。藍あい沢ざわさんが語ったのは、ほとんど噓うそ。普ふ通つうの高校生だよ」

「そうでしょう」

「今度は、佐さ奈なさんが教えて。どうして藍あい沢ざわ香か織おりはあんなに見み栄えを張るの……？」

「……」

　尋たずねはしたが、答えは予想がついている。

「わたしの志望高校を下げないため、じゃないですかね」

「そっか……」

「この真ま水みず高校は、ガリ勉の姉と違ちがって、わたしの学力では到とう底てい敵かなわないところでしたからね。模試を受けるたびに、現実を知って勉強のやる気も落ちていました。そんなわたしを励はげますために、姉は噓うそをついたんじゃないんですかね」

　藍あい沢ざわ佐さ奈なが、中学の後半、学校にうまく通えていなかったと漏もらしたことを思い出す。

　それを知って、もしかして、とオレと日ひ比び野のは見当をつけた。

　登校できていない妹にありもしない学校の自じ慢まんをするなんて、彼かの女じよに発破をかけたかった以外ないだろう。

「姉がついたのは、くだらない噓うそばっかでしたよ。超ちようスペックの彼かれ氏しがいるだけじゃなくて、部活では毎日部室を懸かけて映研とバトルをしているとか、クラスの席せき替がえはトランプで決着つけるとか、呆あきれるような空想ばかり。きっと楽しいことが待っていると伝えれば、わたしのモチベーションがあがると思ったんでしょうね」

「そこまで理解しているなら和解してあげれば？」

「思いやりがあるなら、どんな噓うそでも許されますか？」

　佐さ奈なの言葉はひとつひとつが、胸に沈しずむように重かった。声のボリュームがあがる。

「もちろん誇こ張ちようがあるとは気づいていましたが、少しは信じていたんです。でも、全部噓うそとまでは思いませんでした。現実とのギャップがありすぎて……妹として恥はずかしいし、今までの会話もなんだったのか……」

「……そうなんだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしくても、見みえ透すいた偽ぎ善ぜんと知っていても、心のどこかで姉さんの言葉を信じたかったんです！　なのに入学したら、挙動不ふ審しんになって、挙げ句の果てに、こんな冴さえない人を彼かれ氏しと偽いつわって紹しよう介かいしてきて……」

「…………」

　佐さ奈なはそこまで一気に吐はき出だしてから、オレを上うわ目め遣づかいで見つめる。

「……ごめんなさい。『冴さえない』は取り消します」

「手て遅おくれだから気にしないで」

　オレは思わず空を仰あおぎ見みてしまった。どうもこの姉妹しまいの美的感覚は狂くるっている。

　だが、話のおおよそは予想通りだった。

　佐さ奈なも姉の見み栄えを悟さとってはいたのだ。

　それなら対処方法はある。

「確かに藍あい沢ざわさんは、かなりの見み栄えっ張ぱりだね」

「えぇ」

「でも、佐さ奈なさんは藍あい沢ざわ香か織おりの本気を知らない」

　オレはずっと手にしていた紙の束を、佐さ奈なに差し出した。三十枚以上にわたって、ギッチリ文字がつまっているＡ４用紙。ちょっとした短編小説くらいの量だと思う。

「なんですか、この大量の紙は？」と佐さ奈なは尋たずねる。

「昨日の設定と台本」とオレは答えた。

　その言葉に、佐さ奈なは「ええええぇ！」と雄お叫たけびのような声をあげた。紙を留とめていたダブルクリップを外して紙をめくっていく。そこにあるのは、言葉通り、佐さ奈なが質問するだろう想定と、その受け答えだった。あとはボロがでないための設定まで、緻ち密みつに書かき込こんである。

　佐さ奈なは最後まで読むのに耐たえきれなかったのか、台本をオレに返すと、立ち上がってすごい勢いで頭を下げた。

「本当に迷めい惑わく掛かけました！　うちのバカ姉がこんな分厚い台本まで作るなんて」

「オレもすごくない？　昨日の喫きつ茶さ店てんで、けっこう台本通り話していたでしょ？」

「えぇ、全然気づかなかったです。きっと何度も読んでしっかり記き憶おくしてくれたんですよね？」

「まぁねー、受け取ったときはさすがにビックリしたけど。こんなバカな台本」

「本当に見み損そこないました……自分の暗い学校生活を誤ご魔ま化かすために、ここまでするなんて」

　オレは笑った。

「本当にそう？」

「はい？」

「ねぇ、佐さ奈なさん、確かに藍あい沢ざわさんには彼かれ氏しはいないよ。学校には面おも白しろおかしい事件もない。でも、満足した生活は送っているよ──ねぇ、一体どれだけの人に、こんなふざけた演技に付き合ってくれるクラスメイトがいると思う？」

　佐さ奈ながきょとんとした表情を浮うかべる。

「い、いや。わたしは、正直、こんなバカなことに付き合う友人は、いないです」

「でしょ？　あいつは自分の楽しい学園生活を、よりわかりやすく誇こ張ちようしただけで、すべてが噓うそじゃない。オレみたいな仲間が何人もいるんだ」

　佐さ奈なはそこでようやくオレが伝えたいことを理解したようで、目を丸くしたまま固まる。フリーズしたコンピューターみたいだ。

「ほ、本当に」佐さ奈なはつっかえながら言う。「雨あまケが崎さき先せん輩ぱいは、本当に姉さんの彼かれ氏しじゃないんですよね？」

「違ちがう。たまたま席が隣となりなだけ」

「それだけで、こんなバカなことに協力したんですか？」

「困っているみたいだったから」

「本当に、それだけで？」

「うん」

「え、えと、実は姉さんと本当に付き合いたい、という下心とか」

「……あ、それは一ミリも考えてなかった」

「う……」

　質問はそれで終わりのようで、佐さ奈なはただ目の前にある紙の束を、呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。

　次し第だいに昼休みも終わりに近づいているようだった。太陽が少しずつ傾かたむき、中庭に光が満ちてくる。

　やがて佐さ奈なは口にした。

「雨あまケが崎さき先せん輩ぱい、ありがとうございます。ちょっと姉の見方が変わりました。今日家に帰ったら、姉と話してみようと思います」

　オレは頷うなずいて、教室に戻もどる佐さ奈なの背中を見送った。







　藍あい沢ざわから電話があったのは、その日の夕方。彼かの女じよは無事、妹と仲直りすることができたらしい。もちろん佐さ奈なからかなりの説教を受けたらしいが。あんなみっともない台本を作るな、って。

　それに関しては、同情する。

　だって台本を作ったのはオレだから。

　あの台本は、喫きつ茶さ店てんの後で作成された。日ひ比び野のの言いつけ通り、オレはＩＣレコーダーを常備していた。オレは一晩かけて、録音していた自分の音声を書き出したのだ。そうすれば、あたかも、オレが大筋を記き憶おくしていたような台本ができあがる。慣れない作業と膨ぼう大だいなデータ入力は、徹てつ夜やを要したがどうしても小道具が必要だった。

《見直したよ、雨あまケが崎さきくん》藍あい沢ざわは嬉うれしそうに伝えてくる。《助かっちゃったね。悩なやみなんていつも花はな園ぞのさんにばかり相談していたからさ、雨あまケが崎さきくんが解決してくれるなんて意外だった》

　オレたちのクラスにいる悩なやみ相談の達人と呼ばれる存在の名前をあげつつ、彼かの女じよは喜んでくれた。

《でも、ちょっと意外な解決法だったよ。てっきり、わたしの性格を直せと怒おこられるかなって》

「性格なんて直せ、と言って、簡単に直るもんじゃないし、人の性格に命令できるほどオレは尊大じゃないよ。ただ、ゆっくり考えたほうがいいとは思うけど」

《うぅ、確かに、結局、佐さ奈なには見み栄えを張っちゃったからね。雨あまケが崎さきくんは、別に用意した台本を記き憶おくしたわけじゃないもんね》

「噓うそがバレたら正直に言えばいいんじゃない？　徹てつ夜やで台本を偽ぎ造ぞうする友人がいることには変わりないって」

《なるほど。けっこう気を遣つかってもらって、ありがとね》

　今日何回目かの感謝の言葉を、藍あい沢ざわは口にした。

「お礼はいいけどさ、藍あい沢ざわさんも最初から全部経けい緯い含ふくめて話してよ……誇こ張ちようだけじゃなくて、妹を励はげますため、だとか」

《えー、でもカッコ悪いじゃん。佐さ奈なが努力して合格しただけなのに『わたしが励はげましたおかげ』ってあとで主張するみたいで》

「まっとうな見み栄えも張れるんだね」

　やっぱり藍あい沢ざわを放ほうっておかなくてよかったな。

　ほがらかな声で彼かの女じよは口にする。

《本当に助かったよ、こんなに自分の本音を話すのは初めて。すっごいスッキリした。ここまで見み栄え張はりなんて、なかなか言えないからさ》

　あれだけ見み栄えにまみれて生きていれば、そうかもしれない。

　藍あい沢ざわとはそれから二言、三言、言葉を交かわしてから、オレは電話を切った。イヤホンのコードをスマホから抜ぬいて、ふぅと一息つく。

「一件落着ですよね」と目の前の席に座すわる日ひ比び野のが口にする。

　昨日と同じ喫きつ茶さ店てんだった。日ひ比び野のは、片耳につけていたイヤホンを外すとオレに渡わたす。

「これでよかったんだよね？」とオレは尋たずねる。

「なにか不満でも？」と日ひ比び野のが尋たずね返してきた。

　もちろん文句なんて一つもない。

　オレは天てん井じように向かって、身体を大きく伸のばした。腰こしや肩かたがパキパキと音を立てる。コーヒーショップではあんまり宜よろしくないマナーだったが、気にしてられなかった。

「あーぁ、なんだかどっと疲つかれた。やっぱり人の隠かくし事ごとに触ふれるって、緊きん張ちようするね」

「藍あい沢ざわさんの件は、ほとんど彼かの女じよの自白でしたけどね。秘密という程ほどでもないでしょう」

「それは、まぁ、言えてる」

　本人が隠かくしていたかった内容は、ほとんど自じ滅めつみたいな形で露ろ呈ていしたからね。

　少し気を休めたあと、オレは姿勢を正した。バイトの面接みたいに手をひざの上に置く。改めて日ひ比び野のには伝えたいことがあった。

「あのさ、日ひ比び野のさん……ありがとうね」

「なにが？」

「調査を手伝ってくれたし、アドバイスもくれたじゃん。日ひ比び野のさんの言葉がなかったら、オレ、藍あい沢ざわさんにずっと恨うらまれていたかもしれない。すっごい感謝している。あと、一回逃にげ出だしたことは、本当にごめん」

　オレは額がテーブルにつくスレスレまで頭を下げる。

「私がそうしたいからやっている行動なので、特に気にせずに」日ひ比び野のは淡たん々たんと答える。「謝罪に関しては、いつか土ど下げ座ざさせるので今は結構です」

「根には持っているんだ……」と頭をあげて呟つぶやく。

「ただ、この程度のトラブルを処理しただけで、まるですべてが解決したみたいにお礼を言われても困ります。アナタは今後も悲劇と戦わなければならない。周囲を警けい戒かいして、自らを襲おそう不運の芽を事前に摘つみ取とる必要があります。そのたびにいちいちお礼を言う気ですか？」

「う、やっぱり続くんだよね」

「えぇ。アナタの不運がいつまで続くのかはわかりません。私の感情──祭りの呪のろいが一体なんなのかも」

　彼かの女じよは自身の手のひらをじっと見つめる。

『これから破は滅めつする者に惹ひかれる』

　彼かの女じよは、それを「祭り」によるものと断言している。でも、そもそも祭りってなんだ？　お祝い事や祈いのりを建前に馬ば鹿か騒さわぎするようなものじゃないのか？

「……ですが。そう心配しないでください」彼かの女じよは手のひらをそっと閉じると諭さとすように口にした。「今後も私はアナタのそばにいる。破は滅めつなんかさせない。偽いつわりの感情とはいえ、私はアナタのことが好きなので」

　何度か口にした台詞せりふを、念を押おすように呟つぶやいて、彼かの女じよはオレを見た。

　これからオレになにが起こるのか、想像もできない。

　けれど、どうやらオレは『死神』と呼ばれる少女とコンビを組むしかないみたいだ。

　オレは日ひ比び野のとともにクラスメイトの秘密を暴あばいていく。







　ちなみに、のお話。

　日ひ比び野の明あ日す香かからの逃とう亡ぼう生活を終えて、オレは再びゆったりライフに戻もどっていた。遅ち刻こくギリギリに学校に行くことはないし、休み時間に図書室に逃にげない。けれども、昼休みの自じ販はん機きでジュースを買う習慣だけは残ってしまった。贅ぜい沢たくすると人間ダメになるな、と思ってしまっても、つい来てしまう。

　オレは自じ販はん機きの目の前で数秒考えたあと、飲む寒天ゼリーのボタンを押おした。けっこう好きなのだ、この葡ぶ萄どう味あじが。

　すると、すぐに表示される「売切」の文字。

　よかったぁ最後の一本、と安心して立ち去ると、横で「あ……」と小さな呻うめき声がある。

　いつもなら、無視していた。こんな些さ細さいなこと。

　嫌いやな予感さえしなければ。

　振ふり向むくと、藍あい沢ざわ香か織おり、だけでなく、藍あい沢ざわ佐さ奈なまでが自じ販はん機きの目の前で固まっていた。そして、姉妹しまい揃そろって、オレに憎にく々にくしげな視線を向けてくる。

「もしかして、これ、狙ねらってた？」とオレは、寒天ゼリーを掲かかげる。

　藍あい沢ざわ姉妹しまいは同時に頷うなずいた。息ピッタリ。

　オレは迷うことなく「どうぞ」と藍あい沢ざわに紙パックを渡わたした。

「わたしは要いらない」と藍あい沢ざわの姉の方が答える。「佐さ奈なにあげて」

「う、うん」

　オレは藍あい沢ざわの妹に、商品を渡わたす。佐さ奈なは代わりにオレへ代金を支し払はらった。その光景を藍あい沢ざわ香か織おりは満足そうに見て、頷うなずいた。

「うん、その殊しゆ勝しような行動に免めんじて、今までのことは水に流します。貸し借りゼロでいきましょう」

「おう、ありがと」

「じゃあね、雨あまケが崎さきくん。佐さ奈な。わたしは用事思い出したから行くね」

「なんだよ、突とつ然ぜんに。用事ってなんだよ」

「え、えと……わたし、実は生徒会から頼たよりにされている腕うで利ききエージェントだから」

「よくそんな雑な見み栄えを今まで秘密にしてこれたね！」

　妹でなくとも一いつ瞬しゆんで見み抜ぬけるレベルの見み栄えじゃないか。

「本当だからね！」と藍あい沢ざわは怒ど鳴なる。

「エージェントの和訳は？」

「殺し屋？　じゃ、じゃあ正解したから行くね」

「うん、頑がん張ばってね。仲ちゆう介かい人にん」

　頑かたくなに見み栄えを認めずに、藍あい沢ざわは走り去っていく。おそらく別の自動販はん売ばい機きを探しに行ったのだろう。よっぽど寒天ゼリーを飲みたかったのか。

「まぁ妹に譲ゆずるのも、立派な見み栄えだよな」とオレは後ろ姿を見て呟つぶやいた。

　藍あい沢ざわ佐さ奈なは隣となりで首を横に振ふる。

「違ちがいますよ、雨あまケが崎さき先せん輩ぱいから逃にげたかっただけです」

　なんでだ、と思ったところで、オレは気づいた。空を仰あおぐ。

　やられた。

　日ひ比び野のの言う通りだ。オレは他人の秘密を暴あばかないと、悲劇はやってくる。彼かの女じよの狡こう猾かつさを知らなかった。けれど、次に藍あい沢ざわと会うときは、もっと警けい戒かいしなければ。

　オレは、貸し借りゼロで、と微笑ほほえんだ藍あい沢ざわの顔を思い出した。

「雨あまケが崎さき先せん輩ぱい」佐さ奈なは言う。「喫きつ茶さ店てんのお金、姉から受け取りました？」

　チクショウ。

　オレは六百九十円を回収する機会を失い、破産という悲劇に近づいた。







[image: #3　昇降口の距離感]










　日ひ比び野の明あ日す香かが自身の呪のろいを悟さとったのは、七年前のこと。

　とある大きな祭りで、彼かの女じよは迷子になったらしい。七年前というと、彼かの女じよが小学五年生という年ねん齢れいになる。迷子になったところで泣き喚わめく年ではないが、知らない土地に一人でいるのは心細いことには変わりない。どうしたものか、と彼かの女じよが悩なやんでいると、一人の女性に声をかけられた。

　その女性を見た瞬しゆん間かん、彼かの女じよはなぜだか彼かの女じよに惹ひかれた。まるで生き別れた姉にでも会ったかのような運命的な衝しよう撃げきだったという。

　そのあと、女性は日ひ比び野のを駅の交番まで送ってくれた。目的地までの道中に、大きなりんご飴あめ、アニメ映画のお面、ピンク色の綿わた菓が子しまで買ってくれ、日ひ比び野のはすっかりその女性に心しん酔すいしてしまったという。

　日ひ比び野のがその女性を再び見たのは、翌日のニュース番組の中だった。彼かの女じよは、そこで女性が悲劇に見み舞まわれたことを知った。彼かの女じよは三日間放心したが、不思議な確信があった。あの祭りの日、なにかが自分のなかで変わってしまったこと。言葉ではとても表現できないが、自分の人生が決定的に変容した。

　それが、日ひ比び野の明あ日す香かと呪のろいの出会いだった。

　最初はただの不運と捉とらえていた彼かの女じよであったが、似たような偶ぐう然ぜんが積み重なっていく。学校の先せん輩ぱい、後こう輩はい、あるいは、道でみかけた見知らぬ他人まで、突とつ然ぜんに心が強く動く瞬しゆん間かんに出会う。直感的に「この人のそばにいたい、いや、いなければ」と考えてしまう。囚とらわれる。けれど、日ひ比び野のが好いた相手は例外なく破は滅めつを迎むかえる。過去の友人から復ふく讐しゆうされる、詐さ欺ぎに遭あい多額の金を騙だまし取とられ、人間不信に陥おちいる。時には目の前で車に撥はねられることさえあった。五人目の悲劇を迎むかえて、ようやく彼かの女じよは呪のろいの存在を確信し、積極的に動き始める。日ひ比び野のが好意を抱いだいて悲劇が発生するまで遅おそくて半年、早くて二時間。それまでに対象の不幸となる要因を探して潰つぶしていったらどうか。あるいは、自分自身が一いつ切さい関かん与よせずに対象から逃にげてはどうか。

　けれども、彼かの女じよは一回たりとも、好きになった相手の悲劇を防げなかった。七人目の相手は、傷害の冤えん罪ざいを着せられ部屋から一歩も出られなくなった。八人目は大罪人と勘かん違ちがいして、無実であるはずの相手を襲おそってしまう。

　いつの日にか、日ひ比び野の明あ日す香かは『死神』と呼ばれるようになっていた。

　そして、高校三年目の春、日ひ比び野の明あ日す香かはオレ──雨あまケが崎さき誠せい也やに、今までの呪のろいで最も強い衝しよう動どうを受ける。一ひと目め惚ぼれ、つまりは、初はつ恋こいをした。

「以上が、私の自己紹しよう介かいです」

　天文学部の部室での会話だった。

　放課後は、天文学部の部室に毎日来るよう日ひ比び野のから命令されていた。他の部員に見られやしないかと心配したが、日ひ比び野の明あ日す香か以外に天文学部はいないらしい。というより、そもそも天文学部という部活動はこの学校には存在しないそうだ。確かに学校案内を見れば、そんな部活は存在しない。物置になっていた元部室を乗っ取り、扉とびらに『天文学部』と書いた紙を一枚貼はっただけ。不法占せん拠きよだ。誰だれかが気づきそうなものだが、日ひ比び野のいわく一年前から過ごしているが、誰だれにも注意をされたことはないらしい。

　六畳じようほどしかない小さな部屋で、オレと日ひ比び野のは各おの々おの椅い子すに座すわって、向かい合っている。

　日ひ比び野のは手にしていた水すい筒とうからお茶をカップに注いで一口飲んだ。

「なにか私に関して、質問はありますか？　遠えん慮りよせずにどうぞ」

　想像を絶するような内容に言葉を失ったが、彼かの女じよの口調は冷静だった。税金の説明をしてくれる市役所の職員のように。

　彼かの女じよはなにもオレに同情してほしいわけではないようだ。むしろ、それを望まないから、淡たん々たんと語ったようで、オレはゆっくり息をはいて、気持ちを整理してから伝える。

「日ひ比び野のさんの呪のろいを解く方法には心当たりがある？　不幸を避さける以前に、そもそもの根源を消す方法」

「私も探しています。日本中の祭りをまわって、そのヒントがないか」

　それで彼かの女じよは稲いな祭まつりの会場にいたらしい。

　彼かの女じよは、ただ、とつけくわえて説明を続ける。

「あくまで、この呪のろいは『これから不幸になる人を私は好きになる』だけ。私の呪のろいが解けても、それでアナタの悲劇が回かい避ひできるかは疑問、というのが正直な見解です」

　うーん、そんな都合の良いい方法はないらしい。まだ実感はないが、どうやら本当に危機的状じよう況きように立たされているようだ。最も長くて半年の期間があるらしいが、オレがどこまで生き延びることができるかどうか。せめて命だけは望むが。

「あ、そうだ。もう一個、ずっと気になっていることがあるんだ」

　気分が落おち込こみそうなので、ちょっと話題を変えてみることにした。

　躊ちゆう躇ちよする心を奮い立たせて尋たずねてみる。

「えぇと、日ひ比び野のさんはオレのこと、嫌きらいなの？　時々、毒を吐はくよね。なにか嫌きらわれることしたかな？」

「まさか。偽いつわりの感情とはいえ、アナタのことは大好きですよ」即そく答とうしてから、オレを嫌いやそうに睨にらむ。「……と、私に純じゆん情じよう乙女おとめのような気色悪い演技を強しいて、アナタは満足ですか？」

「めっちゃ不ふ愉ゆ快かいそうじゃん」

「アナタは悪くないので、気にしないでください。ただ、まったく知らない人を呪のろいで好きになるストレスを想像してもらえれば納なつ得とくいくと思います」

　遠まわしに、お前みたいな凡ぼん人じんに恋こいした事実が気に食わない、と言われた気がするが、これ以上は考えないことにする。心が折れそうだ。

「それに、アナタだけではなく、私はもともと三年六組クラスメイト全員が嫌きらいですから」

　三年六組はオレがいるクラス。

　日ひ比び野のがちょっと意外な事実を口にした。それが、稲いな祭まつりの誘さそいに返事もせずに、個人で参加した理由だろうか？

「えー、割といい人たちだよ？　みんな仲良し、なんてお気楽な言葉は使わないけどさ、とにかく平和だしね」

「見解に相そう違いがありますね」

「クラスに馴な染じめていない僻ひがみ……じゃ、なさそうだね」

　一いつ瞬しゆん頭をよぎった回答だが、彼かの女じよの目が細まるのを見て、あわてて引ひっ込こめる。

「もしかしたら、私の神経が過か敏びんなだけかもしれませんね」そこで日ひ比び野のは席を立った。「今日はアナタが眠ねむそうなのでもう解散しましょうか」

　自分の眠ねむ気けを見み抜ぬかれて、恥はずかしくなった。藍あい沢ざわの件で徹てつ夜やをしたため、リズムが乱れがち。

「今日はありがとうね、日ひ比び野のさん、勉強になったよ」

「いえ、本来、もっと早く伝えるべき情報でしたので」

「う、いや、逃にげたことは本当に後こう悔かいしているって。ごめんなさい」

「そういった意図の発言ではないのですが……とにかく、忘れないでください。身の回りに細心の注意を払はらうこと。些さ細さいなことにアナタを追おい詰つめる要因があると思ってください」

「うん」

「私も気を付けますが、さすがに本人を上回れるとは思いません。偽いつわりの恋れん愛あい感情は認めますが、葛かつ藤とうもまたあります。アナタのすべてを把は握あくできるわけじゃありません。持ち物一つまで記き憶おくできるほど、アナタのことを好きではないことを肝きもに銘めいじてください」

「わかった」

「断じて、大きな好意ではありませんから」

「強調しなくていいから」

　そう日ひ比び野のは念を押おすように忠告してくれて、天文学部（非ひ公こう認にん）の部室から出ていった。オレは彼かの女じよの去っていく背中に続かず、パイプ椅い子すに座すわったまま見送った。オレと日ひ比び野のは一いつ緒しよには帰らないことに決めている。誰だれかに見つかるのを避さけるためだ。彼かの女じよとオレが行動を共にしていることがバレれば、それだけでオレの人間関係に悪い影えい響きようを与あたえかねない。それもなにか間ま違ちがっていると思わないでもないが。

　彼かの女じよが去っていった五分後、オレもまた天文学部の部室を出て、昇しよう降こう口ぐちに向かった。

　だが、そこで意外なことに、すぐに日ひ比び野のと再会してしまった。せっかく時間をずらしたのに。

　彼かの女じよはオレの靴くつ箱ばこの前で固まっていた。幸い、周囲に人ひと影かげはない。

「日ひ比び野のさん？」

「雨あまケが崎さきさん、アナタの靴くつ箱ばこを見てください。大変です」

　見たが、特に変わったことはない。

　金属製の扉とびらに、オレの学がく籍せき番号が振ふられているだけ。

「どうしたの？」

「アナタの靴くつ箱ばこの扉とびらが、朝より三ミリほど、へこんでいます……」

「…………」

　もしかして、日ひ比び野のはオレのことを無茶苦茶好きなんじゃないか？

　決して口にはしないが、そんなことを考えてしまった。







　高校三年生の四月は、いろんな意味で微び妙みような時期だ。

　真ま水みず高校は進学校だから、ほとんどの生徒が大学受験の道を選ぶ。三年の始業式で、学年主任から受験についての心構えを説かれ、今までテスト一週間前以外に勉強なんてしていない生徒も次し第だいに、その重い腰こしをあげ始める。ここで重要なのは、あくまで、あげ始めるだけということ。本格的に始める人間は、そう多いわけじゃない。夏休みからでいいかと楽観的に捉とらえる者、最後の部活の公式戦に集中する者もしっかりいて、教室全体が焦あせりとかお気楽とかが交じり合う不思議な空間ができあがる。昼休み必死に英単語帳を捲めくる生徒と、トランプに興じる生徒には、今まで以上の温度差があった。

　川かわ越ごえのいるグループがポーカーの札に歓かん声せいをあげる横で、うるさそうに眉まゆをひそめて学がく習しゆう塾じゆくの参考書を睨にらむ女子生徒がいて、少し離はなれた場所では、教室のコンセントをめぐってスマホを充じゆう電でんしたい男子と、ヘアーアイロンを使いたい女子が言い争っている。オープンキャンパスのパンフレットを広げる女子グループの横では、アイドルのライブツアーの日程を広げた男子グループがいる。『遊ぶ』『部活』『恋れん愛あい』の三つの選せん択たく肢ししかなかった教室に、突とつ如じよ『受験勉強』という隠かくしコマンドが台頭してきたのだ。

　オレもまだ受験勉強は始めていない。授業をいつもより必死に聞く程度。昼休みもたまたま近くにいた男子生徒と意味もない雑談を交かわすだけだった。オレには親友といえる人間はいないが、大たい抵てい会話する相手は決まっている。最近ネットで発見したハプニング動画を見せ合って、笑っていた。

『沼ぬま井い夏音かのんについて調べてください』と日ひ比び野のから連れん絡らくがあったのは、そんなとき。

　オレはそのＳＮＳの通知を見るなり、教室から離はなれて、彼かの女じよに電話を掛かける。

「沼ぬま井いって誰だれ？」オレは繫つながった瞬しゆん間かんに尋たずねた。

《昨日アナタの靴くつ箱ばこの扉とびらを殴なぐったと思われる人ですよ。右手に包帯をつけていました》

　聞けば、オレの扉とびらの凹へこみを発見したあと、彼かの女じよは手を怪け我がした生徒を捜そう索さくしていたらしい。特に真新しい包帯をつけた生徒を。それで見つけたのが沼ぬま井い夏音かのんという生徒だそうだ。可愛かわいい名前だが、男子生徒らしい。二年生だから、一個下の後こう輩はいだ。

「やっぱりアレは誰だれかが殴なぐった跡あとなんだ」

《えぇ、幸い、アナタが靴くつ箱ばこを開けた瞬しゆん間かんに、天てん井じようから砲ほう丸がんが落下してくる仕し掛かけをとりつけた跡あとではないようです》

「オレを狙ねらうなら、もっと普ふ通つうに殺して欲ほしいなぁ」

《沼ぬま井い夏音かのんという名前に聞き覚えはありますか？》

「いや、オレの後こう輩はいなんてボラ部以外に知らないし……そもそも怪け我がだけで、沼ぬま井い君とやらを犯人にするには強ごう引いんじゃない？」

《念のための確かく認にんですよ。アナタの靴くつ箱ばこを思わず殴なぐってしまうくらい恨うらみを抱いだかれていないか》

　そのあと、日ひ比び野のはオレに沼ぬま井いについての情報を細やかに教えてくれた。野球部で、整備委員で、二年二組の理系クラス。どうにも接点が思い当たらない。

　オレは日ひ比び野のとの電話を打ち切ると、先ほどまで雑談していたクラスメイトのところまで戻もどることにした。

「沼ぬま井い夏音かのんって後こう輩はい知ってる？」

　さっそく聞いてみた。当然不思議そうな顔をされたので、

「オレのお婆ばあちゃんが、そう名乗る生徒に駅前で助けてもらったんだって。荷物をもってくれたらしい。そのお礼をしたいらしくて」

　とでっち上げる。

　クラスメイトの反応は意外だった。

「逆にお前知らないの？」と不思議そうに尋たずね返してくる。

「どういうこと？」

「最近、ちょい話題になったんだぞ。岩いわ泉いずみをストーカーしたって」

　そこでチャイムが鳴って、この話はお預けという形になった。







　岩いわ泉いずみ真ま矢やは、オレと同じクラスの女子。つり目気味で、常に賑にぎやかなグループで笑っているようなイメージ。日ひ陰かげ者ものに近いオレとは接点がない。たしか女子テニス部だったと思うが、それさえ確証がない。岩いわ泉いずみに直接話しかけることは躊躇ためらわれるので、彼かの女じよの友人を昇しよう降こう口ぐちで待まち伏ぶせして声をかけた。

　自分の靴くつ箱ばこを指差して、困ったように眉まゆをひそめて見せる。

「実は、今朝、靴くつ箱ばこが凹へこんでいることに気がついてさ」

「あー、確かに誰だれかに殴なぐられているっぽいね。雨あまケが崎さきの言うとおり、沼ぬま井いだと思うよ。アイツめっちゃ怒おこっていたから」と岩いわ泉いずみの友人は笑った。

「雨あまケが崎さきの位置、殴なぐりやすいもんね。ちょうどガンちゃんの真上だしね」

　ガンちゃんって誰だれだ、と思ったら、岩いわ泉いずみのことらしい。「岩ガン」ちゃん。

　彼かの女じよの靴くつ箱ばこは、ちょうどオレの靴くつ箱ばこの真下にある。出席番号の並びの関係で「あまがさき」の次は「いわいずみ」なのだ。

「ストーカーって聞いたけど、なんか大変だったみたいだね」

「んー、まぁ、本人はそうだったかもねー。毎日、靴くつ箱ばこに手紙が届いたんだって。『愛してる』って。キモくない？　しかも、放課後や早朝にこっそりじゃなく、堂々と昼間に靴くつ箱ばこに投とう函かんするの」

「こわっ」

「ガンちゃんが『やめてください』って手紙を靴くつ箱ばこに残しても、毎日毎日届いたらしいよ。画像あるよ、見る？」

「見たい。送って」

「雨あまケが崎さき、趣しゆ味み悪っ」

　傷つくことを言って、彼かの女じよはオレに二枚ほど画像を送ってくれた。それぞれＡ４用紙が写されている。並ぶ愛のメッセージと、気色の悪い真っ赤な×マーク。

　こんなもの一枚でも送られるだけで吐はきそうになりそうだ。

「でも……撃げき退たいされたんだよね？」と尋たずねる。

「うんうん、手紙見て青ざめるガンちゃんを、ちょうど通りかかった男子が見かけてね。皆みなでとっちめようぜって盛り上がって、昼休みに待まち伏ぶせしてね。痛快だったよ。お金仕し込こんで泥どろ棒ぼうにでっち上げて散々に脅おどして終わり。沼ぬま井い、ちょっと逆上してたから、そのあとで、靴くつ箱ばこでも殴なぐったんじゃない？」

　そりゃ昼休みに手紙を投とう函かんしていれば、簡単に撃げき退たいできそうだ。どうやら沼ぬま井いというやつは頭が良いいわけじゃないらしい。

　少なくともオレの靴くつ箱ばこへの被ひ害がいも、八つ当たりということで良さそうだ。安心。

　オレが胸を撫なで下おろしていると。先ほどまで話していた子の表情がパッと華はなやいだ。

「ガンちゃん、ちょうどいいとこに」

　オレが振ふり向むくと、そこには岩いわ泉いずみの姿があった。スポーツバッグを肩かたに背負って、オレを睨にらんでいる。不気味さを感じさせる日ひ比び野のと別の方向性で、目力が強い彼かの女じよに萎い縮しゆくしてしまう。

「ちょうどいいとこ？」と岩いわ泉いずみは尋たずねてくる。

「なんか、雨あまケが崎さきの靴くつ箱ばこが凹へこんでいるんだって。それで沼ぬま井いの仕し業わざじゃないかって」

「あー、ちょっと凹へこんでるね。よく気づいたね、こんなの。なんか壊こわれたの？　ごめん、それ、ワタシの仕し業わざだ」

　岩いわ泉いずみは、オレの靴くつ箱ばこの表面を撫なでると、すぐにそう口にした。

「昨日、超ちよう慌あわてて、自分のスリッパ取り出すとき、思いっきり頭ぶつけたわ。たぶん、それ」

　そう説明しながら、思い出すように自身の額を擦さすった。横で先ほどまで話していた女子が「ガンちゃん、石頭すぎ」と笑う。

「なんにも壊こわれてないよ」とオレは慌あわてて釈しやく明めいする。「ただ気になって」

「雨あまケが崎さきって神経質なんだね……本当にそれだけ？」

　そこで岩いわ泉いずみの目が細められた。

「う、うん」

「そ。なら、あんまり詮せん索さくしないでよ。でも、扉とびら凹へこましたことは、すまんかったね。じゃ、ワタシ、部活行くわ」

　そう岩いわ泉いずみはオレに手を振ふると、走るようにして昇しよう降こう口ぐちから出ていった。

　オレは彼かの女じよたちから離はなれると、ポケットにしまっていたスマホを取り出した。当然、通話中と表示されている。

　オレは日ひ比び野のに「大だい丈じよう夫ぶ、オレと関係なさそう。オレが恨うらまれる理由がない」と伝える。

　そして、オレは天文学部の部室に身体を向けると、目の前から「あ、そうだ」と声が聞こえた。顔を上げると、そこには、岩いわ泉いずみの姿があった。戻もどってきたらしい。

「雨あまケが崎さき、ちょっと来てくれない？」

　なに、とオレが返事をすると、彼かの女じよは「運ぶの手伝ってほしいものがあるんだ」と口にしてすでに歩きだしていた。

　オレは仕方なく靴くつに履はき替かえて、彼かの女じよの後を追う。

　岩いわ泉いずみの横に並んでも、彼かの女じよはなにも言わなかった。二人並んでいるのに、どちらも無言というのはちょっと気まずい。オレは彼かの女じよが背負っているラケットケースを見ながら声をかける。

「岩いわ泉いずみさんも、そろそろ最後の大会？　わざわざラケット持ち帰って自主練？」

　四月も終わりになると、運動部は次し第だいに、最後のインターハイに向けての活動が始まっていくのだ。まだ引退していない運動部員たちは、放課後のチャイムと共に駆かけ出だしていく。

「まぁね。どうせワタシらの実力じゃ、県大会にもいけないだろうけど」

「悲観的だね。でも、目標くらいはあるんでしょ？」

「うーん、ワタシよりテニスが好きな相手に負けることだな」

　二回戦突とつ破ぱや団体戦のスタメン入りくらいを予想していたオレは虚きよを突つかれた思いだった。

「負けること？」

「そ。ワタシ、本気で打うち込こんでいる人はすげー尊敬するからさ。そういう相手に負けて、ひとしきり泣いて握あく手しゆしたあと、リストバンド渡わたして、会場をあとにしたい。その相手ができるだけ勝ち進んでいてくれると、なお良し」

「随ずい分ぶんとドラマチックだね」

「いやいや、全国大多数の中ちゆう堅けん以下の運動部員の願望でしょ……でも、そんな人に巡めぐり合あうには……目標に到とう達たつするには、少なくとも一回戦じゃ負けられないよなぁ。頑がん張ばらないと」

　岩いわ泉いずみはその場で小さくステップを踏ふむと、フォアハンドでの素す振ぶりを行った。自分の口で効果音もつける。

　文化部だったオレにはピンとこない台詞せりふだが、活いき活いきと語る岩いわ泉いずみの顔つきは爽さわやかだった。

　岩いわ泉いずみと話しているうちに、女子テニス部の部室の前を通り過ぎてしまった。部ぶ室しつ棟とうの裏にまわる。部ぶ室しつ棟とうの裏には、すぐ二階建ての駐ちゆう輪りん場じようがある。その隙すき間まの細い通路を岩いわ泉いずみは進んでいった。

　無人の暗がりを見て、さすがに不安になった。

「で、一体なんの用──」

　オレが尋たずねるよりも前に、岩いわ泉いずみはオレの胸むな倉ぐらに腕うでを伸のばしてきた。振ふり払はらうまもなく、引っ張られて駐ちゆう輪りん場じようの壁かべにたたきつけられる。

　呼吸が止まった。

　目の前には、獣けもののような荒あらい息を吐はく岩いわ泉いずみの姿があった。

「やっぱり雨あまケが崎さき、気づいているのか？」彼かの女じよは口にした。「正直、一番警けい戒かいしていた……お前なら何かの拍ひよう子しに気づくかもって。口封じしなきゃって」

　二言目は、独り言のような口調だったが、聞き取れた。物ぶつ騒そうだ。オレは力強く握にぎってくる彼かの女じよの腕うでを摑つかんだ。

「なんだよ、いきなり……オレはなにも知らないよ、本当に」

「じゃあ、あんな小さな靴くつ箱ばこの凹へこみが気になっただけ？」

「そうだよ」

　信じてくれるとは正直、思えなかったが、そう答えるしかない。

　岩いわ泉いずみの腕うでの力が弱まった。

「……本当に？」

「うん」

「何も知らないって誓ちかえる？」

「誓ちかう。神にでも、なんにでも」

　そこで岩いわ泉いずみはほっと息を吐はいて「なら、いいか」オレから腕うでを離はなした。

　オレは襟えり元もとを何度もなぞる。なんだかドッと汗あせがでてきた。

「ごめんね、雨あまケが崎さき。ワタシが過か敏びんだったかも」

　かも、じゃないよ。

　オレはとにかくなにか質問しようとしたが、それより前に岩いわ泉いずみが口にする。

「悪かったよ。とりあえず、雨あまケが崎さきの言葉は信じてあげる。でも、これ以上踏ふみ込こんできたら許さないから」

「……そう」

「あの凹へこみはワタシが頭をぶつけただけ。なにか文句があるならワタシに言って。余計な詮せん索さくはしないで」

　岩いわ泉いずみは去り際に、オレの背中を強く叩たたいた。埃ほこりを払はらってくれたのか、さらなる牽けん制せいのためかは、見当がつかない。

　オレはその場に座すわり込こんだ。本当にオレは呪のろわれているのかもしれない。なにもしてないのに、静かに追おい詰つめられている。

　軋きしむような痛みが頭に響ひびく。警けい鐘しようのような音が鳴なり響ひびく。オレは右手で額を押おさえて、大きなため息をついた。

　とりあえず判明したことは二つある。

『正直、一番警けい戒かいしていた……お前なら何かの拍ひよう子しに気づくかもって。口封じしなきゃって』

　事件と自分は、なにかしらの接点があったこと。

　いつの間にか、岩いわ泉いずみから敵視されていたこと。

「お祓はらいでもしてもらおうかなぁ」とオレは一人呟つぶやいた。







「今日も誰だれかに恨うらまれていますね」と目を合わせるなり、日ひ比び野のから告げられた。彼かの女じよはパイプ椅い子すに座すわって、右手の指先に何かを乗せている。バスケットボールを回すような動作で、鉄板のようなものを高速で回転させている。

　オレが日ひ比び野のの元に近づくと、彼かの女じよはその鉄板の回転を止め、それを差し出してきた。静止してみれば、さっきまで見ていた靴くつ箱ばこの扉とびらだ。二十センチ四方くらいの金属の板。どうやら日ひ比び野のはそれを一つ取り外してきたらしい。

「さぁ、まずは頭ず突つきを」

「は？」

　オレが受けとると、日ひ比び野のはそう告げてきた。固まっていると、オレが手にした靴くつ箱ばこの扉とびらをコンコンと指先で叩たたく。

「頭ず突つきで凹へこませてみてください。靴くつ箱ばこの扉とびらを」

　オレは改めて、その存在を観察した。当たり前だが、小さな鉄板より、大きな鉄板の方が凹へこみやすい。靴くつ箱ばこの扉とびらはそう簡単に凹へこむようなサイズではなかった。

「痛そうだな……少なくとも流血する」

「試ためしてから言ってください」

「鬼おにか！」

「仕方ないですね。では、雨あまケが崎さきさんはそこに棒立ちになっていただき、私がこの板の角で殴なぐれば……」

「角を指定した理由を言え！」

　オレから扉とびらを奪うばって振ふりかぶる日ひ比び野のから、慌あわてて距きよ離りをとった。

　日ひ比び野のはなぜか残念そうに舌打ちして、靴くつ箱ばこの扉とびらから手を離はなした。

「とにかく、頭ず突つきで凹へこませるには無理でしょうね。なぜか岩いわ泉いずみさんは、沼ぬま井い君を庇かばっている。不思議なことに」

「庇かばった？」

「そうでしょう。彼かの女じよの理想の回答は『わからない』のはずなんです。仮に昨日頭をぶつけたとしても、それで凹へこむとは到とう底てい思えないですしね」

　オレは頷うなずいた。岩いわ泉いずみは、オレの持ち物がなにか壊こわれたことを想定しつつ、自分がやったことを申し出た。沼ぬま井いを庇かばったかどうかはともかく、不自然な応答だ。

「そして、もう一つ。結局、なぜ沼ぬま井い君はラブレターを昼休みに投とう函かんしたのか？」

　日ひ比び野のは二本の指を立てた。

「もし、雨あまケが崎さきさんが私にストーカーするなら、いつ投とう函かんします？」

　なんで『私に』と限定してきたのか知らないが、オレはサングラスとマスクをつけて、ストーキングを行う変質者を想像した。

「少なくとも、昼休みや放課後直後に、昇しよう降こう口ぐちに仕し掛かけないと思う。目立つしね。そもそも靴くつ箱ばこじゃなくて、家のポストにいれるとか……」

「ストーカーに一定の理性を求めるなら、同感です。現に、すぐ見つかって、撃げき退たいされましたしね。不自然なんですよ、すべて」

「日ひ比び野のさんは、オレの靴くつ箱ばこが凹へこんだ原因が別だと思うの」

　彼かの女じよは首を横に振ふった。

「いや、それは八つ当たりだと思っています。沼ぬま井い君の傷からして」

「あ、そうなんだ」

「ただ、問題は不運なことに、岩いわ泉いずみさんから雨あまケが崎さきさんが警けい戒かいされていたことですね。警けい戒かいというより、ほとんど敵視に近い。要いらぬ禍か根こんはさっさと解消しないと、次の不幸に繫つながりかねません」

　オレは椅い子すに座すわりつつ、額を押おさえた。

　そうなんだよなぁ、と悲しむ。またオレの与あずかり知らないところで、クラスメイトの怒いかりを買っているんだよ。

「あー、でもさ、日ひ比び野のさん。もう調査はやめたほうがいいんじゃないかなぁ」

「どうしてです？」

　どうしてって……。岩いわ泉いずみとの会話は日ひ比び野のも聞いていただろうに。

「だって、思いっきり岩いわ泉いずみさんから脅おどされたよ。人の事情に踏ふみ込こむなって」

「関わらなかったら、状じよう況きようは好転しませんよ。今回は藍あい沢ざわさんのときとは事情が違ちがいます」

　彼かの女じよはそう言い放つ。

「岩いわ泉いずみさんは、今後もアナタが秘密に気づいてやしないか警けい戒かいし続けるでしょう。アナタは、なにも知らないことを証明する手段はなく、彼かの女じよと気まずい関係で居続けるだけです。更さらなるトラブルの火種になりかねません。岩いわ泉いずみさんが、疑わしきものをラケットに仕込んだナイフで闇やみ討うちする悪の人間かもしれませんしね」

「もし、そうなら余計逃にげたい」

「でも調べるしかないんですよ。全部秘密を暴あばいた上で『それでも岩いわ泉いずみさんの味方だよ』と伝えてあげるべきです。とにかく手は一つ」

　オレがすぐに答えられないでいると、彼かの女じよは口にする。

「全部調べ尽つくして、かつ、岩いわ泉いずみさんを納なつ得とくさせる」

　日ひ比び野のらしい攻せめの姿勢だった。

　あまり乗り気にはなれない。誰だれにだって触ふれて欲ほしくない事こと柄がらはあるだろう。けれども、日ひ比び野のの強い言葉を聞くに、どうやら自分は彼かの女じよの事情に踏ふみ込こむしかないようだ。

　そこで彼かの女じよはホワイトボード用のペンを手に取った。

「では、一いつ旦たん情報を整理しましょうか」







　クラスメイトたちから聞いた話をまとめる。

　まず、岩いわ泉いずみに手紙が届き始めたのは、四月の中ちゆう旬じゆん頃ごろから。岩いわ泉いずみが放課後部活に出で掛かけるときに、きまって手紙はあった。沼ぬま井いは、昼休みか、休み時間の合間に岩いわ泉いずみの靴くつ箱ばこに投とう函かんしているらしい。

　そして、この間、岩いわ泉いずみは【もうやめてください】と書いた手紙を、自身の靴くつ箱ばこに入れ返していたらしい。

　そして、今週の月曜日。今日から二日前、クラスメイトが岩いわ泉いずみの様子がおかしいことに気がつき、彼かの女じよの靴くつ箱ばこに投とう函かんする手紙を発見する。

　その際、クラスメイトが見た手紙は、オレも入手している。文面は短め。

『また突とつ然ぜんのお手紙を送って、ごめん。キミはきっと今日も忙いそがしく部活で汗あせを流しているのに、わざわざこの文章を読んでくれてありがとう。何度も書いていますが、キミのことが好きです。本当に好きです。愛いとおしくて仕方がありません。もしキミと付き合えて、毎日一いつ緒しよに登下校できたのなら、これ以上の喜びはないです。返事をください。でも無視しないでください。待っています』

　その文章を囲むように、赤いインクで『自惚うぬぼれるな』『×』といった文言と共に、血文字みたいに塗ぬりつぶされている。

　火曜日、義ぎ憤ふんに駆かられた周囲のクラスメイトは、岩いわ泉いずみのためにストーカーの撃げき退たいにとりかかる。詳しよう細さいまでは聞いていないが、泥どろ棒ぼうの冤えん罪ざいを擦なすり付つけるという手法をとったあと、散々に脅おどしたらしい。そして、ストーカー撃げき退たい（？）に成功する。

　ついでに、その後、逆上した沼ぬま井いが靴くつ箱ばこを殴なぐって（？）、　たまたま岩いわ泉いずみの靴くつ箱ばこの真上にあったオレの靴くつ箱ばこの扉とびらが凹へこんだらしい。

　確かに、こうして見ると、沼ぬま井いが結局なにをしたかったのか、ピンとこない。

　なぜ『やめてくれ』と言われても続けるストーカーが、目立つ昼休みに現れるのか？　他の人間に見つかるかもしれないのに。

　捕つかまることが目的なのか、と勘かん違ちがいしてしまうくらい意味が不明だ。

　沼ぬま井いの狙ねらいがさっぱりわからない。そして、岩いわ泉いずみが隠かくしている理由も不明だ。

　ただ、その隠かくし事ごとによって、オレを岩いわ泉いずみが強く警けい戒かいしている。岩いわ泉いずみから余計な敵意を買わないためには、どうやらその隠かくし事ごとを暴あばき、かつ、自身に岩いわ泉いずみの敵ではないこと説明する必要がありそうだ。







　日ひ比び野のと解散したあと、オレは帰かえり際ぎわに、現場である靴くつ箱ばこに立ち寄った。オレの靴くつがあるから当然なのだが、その靴くつ箱ばこの真下にある岩いわ泉いずみの靴くつ箱ばこを確かく認にんするためである。

　彼かの女じよはなにを隠かくしたかったのだろう？

　オレが一番気づくかも、と岩いわ泉いずみは思った？　確かに、彼かの女じよの靴くつ箱ばこは、オレが一番よく見るかもしれない。オレの靴くつ箱ばこは上から二つ目、彼かの女じよは三つ目。自分の靴くつを取ろうとすると、彼かの女じよの靴くつ箱ばこがちょうど目線の少し下くらいの高さになる。

　岩いわ泉いずみ、あるいは、沼ぬま井いが、靴くつ箱ばこになにかしらの細工をしたのかもしれない。

　たとえば、靴くつ箱ばこを開けることが目的だった、というのはどうだろう？　開けてラブレターを仕し込こむと見せかけて、細工を施ほどこす。細工ってなんだ？　カメラ？　針？　やっぱり砲ほう丸がんが降ふってくる？　オレは天てん井じようを見上げた。うぅむ、なんだか違ちがう気がするなぁ。

　オレはこっそり岩いわ泉いずみの靴くつ箱ばこを開けてみたが、そこにあるのは彼かの女じよのスリッパだけ。側面などに仕し掛かけらしきものはない。じゃあ別の目的か？　扉とびらの裏には、情報通り、彼かの女じよの手紙が貼はられている。『もうやめてください』と。ストーカーに宛あてたメッセージのはずだ。見落とすわけがない。

　オレは顔を上げて、靴くつ箱ばこの配列を確かく認にんする。出席番号３番の『岩いわ泉いずみ』の上には、出席番号２番の『雨あまケが崎さき』、そして、さらにその上には出席番号１番の──。

「あ、そうだ」とオレは気づいて、スマホを取り出して通話ボタンを押おした。

　出席番号１番『あいざわ』さんに。

　文化部である彼かの女じよは、スマホを携帯していたらしい。すぐに繫つながって、簡単な挨あい拶さつを交かわしたあと、本題を切り出した。

「藍あい沢ざわさんは、岩いわ泉いずみさんのストーカーの件、知ってたの？」

《えー、全然知らなかったよ。あとで教えてもらったクチ。まさか我々の靴くつ箱ばこの下で、毎日、ストーカーが通っていたなんてね》

　手がかりなし。

　うーん、仕方がない。たとえ隣となりでも、いちいち他人の靴くつ箱ばこに手紙が入っているか、どうかなんて見ないよなぁ。

　これで会話を打ち切るのも藍あい沢ざわに失礼なので、ちょっと別のことを尋たずねることにした。

「ねぇ、ちなみに藍あい沢ざわさんから見て、岩いわ泉いずみさんってどんな人？」

《えー、いきなりだね。よく知らないよぉ。あんまり接点ないしね》

「でも、オレよりはあるでしょ」

　なにせ女子同士だからね。

　藍あい沢ざわさんは数学の難問でも解くみたいに、大きく唸うなったあとで口にした。

《けっこう、天てん真しん爛らん漫まん、かな。ちょっと口調は厳しいけど、実は、けっこう子供っぽいと想おもう》

「子供っぽい？」

　あまり、そんな風には見えなかったけど。

《だから、ストーカーに遭あうんじゃないかな。ほら、男子ってそういう子好きじゃん？　特にストーカーとかする人は絶対、アニメキャラみたいな純じゆん粋すい無む垢くな子がタイプだって》

「男子代表として、そういう『男子』とか大おお雑ざつ把ぱに区切るのやめてほしい」

《でも、無む邪じや気きな子はやっぱり人気でしょ》

　男性の名めい誉よを肩かたに乗せて抵てい抗こうをしてはみたが、そこは同意するしかなかった。

「うん、そうかもしれない。そりゃ将来の大学のレベルや世帯年収を計算して付き合う相手を決める女子よりは、そっちのほうが好かれるかも」

《あと、わたしが岩いわ泉いずみさんについてわかることは……あ、そうだ。ストーカーの撃げき退たいのことは知っているよ。わたし、クラスにいたから》

「あ、そうなんだ。教えてくれない？」

　それは助かる。ストーカーの撃げき退たいについてクラスが盛り上がっていたとき、オレは教室にいなかったのだ。

《なんか川かわ越ごえくんといつも仲の良いい集団あるじゃん。そこでね、「ストーカー野や郎ろうをぶっ飛ばす」ってお祭り状態だったんだ。あ、肝かん心じんの川かわ越ごえくんは部活の関係でいなかったみたいだけど。そして、数人が意い気き揚よう々ようと教室を出て行って、うーん、大体、二十分後くらいかな。ラブレターを持って戻もどってきたのは。わたしが事件の経けい緯いを聞いたのは、そのあとだよ。ストーカーが書いたラブレター、見たことある？　可哀かわい想そうにね、あんな恥はずかしい文章が晒さらされてしまうなんて》

「晒さらされたのか、アレ……まぁ、同情はできないけど」

《あれだけ気持ち悪ければね。とにかく事件が解決して、岩いわ泉いずみさん、すっごい嬉うれしそうに笑っていたなぁ。やっぱりストーカーを撃げき退たいするって、ちょっとカッコイイよね。うちのクラスの男子、ちょっと見直した》

「さすがだなぁ……けっこう良いい連中だからね」

　オレたちの教室は、人気者が孤こ独どくなやつを虐しいたげるといった殺さつ伐ばつとした空間ではない。基本的に優等生気質なのか、みんな平和主義者なのだ。

　しかし、どうしよう。やはり何度聞いても、岩いわ泉いずみが隠かくしていることが見えない。気味悪いストーカーを、クラスメイトが撃げき退たいしたハッピーエンドの物語だ。

　結局、オレは藍あい沢ざわと電話を終えたあとも、事件の真相に思い当たることはできなかった。

　仕方がない。

　オレは日ひ比び野のに『手っ取り早く、当事者に話すことにする』とメッセージを送った。







　学校の怪かい談だんなんかは、やっぱり放課後暗くなってからの話がほとんどだが、オレには夜よりも早朝の学校の方が不気味だった。暗くなっても常夜灯があるし、職員室には遅おそい時間でも大たい抵てい誰だれかが残っている。忘れ物とかで夜の校舎を歩いても、ふと駐ちゆう車しや場じようを見て、教頭先生の車があるとないのとでは、やっぱり違ちがう。

　でも、早朝は誰だれもいなくなる。

　朝もっとも早く校舎に来るのは、用務員。それでも七時だ。

　朝六時半、眠ねむい目を擦こすりながら、裏口のチェーンを飛とび越こえて、学校の敷しき地ち内ないに入る。気味が悪いほど静かだ。

「さむっ」と風に呟つぶやく。駐ちゆう輪りん場じようの近くに身を潜ひそめてから、オレはスマホを取り出すと電話を掛かけた。いつもより長い時間待たされてから、やっと声が聞こえる。

《おはようございます、雨あまケが崎さきさん》

　最近聞き慣れてきた日ひ比び野のの声だが、普ふ段だんより速度がゆっくりだ。

「いま、どこにいるの？」

《布ふ団とんの中です…………まだ起きられません》

「安あん楽らく椅い子す探たん偵ていだって、せめて座すわっているよ」

《私は探たん偵ていではないので》

　良いい身分だ。でも、結局はオレの危険を回かい避ひするために行動しているのだから、オレが動くのは当然のことだった。まだ眠ねむそうな日ひ比び野のに、ターゲットが来たら教えるとだけ伝えて、スマホを胸ポケットにしまう。

　待つこと三十分。幾いく人にんの生徒を見送っていると、やっと目的の人物がやってきた。まだ七時を少し過ぎた程度だから、野球部という種族は尊敬するしかない。毎日こんな時間に来て、朝練をしているのか。

　日ひ比び野のに合図を送ったあとで、「沼ぬま井い君だよね」とオレは自転車にのったままの生徒に声を掛かける。清潔感全開の丸刈りに、体積がオレの二倍あるんじゃないかと思えるガッチリした体格。学校広報の写真通りの男子であった。

「誰だれっすか？」と沼ぬま井いは、不信感を隠かくすことなく聞いてくる。

「岩いわ泉いずみさんのクラスメイト。結局、キミとのイザコザがなんだったのか、こっそり知りたくて。朝から待たせてもらった」

　岩いわ泉いずみの名前に、彼かれは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「……どうでもいいじゃないですか」

「キミが岩いわ泉いずみさんに手紙を送り続けていたのは、事実なの？」

　こりゃ激げつ昂こうされて殴なぐられたら一たまりもないな、と内心でビビりながら尋たずねる。

　沼ぬま井いは頷うなずいた。

「はい、事実ですよ。もういいすか？　朝練があるんで」

「でも、本当にストーカーだったの？」

「俺おれが否定したら信じてくれるんすか？」

「うーん、半々」正直に答えた。

「じゃあ、言う意味ないじゃないですか」

「そういえば、オレの靴くつ箱ばこを壊こわしたのはキミでいい？」

　このまま答えてくれそうにないので、ちょっと卑ひ怯きような手を使う。

「岩いわ泉いずみさんの靴くつ箱ばこの真上が、オレの靴くつ箱ばこなんだ」

「あー、それは」そこで沼ぬま井いが突とつ然ぜん弱々しくなった。「多分、俺おれです。すっげームシャクシャして。すみません」

「やっぱり砲ほう丸がんじゃなかったか……」

　ちょっとだけ精神的優位に立てたのではなかろうか、と満足して、オレはその彼かれの感情が暴走した理由を聞きだそうとした。話していると、とてもストーカーをしているようには見えないし、理性的な子である。

　けれども、そこで沼ぬま井いの視線が、オレとは違ちがう方向に移って、オレは質問のタイミングを失った。

「で、もう一人のアンタはなんの用だよ？」と沼ぬま井いの声がまた厳しくなる。

　オレは慌あわてて背後を向く。沼ぬま井いの視線の先には、岩いわ泉いずみがいた。

　気まずそうに目を伏ふせて、駐ちゆう輪りん場じようの柱に身を隠かくすように立っていた。沼ぬま井いが「先せん輩ぱいのツレ？」と尋たずねるので、オレは首を横に振ふった。彼かの女じよが現れたのは、完全な偶ぐう然ぜんだ。

　イヤホンから日ひ比び野のの《もしかして岩いわ泉いずみさん》という声が漏もれる。オレは胸ポケットに入ったスマホを二回叩たたく。肯こう定ていのサイン。

　岩いわ泉いずみはオレたちの方に近づくと、彼かの女じよにしては小さい声で口にした。

「その、謝あやまりたくて……」

　謝あやまりたくて？

　オレが疑問に思ったが、沼ぬま井いにとってはそうではないらしい。数秒の時間こそかかったが、彼かれは岩いわ泉いずみを見つめると「あぁ……なるほど」と納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「別に謝あやまられても、許しませんよ」沼ぬま井いは答える。「……でも、俺おれにも非はあるんで、別に恨うらんでいません」

「うん」と岩いわ泉いずみは頷うなずく。

「ただ、もう俺おれに近づくな。二度と関わるな」

　瞬しゆん間かん、岩いわ泉いずみの表情が凍こおりつく。そこで両手で口を押おさえたと思った瞬しゆん間かん、彼かの女じよは泣き出していた。

「ごめんね……」と彼かの女じよは嗚お咽えつ交まじりに口にする。「本当に、ごめんね……」

　沼ぬま井いはもう岩いわ泉いずみを見てさえいなかった。

「鬱うつ陶とうしいんだよ！」

　そう吐はき捨すてるように口にして、大きなスポーツバッグを抱かかえると、駆かけ出だしてグラウンドの方に駆かけていく。他の野球部員に見られたくはなかったのだろう。

《雨あまケが崎さきさん》ベッドの中で寝ねているとは思えないほど、冷静な声が聞こえてくる。《今は、それよりも岩いわ泉いずみさんに集中したほうがいいですよ》

　その声で思いたって、岩いわ泉いずみの方を見る。彼かの女じよはもう立っていることもできなくなったのか、地面に座すわり込こんでいる。その頰ほおに涙なみだが伝っていった。

「見るな」と岩いわ泉いずみの低い声が聞こえる。

　オレは慌あわてて視線を外した。

「……ねぇ、雨あまケが崎さき。なんでいるの？」岩いわ泉いずみは言う。「詮せん索さくしないでって言ったよね？」

「どうしても気になって……」

「……アンタ、やっぱり気づいたの？」

「やっぱり？」

　気づく？　なにに？　全然わからない。

「いいや、本当なにも知らない」

　オレが必死の弁解も、岩いわ泉いずみの激情を駆かり立たてるだけだった。

「じゃあ、なんでコソコソ他人の事情に踏ふみ込こんでくるの！」

　泣き腫はらした瞳ひとみで、彼かの女じよは激しい怒いかりをなげかけてくる。

「ワタシに近づかないで！」

　言い訳なんて無む駄だだと思った。

　オレは逃にげるように、岩いわ泉いずみのもとから離はなれるしかなかった。

　ただ去り際に見た岩いわ泉いずみの表情だけが印象に残った。まるで止め方を忘れてしまったみたいに、とめどなく涙なみだを流す少女。

　あぁ、そうか。

　岩いわ泉いずみの方が、沼ぬま井いのことが好きだったんだ。

　その泣き顔で、オレはこの事件の真相に大体気づいてしまった。彼かの女じよの罪、沼ぬま井いの罪、そして両方が受けた罰ばつがある。だから彼かの女じよはあれほど調べられることを恐おそれていた。

　胸が苦しくなる。

　オレは知ってしまったのだ。

　彼かの女じよが必死に護まもろうとしたものを。







　あのあと、平然と教室に行くのはさすがにできなくて、わざわざコンビニに行って時間を潰つぶすしかなかった。時間ギリギリになって教室に入っても、岩いわ泉いずみからキツく睨にらまれる。すぐに興味を無くしたように別の方向を見てくれるが、さすがに辛つらい。完全に悪いのはオレなのだ。人の事情に不用意に踏ふみ込こんでいるのはオレの方なのである。

　最悪な結果だった。

　昼休み、天文学部の部室で日ひ比び野のは答える。

「私の認にん識しきが甘あまかったのは認めますが、こうも不運が続くと、さすがに謝罪の気持ちより驚おどろきの気持ちが上回りますね」

　頷うなずくしかない。まさか早朝の学校で、あんな修しゆ羅ら場ばに鉢はち合あわせするなんて。

　本当にすべてが裏目に出た。呪のろわれているとしか思えない。

　結局、沼ぬま井い本人からはロクな話は聞けず、岩いわ泉いずみの敵てき愾がい心しんを解消するどころか、明らかな敵意を煽あおっただけだった。というか、激しく嫌きらわれた。完全に恨うらまれた。

　誰だれかからあれだけの激しい感情をぶつけられるのは、初めてだった。

　情けないが、オレは岩いわ泉いずみが恐こわい。

　頭の中では、また警けい鐘しようが鳴なり響ひびいている。何度も、何度も、鳴り止やむことがなく。

「なんで、あそこで岩いわ泉いずみが出てくるかなぁ」とオレは天てん井じようを仰あおぎながら、落おち込こむしかなかった。

「事件はまだ解決していなかったということでしょう。まぁ、今朝の時点で一応の解決はしたのかもしれませんが」

　オレは肯こう定ていした。

「うん」

「……岩いわ泉いずみさんと関わることをやめますか？」

　日ひ比び野のがそう心配げに聞いてくる。

「もし、アナタがそれを望むと言うのなら……」

「正直、そうしたい……オレってけっこう臆おく病びようだから」とオレは漏もらしてしまう。それはこの事件に関わった最初から、いや、藍あい沢ざわとのトラブルのときから、ずっと抱かかえている本音だった。「今いま更さらだけどさ。みんな、秘密なんて知られたくない。なのに、オレは暴あばく側に回ろうとしているんだ。自分の都合で」

　どんな言い訳をしようと揺ゆるがない。言い訳さえできないかもしれない。

　オレはただ自分が不幸になりたくないため、それだけのワガママな理由で、他人の心を踏ふみにじろうとしている。

　嫌いやに決まっている。関わりたくない。誰だれも傷つけたくないし、オレ自身も傷つきたくない。

「なら、やはり……」と日ひ比び野のが呟つぶやく。

「でも──岩いわ泉いずみと関わるべきだって日ひ比び野のさんは言うんでしょ？　うん、わかってる」オレは弱音を吐はき続ける自分の頰ほおを叩たたいて、鼓こ舞ぶする。「行くよ、もう一度話してくる」

　日ひ比び野のが意外そうに呟つぶやいた。

「藍あい沢ざわさんの時といい、アナタ、妙みようなところで根こん性じようを発揮しますよね」

　妙みようなところ、とはやけに失礼な言い方だった。

　日ひ比び野のは告げる。

「ですが、恐おそれずに突つき進すすむことこそが、破は滅めつから逃のがれる唯ゆい一いつの道です」

「うん」

「真相は……もう把は握あくしているんですか？」

「大体ね」

　気分は落ち着いた。話すべきことはまとまった。

　オレは岩いわ泉いずみの元に進みだした。







　放課後、テニスコートに向かう岩いわ泉いずみをオレは引き留める。岩いわ泉いずみは周囲にいた何人かの仲間に、先にコートに行くよう自分のラケットを渡わたして、オレと向き合った。部活をやっているときは、髪かみを縛しばるらしい。後ろに髪かみを束ねている分、その鋭するどい目元がよく見える。

「雨あまケが崎さきさぁ」岩いわ泉いずみは肩かたをあげて困ったような素そ振ぶりを見せる。「ワタシに近づくなって伝えたよな？」

「いや、一個だけスッキリさせたほうが、お互たがいの身のためかなって」

「なに？」

「沼ぬま井い君は、本当にストーカーなの？」

　岩いわ泉いずみはすぐに答えなかった。手に握にぎっていたテニスボールを地面に叩たたきつけて、再びキャッチする。落ち着かないように。

「率そつ直ちよくに言って」岩いわ泉いずみの声が凄すごむ。「言え」

　オレは、わかった、と前置きして、口にした。

「あのラブレターは、返へん却きやくされていたんだ」

「……」

「岩いわ泉いずみさんが沼ぬま井い君に送ったものを、沼ぬま井い君は赤いバツ印をつけて一通一通返していた。だから、本人に罪の意識なんてあるわけがなかった。だから、彼かれが一番時間が空いている昼休みに投とう函かんしていただけだ」

　そう思い当たったのは、単純。あの手紙には宛あて名なと差出人の名前がなかったのだ。きっと岩いわ泉いずみが沼ぬま井いに送ったときには、便びん箋せんが別にあったのだろう。そして、沼ぬま井いが岩いわ泉いずみに返すときに、差出人が書かれていない理由も簡単。わかりきった情報は要いらないのだ。

　岩いわ泉いずみはそこで大きく息をつく。そこで、一歩一歩緩かん慢まんにテニスコートを囲むフェンスに近づくと、そこによりかかった。

「やっぱり気づかれたか……」岩いわ泉いずみは口にした。「一番靴くつ箱ばこが近い雨あまケが崎さきには、怪あやしまれていたかなと思ったけど」

「それだけの理由で……過か敏びんだね」

「事情が事情だしね。いや、言い訳か。ごめん。やっぱワタシ、性格悪いわ」

　岩いわ泉いずみはなぜかスッキリした表情だった。

「恋こい文ぶみを送ったのも、ワタシの脳みそがアホな乙女おとめすぎるんだよな。連れん絡らく先さきを知らなかったのもあるけど。スマホで打った文章をプリントして靴くつ箱ばこに入れてさ。少女マンガでも今時ラブレターなんてねぇよ。悩なやみ相談にのってくれたハナにも、そこは不思議がられたな」

「エスカレートしたのはいつ？」

「言い方悪いな。まぁ、仕方ないけど」

　岩いわ泉いずみは拗すねたように呟つぶやく。

「単純に返事が欲ほしかっただけだよ、本当に。最初の手紙に書いたアドレスにメッセージが欲ほしかった。フラれてもいい。正直あんまり接点がない憧あこがれだったから断られると思っていた。でも、まさか一週間経たっても無視されるとは思わないじゃん？　なにかの間ま違ちがいだと思って、二通目も送った。返信は来なかった。そして、三通目、四通目、五通目って……どうせ見たでしょ？　手紙。ワタシさ、本当に返事が欲ほしかっただけなんだ。しっかり失しつ恋れんしたかっただけ」

　次の言葉は、なぜか予想ができた。

「最初に返ってきた手紙にはさ『ストーカー、キモい』って書かれてた」

「そうか」

「それから毎日一枚ずつ届いたよ。『×』『ありえない』『死ね』『自惚うぬぼれるな』って悪口書かれて。本当によっぽど気持ち悪かったんだね、ワタシ。やっと冷静になったよ。突とつ然ぜん見知らぬ人間から毎日ラブレターもらったら、そりゃ困るよね。めんどくさいよね」

　そこで岩いわ泉いずみは両手で顔を覆おおった。オレは岩いわ泉いずみから視線をはずした。岩いわ泉いずみはオレが見ていないことに気づいていないようだが、それがオレは礼れい儀ぎだと思ったのだ。岩いわ泉いずみの声が震ふるえだす。

「でも、ワタシ、そこまで酷ひどいことしたかなぁ……？　勝手にラブレター送られて迷めい惑わくだったかもしれないけど、そんな毎日嘲あざけってバカにされなきゃダメかなぁ？　ワタシは、ただ返信が、欲ほしかっただけなのに」

「それで沼ぬま井いに復ふく讐しゆうしたの？」

「違ちがう！　それだけは信じて」

　岩いわ泉いずみの声は必死だった。

「そんなつもりはなかったの！　でも、ワタシの靴くつ箱ばこに入っていた手紙を発見されて、ストーカー被ひ害がいだって、ワタシのためにストーカー退治だって、盛り上がっちゃって……！　なんか、すっごい騒さわぎになっちゃって……」

「引ひっ込こみがつかなかった？」

「うん。だってさぁ、皆みながラブレターの文面がキモいって盛り上がっている中、『ワタシが書きました』なんて言えないじゃん」

「うん」

「放ほうっておいてほしいとは伝えた、平気だから気にしないで、必死に……でも、誰だれも納なつ得とくしてくれなかった」

「……それで、沼ぬま井い君が裁かれた。正直沼ぬま井い君にも非はあると思うから、同情はしないけど」

　そして、それは彼かれ自じ身しんも認めていることだった。確かに岩いわ泉いずみが鬱うつ陶とうしかったとはいえ、一枚一枚に侮ぶ蔑べつの言葉を書いて、毎日返へん却きやくし続けるのは、ちょっとやりすぎだと思う。

《岩いわ泉いずみ真ま矢やはロマンチストすぎる》

　イヤホンからは日ひ比び野のの冷たい声が聞こえてくる。

《ラブレターなんて手法も、返事がくるまでって何通も送ってしまう性格も、少し夢を見すぎですよ》

　オレは、違ちがうだろ、と伝えたかったが、そんなサインを日ひ比び野のとは決めていなかった。ボソリと呟つぶやいたが、彼かの女じよに届いたかはわからない。オレ自身なにが違ちがうのかもわからない。

　とにかく、オレは岩いわ泉いずみを責める気は湧わかなかった。また、オレのなかで沼ぬま井いを擁よう護ごする感情はゼロだった。

「謝罪、してほしいんだよな？」ただ岩いわ泉いずみに声をかける言葉を探していると、岩いわ泉いずみが尋たずねてきた。「結構、雨あまケが崎さきに酷ひどいこと聞かせちゃったもんな。ワタシの醜みにくい本ほん性しようを暴あばいて、懲こらしめたかったんだろ？」

　は、という呻うめき声がもれて、岩いわ泉いずみの顔を見た。岩いわ泉いずみは目を赤くして、オレを見ている。

「いや、そんなつもりもないよ」本心だ。岩いわ泉いずみの提案は完全に予想外。「ただの確かく認にんだよ」

「はぁ？　確かく認にん？」そこで岩いわ泉いずみの言葉に、また凄すごみが足される。「それだけのために、人の秘密を踏ふみにじったのっ？　こんな失しつ恋れん話ばなしを暴あばいて楽しい？　ストーカー紛まがいのことをしてたなんて、誰だれにも話してないトップシークレットなのに！」

「岩いわ泉いずみ、こ、声が大きい」

「大きくなるわ！　こっちはトラウマを遺伝子に刻まれるレベルの失しつ恋れんしてんだぞ！　冷静でいられるか！」

　本当に冷静でいられないらしい。フェンスから離はなれて、オレに睨にらみを利きかせてにじりよってくる。さっきまでの『謝罪』というワードはどこにいった？

「あのな、オレはただ、なんというか一言伝えたかっただけ」

　身を守るために、オレは早口で言った。

　岩いわ泉いずみはオレの胸むな元もとを摑つかむ。キミ、どっかのヤンキーなの？

「言え。ワタシの失しつ恋れんを暴あばいて、吐はかせてまで伝えたかった言葉とやらを」

　岩いわ泉いずみに急せかされるがままに、オレはその言葉を口にした。

「──」

　それは、特別でも、気の利きいた文句でもなんでもない。

　ありふれた定型文である。

「……雨あまケが崎さき、暇ひま人じんなの？」そこで岩いわ泉いずみがオレの服から手を離はなす。「たった、それだけを言うために？」

「悪いかな？」

「いや、悪くないんだけどさ……呆あきれた」

　岩いわ泉いずみはオレを軽く突つき飛とばすと、コートの入り口の方に歩きだした。

　それからボールを高く天に向けて投げて、コートの中に投げ入れると、オレの方を見て「雨あまケが崎さき、ありがとうね」と呟つぶやいた。







　クラスメイトと交流したあと、日ひ比び野のの元に向かうのが、なぜか恒こう例れいとなった。そう約束したんだから仕方がない。向かうのは、普ふ段だん通り、天文学部（非ひ公こう認にん）の部室。そこで死神はイヤホンを耳につけて、ぼんやりとテニスコートを眺ながめていた。

　休み時間は日ひ比び野のと常時通話状態だから、スマホの電池残量の減りが早い。オレはコンセントに差してある充じゆう電でん器きにスマホを置く。

「前から疑問だったんですけど」日ひ比び野のがすぐに話し始める。「アナタは、持病でもあるんですか？　よく頭を押おさえていますよね」

　どうやら気づかれていたらしい。

　オレは返答に困った。焦あせって否定の言葉を探さがすが、事実なので見つかりようもない。

「うん、持病みたいなもんかな。人とね、込こみ入いった話をすると、すっごい痛むんだ。頭の前側が。病気っていうか、きっと心理的な原因だと思うんだけど……」

「心理的？」

「人と深く関わることが恐こわいんだよ……上うわ辺べだけなら、いくらでも話せるんだけどね」

　オレは、本能的に恐おそれているのだ。

　人と深く関わることを。でも、日ひ比び野のの指示がままに、震ふるえを必死に抑おさえて歩みだしている。

「昔は違ちがったと思うんだけどね……なんか痛むんだよ、人が隠かくしているものに触ふれるのって。身体がすっごい拒きよ絶ぜつ反応起こす。なぜか」

　一体いつだろう？　オレが秘密を恐おそれるようになったのは。

　本当にわからない。

「……とりあえず、伝えたいことが二つあります」

　オレの弱音に答えることはなく、ほとんど一方的に日ひ比び野のは伝えてきた。

「まず、私はこのクラスメイトがやはり嫌きらいです。気持ちが悪い」

　唐とう突とつな話題だった。

　全然ついていけずに声が上ずってしまう。

「え、ちょっと待って。なんで今回のことで嫌きらうんだよ。一応、岩いわ泉いずみのために何人ものクラスメイトが助けようとしただろ？」

「ストーカーをネタに騒さわいだだけ。そんな風にしか思えませんでしたが？」

　日ひ比び野のは厳しかった。

「岩いわ泉いずみさんから経けい緯いを詳くわしく聞けば、彼かの女じよの矛む盾じゆんなんて簡単に気づけたでしょう。宛あて名なのない手紙、昼間の昇しよう降こう口ぐちに出現するストーカー、不ふ審しんな点なんていくらでもあった。それに、沼ぬま井い君を撃げき退たいすることに彼かの女じよは反対だったはず。本人の意志を無視して、その場のノリで、ストーカーのために一日の昼休みを潰つぶす。あまりにも他者の想おもいに鈍にぶすぎる……」

「いや、仮にそうでも、それは岩いわ泉いずみにも非があって……」

「彼かれらの一人、あるいは、彼かれらの全員が、真実に気づいていたとしても？」

　彼かの女じよは頷うなずく。

「なぜ、彼かれらは沼ぬま井い君に『泥どろ棒ぼう』という冤えん罪ざいをわざわざ着せる必要があったんですか？」

「は……？」

「ストーカーを撃げき退たいしたいなら、その行こう為いをそのまま追つい及きゆうすればいいでしょう。なにせ手紙を持っている現行犯なんでしょう？　簡単にストーカーとして責めることができるじゃないですか。余計な罪まで押おし付つける必要はない」

「ちょっと待って」オレは口を挟はさんでしまった。「じゃあ、アイツらは！　沼ぬま井い君がストーカーじゃないと気づいたのに、沼ぬま井い君を処しよ罰ばつしたってことか？　その場の楽しさだけで？」

「可能性ですけどね」

「だったら、岩いわ泉いずみさんが、沼ぬま井い君に謝罪した気持ちはどうなるんだよ！」

　叫さけんだあとで、日ひ比び野のに伝えても仕方がないことを悟さとる。けれど、オレの脳のう裏りには、沼ぬま井いへの申し訳なさで必死に謝あやまって、泣きじゃくる彼かの女じよの姿がはっきりと焼き付いている。

「もちろん、推測の域を越こえませんがね」

　あり得ないと思う。あまりに自分勝手すぎる。さすがにオレのクラスには、そんな奴やつはいないはずだ。皆みな、岩いわ泉いずみのために必死に最善の行動を尽つくしたに違ちがいない。

『放ほうっておいてほしいとは伝えた、平気だから気にしないで、必死に……でも、誰だれも納なつ得とくしてくれなかった』

　けれども、誰だれにも相談できずに苦しんだ岩いわ泉いずみの涙なみだが、どうしても頭から離はなれてくれなかった。

　まさか？

　オレがその推測に囚とらわれていると、日ひ比び野のは続ける。

「伝えたいことが、もう一つ」

「まだあるのか……」

　一個目でお腹なかいっぱいというのが、正直な感想だ。

「アナタ、なぜか秘密を暴あばくことに相当な罪悪感を抱いだいているようですね。恐おそれているから、相手の本心に少し触ふれると、余計な責任感を背せ負おい込こんでしまう。藍あい沢ざわさんのときも、そして、今回も」

「分ぶん析せきされると恥はずかしいな」

　否定はしないけど。

「その件で、大事な確かく認にんです」

「なに？」

「最後、アナタが岩いわ泉いずみさんに何を伝えたか、教えてください」

　あれ？

「聞いていなかったの？」

「スマホから聞いていますが、全部が全部聞き取れるわけじゃないですから。特に小声で伝えた言葉なんかが」

「なるほど」

「で、なんと伝えたんですか？　海外ドラマみたいにさぞ素す敵てきな殺し文句だと推測しますが」

　ハードルをいちいちあげないでほしい。自分は残念ながら拳けん銃じゆうとタバコが似合う二枚目俳優じゃない。ビシッと決める台詞せりふなんて生めやしない。

「『お疲つかれ様さま』って伝えた」とオレは呟つぶやく。

「……それだけですか？」

　期待はずれだったのか、日ひ比び野のの反応は薄うすかった。いつも以上の表情の乏とぼしさではある。オレはつい口調が早くなって言い訳がましくなってしまう。

「い、いやさ、だって岩いわ泉いずみさんは、あんな失しつ恋れんを周囲にはそう簡単に話せないでしょ？　話せたって、どこか誤ご魔ま化かさなきゃいけなくなるよ。だから、誰だれか慰なぐさめる必要があるわけで、でも突とつ然ぜんに『お疲つかれ様さま』って慰なぐさめられても困るから、真相の確かく認にんが必要なわけで……」

「はぁ」

「だから、うん、とにかく、言いたかったのです……」

　ぺらぺらと言葉を並べてしまう。オレも振ふり返かえると、そんな挨あい拶さつレベルの一言を告げるために、いちいち彼かの女じよを辱はずかしめたことに後ろめたさが膨ふくらんできた。日ひ比び野のの言う通り、余計な責任を背負いすぎた。猛もう烈れつな頭痛を堪こらえた結果がこの様ざまなのだ。

　そんなオレを見て、日ひ比び野のは小さく「やっぱり」と呟つぶやいた。

「では、伝えておきます。認めましょう。アナタは私が嫌きらう他のクラスメイトとは少し異なるようですから」

「う、うん」

「今後もアナタは他人の秘密に触ふれていくでしょう。今回みたいに拒きよ絶ぜつされても突つき進すすむときもあるでしょう。アナタの体質の理由は知りませんが、今後もそのアナタの頭が割れそうなほどの痛みと戦うのかもしれません。ですから、肝きもに銘めいじてください」

　オレは黙だまって日ひ比び野のからの言葉を待った。

「アナタは、ただ『お節せつ介かい』なだけです。最低なんかじゃない。秘密に触ふれることを恐おそれないで」

　それだけ口にすると、日ひ比び野のは窓から離はなれて自分の鞄かばんを持つと、扉とびらの方に歩いていった。もう今日は帰るつもりらしい。

　いま日ひ比び野のさんはなんて言った？　お節せつ介かい？　自分が？

　慌あわてて彼かの女じよのあとを追いかける。

「ちょっと待って。いま、なんて？」

　彼かの女じよは首だけ捻ひねって、オレを見る。

「野や暮ぼですね。アナタを甘あまやかす発言なんて、二度もしませんよ」

　そこでオレは日ひ比び野のが笑うのを初めて見た。

　目が細くなり、白い歯を覗のぞかせる。まるでイタズラに成功した少女のような、普ふ段だんの彼かの女じよとは真逆の優やさしい笑えみだった。







　認める。

　決して悪い気分ではなかった。

　日ひ比び野のは時折暴言をぶつけてくることはあるし、表情はあんまり変わらないし、突とつ然ぜんに意味不明な呪のろいの発言をする。それでも、オレの悲劇を回かい避ひするために一心に行動してくれている。それだけは事実だ。やっとわかってきたが、話せば冗じよう談だんも言うし、じっと本やスマホを見つめる表情はやっぱり綺き麗れいだ。

　それにほんのちょっとしたことかもしれないけれど、誰だれかの役に立つのは少しだけ気分がいい。

　最初はとんでもないことになったと思ったが、今はちょっと楽しい。

　こんな日々が続くのなら悪くないかもしれない。

　そう感じるくらいには。




　けれども、事件は次々とやってくる。

　クラスメイト、花はな園ぞの玲れ奈なが失しつ踪そうした。

　稲いな祭まつりの日に消えた彼かの女じよを追って、またオレの日常は狂くるっていく。







[image: #4　事件は祭り囃子にのって]










　クラスメイトの欠席が何日続いたとき、その異変に、教室は気づき始めるものなのだろう？

　朝のホームルームで、先生が空いている机に気がつく。座席表と見比べて、教室の他の生徒に、彼かの女じよの行ゆく方えを尋たずねる。職員室に帰ったあと、先生はきっと家庭に念のための電話をかけるに違ちがいない。けれども、その通話の内容はきっと他の生徒の耳に届くものではない。クラスメイトたちは一つ空いた机を気にすることなく授業を受けて、風か邪ぜを引いたんだろう、と勝手に納なつ得とくする。仲の良い子ならば、簡単なメッセージをスマホで送るかもしれない。いったい、どれだけの日数が流れたとき、人はそのクラスメイトの風か邪ぜ以外の可能性を察し始めるのだろうか。

　花はな園ぞの玲れ奈なは、おそらく早い方ではないかと思う。

　彼かの女じよが学校を休んで五日後、彼かの女じよの話題がチラホラ出始めていた。空いた机を見ながら、彼かの女じよの容態を気にかける。さまざまな憶おく測そくが飛とび交かった。長めの風か邪ぜ、受験勉強のノイローゼ、思わぬ事故。

　誰だれも連れん絡らくがつかないようだ。彼かの女じよにＳＮＳでメッセージを送っても、既き読どくさえつかない。メールや電話でもまったく同じ。当然、ツイッターやインスタが更こう新しんされることもない。

　クラスの中でも、特にお調子者のやつが『死神』との関連性を噂うわさした。花はな園ぞのは『死神』こと日ひ比び野の明あ日す香かに近づいてしまったのではないか、と。日ひ比び野の明あ日す香かに好かれているのはオレだと言えずに、オレはただ遠回しに否定しておいた。

　花はな園ぞの玲れ奈なは、誰だれからも好かれていた人だった。オレはこの教室で、彼かの女じよの悪口を聞いたことがない。川かわ越ごえのように教室を引っ張っていくようなタイプではないが、ふと横を見ると、いつでも笑っているような安心感がある子。きっとオレが長期欠席しても、一週間後には、亡なき者と扱あつかわれて、話題にものぼらないに違ちがいない。

　教室では、彼かの女じよの容態が呟つぶやかれない日はなかったが、二週間が経たつまで、あまり深刻なムードではなかった。事故や事件ならば、誰だれかの耳に入るだろう。しかし、まだどこか楽観的な観測が教室の総意だった。

　オレも気にしていなかった。その頃ころのオレといえば、日ひ比び野のから逃とう亡ぼうしたり、藍あい沢ざわや岩いわ泉いずみの問題と関わったりで、それどころではなかったのだ。

　ただ、彼かの女じよの欠席が始まった日について、少し気づいたことがあった。

「稲いな祭まつりの翌日か……」

　それだけが心に残った。







　正式に知らされたのは、岩いわ泉いずみの一件が解決を見せた直後。

「花はな園ぞの玲れ奈なが行ゆく方え不明らしい。本当の失しつ踪そう事件だよ。俺おれ、昨日、警察に聞かれたもん」

　オレの耳に飛とび込こんできたのは、そんなニュースだった。朝教室に入っていくとクラスがざわついていた。普ふ段だんなら点在してグループを作っている級友が、教きよう卓たくの前に集つどっている。オレが周囲にいた男子生徒に尋たずねると、彼かれは何度も説明していたらしく、慣れた口調でそう言ってくれた。

　信じられないニュースだった。

「花はな園ぞのさんが学校に来なくなったのは、いつからだっけ？」

「先週くらいだよね？　そっから誰だれとも連れん絡らくが取れなくなっていたらしい。不安になっていたら、昨日、クラスメイト数人の元に警察が来たんだってさ」

「稲いな祭まつりの日にはハナも参加していたよね？」と女子の一人が口にする。ハナとは、花はな園ぞののあだ名。「帰りのバスにはいた？」

「いたかなぁ。どうだろう」と別の相手が答える。「山やま奥おくで遭そう難なんしたのかも」

　彼かれらは口々に花はな園ぞのについての情報を交かわしていく。けれども、飛とび交かうのは、何を知っているか、ではなく、何を知らないか、という無力感に満ちた情報ばかりだった。

　不ふ謹きん慎しんなことながら、正直、全然実感が湧わかなかった。目の前でボックスカーに連つれ込こまれたとか、空飛ぶ円えん盤ばんに吸すい込こまれていったとか、実際に見ていたなら、まだ納なつ得とくできたのかもしれない。けれど、今まで貼はられていた『体調不良』というラベルを、『行ゆく方え不明』と取とり替かえたような、突とつ飛ぴな情報の更こう新しんには戸と惑まどうしかない。こうして騒さわいでいるうちに花はな園ぞのが顔をだすのではないか、という気持ちが残っていた。

　けれども、登校してくる生徒が増え始めて、彼かれらの焦あせりの表情を見ていくうちに、次し第だいに不安に変わっていく。きっと皆みなも同じだろう。まるで伝でん染せんしていくように、一つの事件を共有していく。

　確定していることは、ただ一つ。

　やはり花はな園ぞの玲れ奈なは、稲いな祭まつりの夜、失しつ踪そうしたのだ。







　この日、朝のホームルームで、担任の口から花はな園ぞのの行ゆく方え不明について、伝えられた。なにか心当たりがあるものは、すぐに警察や学校に伝えることを命じられ、ついでに、山間部の夜祭に出かける際の注意事じ項こうをしつこく語られた。どれも言われるまでもないことだった。オレたちだって馬ば鹿かじゃない。誰だれも夜の山に入っていく命知らずではないし、九時過ぎには帰りのバスに乗車していただろう。なにか危険に近づく必要があれば、周囲の人間に相談する。無む謀ぼうな肝きも試だめしを持ちかけたり、二人だけの世界に没ぼつ頭とうして山やま奥おくに逢あい引びきしていくカップルを見かけたりすることもなかった。馬ば鹿かにされそうなくらい、極きわめて健全に過ごしていたのだ。

　教室は授業が始まっても、どこかざわついていた。口に出すことはしないが、誰だれも先生の言葉に耳を貸していなかったのはわかった。休み時間が始まれば、話題にのぼるのは花はな園ぞののことばかり。オレも、最近の彼かの女じよの言動について他のクラスメイトと意見を交かわした。行ゆく方え不明が発覚したのが遅おそかった理由は、そこで教えてもらった。両親が海外旅行中だったらしい。帰国後、自宅はもぬけの殻からだったというわけだ。




　昼休み、オレはすぐに天文学部の部室に向かった。オレを待ち構えていたように日ひ比び野のは「失しつ踪そう事件を調査したほうがいいですね」と口にした。

　やはり彼かの女じよは首を突つっ込こむ気らしい。

「怪あやしい出来事は、穴が開くまで調べあげる。今までのことを考えれば、アナタのこれまでの挙動が花はな園ぞのさんを苛さいなみ、彼かの女じよは復ふく讐しゆうのため身を潜ひそめているくらいの可能性はあるでしょう」

「強く否定できないよなぁ……最近、逆さか恨うらみされっぱなしだったしね」

「えぇ、今いま頃ごろ、アナタを暗殺するための手しゆ榴りゆう弾だんでも調達しているのかも」

「いや、それは強く否定する。花はな園ぞのさんをなんだと思っているのさ」

「とにかく嫌いやな予感がします。稲いな祭まつりの晩に消えたというのは」

　彼かの女じよは指先を口くち許もとにあてる。オレはそのいつにない彼かの女じよの真しん剣けんな表情に、唾つばを飲んだ。

　日ひ比び野のが告げる『嫌いやな予感』というのは、きっと常人の数倍の精度があるに違ちがいない。

「……彼かの女じよは、なにかしらの怪かい奇き現象に巻まき込こまれたのかもしれません」

　その言葉で思い出したのは、稲いな祭まつりの日、自分の身に起きた現象だった。突とつ然ぜんにあらわれた幻げん聴ちようと幻げん覚かく。あちらこちらから無数の声が聞こえて、水族館や公園等などの風景が混ざり合った気味の悪い光景が見えたのだ。

「そうだ、前から聞きたかったんだけどさ、その怪かい奇き現象ってなんなの？　オレが稲いな祭まつりの日に体験した現象も、日ひ比び野のさんの呪のろいも、祭りが引き起こすんだよね？」

「そうですね。これを機に教えておきましょう」

　日ひ比び野のは、部室に備え付けられていた本ほん棚だなから一冊の本を取り出す。いくつもの煌きらびやかな祭りの写真が表紙に並ぶ大判の資料だ。

　オレは日ひ比び野のの正面に腰こしかけて、惣そう菜ざいパンの袋ふくろを開けた。

「ただし、私はオカルト関係の専門家ではないので、憶おく測そくが多分に含ふくまれることを了りよう承しようしておいてくださいね」

「うん」

「まず大前提として、祭りは稀まれに人じん智ちを超こえた現象を引き起こします。ここに疑問を差さし込こまないでくださいね。私にも理由はわかりません。ただ古来から世界中に逸いつ話わがあるでしょう。祭りの日に、天てん狗ぐが舞まい降おりたとか、神様の預言が聞こえた、とか。具体例では、京都の祇ぎ園おん祭まつりには、貴族の子供が篤あつい疫えき病びようからたった一日で救われるエピソードがありますし、江え戸ど時代、隅すみ田だ川がわ花火大会で多数の幽ゆう霊れいが川から天に上っていったという伝承がありますよ」

　オレは祭りの写真に目を落とした。日常から離はなれた衣い装しようを身にまとい、数百人が踊おどる画像は、確かに、ちょっとオカルトじみている。

　そういえばテレビで見たことがある。

　花火大会というのは、元々、鎮ちん魂こんの行事なのだ。それが、お盆ぼんに行われる理由らしい。今では有名な隅すみ田だ川がわの花火祭りも、起源は大だい飢き饉きんによる死者を弔とむらうものだという。

「ここ最近で一番有名なものは、伊い美み音ね祭まつりでしょうね。高校生が一夜にして消えた失しつ踪そう事件。遺体も見つかっていないところから、まぁ、怪かい奇き現象であることは間ま違ちがいないでしょう」

　伊い美み音ね祭まつり事件は、当時は大ニュースとなった。現在でも被ひ害がい者しやの家族へのインタビューが時折、報じられる。

「一言に祭りといっても、その目的は様々です。春に豊ほう穣じようを祈いのり、夏に疫えき病びようを恐おそれ、秋に収しゆう穫かくを感謝し、冬に新年を祝う。その起源も、都市や農村では大きく異なります」

「要は、祭りが引き起こす怪かい奇き現象もバラバラってこと？」

「えぇ、察しがよくて助かります。憶おく測そくですが、きっと祇ぎ園おん祭まつりには疫えき病びようの克こく服ふくの力が本当にあるのかもしれません。隅すみ田だ川がわ花火大会には鎮ちん魂こんの力があり、郡ぐ上じようおどりには身分や立場を超こえて融ゆう和わし、ねぷた祭りは睡すい魔まや邪じや気きを払はらい、仙せん台だいの七夕祭りには民たみの願望を叶かなえて、わらじ祭りはダンダラボッチを村から追い出す力があるのかも」

　いくつかの有名な祭りを例にだしてくれる。わらじ祭りの力を使うタイミングについては、議論を重ねたいところだが。

　オレが日ひ比び野のの言葉を信じるのは、自分自身が経験したからに他ならない。オレは稲いな祭まつりで幻げん覚かくを見て、最近は、偶ぐう然ぜんと呼ぶには奇き跡せき的てきな確率すぎる不幸に遭あっている。

　日ひ比び野のはそこで資料を閉じた。代わりに本ほん棚だなから、スクラップ帳を取り出すと、オレに差し出した。

「ですが、どの祭りにも、なぜか共通する怪かい奇き現象があります」

「なに？」

「中にある切きり抜ぬきを見てください」

　オレはスクラップ帳の真ん中あたりのページを開いた。彼かの女じよが集めたのか、無数の新聞記事やブログが印刷された物で埋うめ尽つくされている。おそらく古典の切きり抜ぬきらしい箇か所しよもあった。

　共通して並ぶのは『迷子』『失しつ踪そう』『行ゆく方え不明』といった文言。

　それは、祭りの日に起こった無数の事件の数々だった。

「祭りに魅み了りようされた者は、心を囚とらわれる」

　日ひ比び野のは告げた。

「祭りの日に行ゆく方え不明になる。これは全国普ふ遍へん的てきにある現象ですよ。数時間から数日、あるいは数年、この世界から姿を消す。多くは迷子として、済まされるでしょうがね」

　オレは、日ひ比び野のが伝えようとしていることが吞のみ込こめた。

　数週間にわたる失しつ踪そうって──。

「もしかして花はな園ぞのも──」

「いえ、それは結論を急ぎすぎです。ただ、その可能性があるというだけです」

　啞あ然ぜんとしてしまった。誘ゆう拐かいや家出ではなく、紛まぎれもない怪かい奇き現象とは思ってもみなかった。

　思わず固まってしまったオレをよそに、日ひ比び野のは優ゆう雅がに紅茶を飲む。

　なんてことだ、と頭を押おさえる。

　スケールがでかすぎる。オレの破は滅めつを回かい避ひするために、調査をするか、しないか、というレベルの議論ではもはやない。

　オレは先ほど日ひ比び野のが語ってくれた集団失しつ踪そう事件を思い出した。

「もし、伊い美み音ね事件のような怪かい奇き現象なら、一生戻もどってこない場合もあるってこと？」

「えぇ」

　あっさりと彼かの女じよは肯こう定ていした。

「ただ、おそらく伊い美み音ね事件と今回は別物ですけどね。アレは戦乱の時代、敗戦国の残党を誘おびき出だすために開いた豪ごう勢せいな催もよおしが起源の祭りですから。力は、特定の集団を洗脳するものでしょう。個人一人を失しつ踪そうさせるものではありません」

「あ、そうなんだ」

「えぇ。伊い美み音ね祭りは、始まる数ヶ月前から、一つの集団を催さい眠みん状態にする。やがて、それは個々人を孤こ立りつさせて儀ぎ式しきが進んでいく。それがこの祭りの力のようです。失しつ踪そうした高校生たちは祭りに心を奪うばわれ、人への興味をなくしていた状態だったそうですよ。今回、花はな園ぞのさんが失しつ踪そうした状じよう況きようとは大きく異なります」

「一体なんで、そんな恐おそろしい祭りが現存しているんだ？」

「とにかく覚えていてください」

　オレの質問には答えず、日ひ比び野のは告げた。

「祭りは超ちよう常じよう現象を引き起こし、時に、人の心を虜とりこにする。私が知っているのは、それだけです」

　まとめると、そういうことになるのだろう。

　人の心を虜とりこにする、というのが、まだ判然としないが、祭りを引き起こす現象を考えれば、少し腑ふに落ちる。

　もし祭りに不治の病を治す力があるならば、それをどんな手を使ってでも手にしたいと思う人間もいるだろう。

　そして、人じん智ちを超こえた力を求めた人間の辿たどる悲劇なんて、それこそありふれた話だった。

　花はな園ぞのはどうだったのだろう？　彼かの女じよは心の底から求めるものがあったのだろうか？

　オレが、改めてクラスメイトの失しつ踪そうに想おもいを馳はせたとき、別の事実に思い至った。

「ちょっと待って」

「なんです？」

「仮に花はな園ぞのさんの失しつ踪そうに超ちよう自し然ぜん的てきな力が絡からんでいるとして、日ひ比び野のさんの知り合いに専門家とかいるの？」

「いいえ、知りません」

「え？　じゃあ、解決できるのは──」

「はい、おおよそ私たちだけですね」

　なんてことのないように日ひ比び野のは頷うなずく。

　絶句する。もちろん、オレたちが知らない祭りの専門家が動いてくれるなんて可能性もあるだろうけど、それはさすがに楽観的すぎる。

「怖おじ気けづきましたか？」と日ひ比び野のは訊きいてくる。

「……いや、むしろ、覚かく悟ごは決まった」

　突とつ然ぜんに圧おし掛かかった責任の重さは半はん端ぱないが、逃にげ出だせるほどの勇気も持ち合わせていない。

　それに、あのオレが出会った幻げん聴ちようは気になっていた。

「調べよう。花はな園ぞのさんのことも、稲いな祭まつりのことも。それに、オレ個人もあの現象が結局なんだったのか知りたい」

「決まりですね」日ひ比び野のは頷うなずいた。「ですが、そう身構えないでください。案外祭りとの関連なく、今いま頃ごろ、警察が見つけているかもしれません」

「それだったら、どんなに肩かたの荷にが下りるか……」

「まずは、稲いな祭まつりがどんな力をもつか調査しましょうか」

「うん。あ、でもどうやって？　もう稲いな祭まつりは二週間前に終わったんだよね？」

「いえ、稲いな祭まつりは、西さい栄えい町ちよう周辺の複数の自治区で時期をずらして開かい催さいされます。幸い、明日、また別の地区で祭りが開かい催さいされますよ。そこに行ってみましょう」

　そうだった。パンフレットにそんなことが書いてあった気がする。稲いな祭まつりは街全体を巻まき込こむ大きな催もよおしではなく、西さい栄えい町ちよう一帯の地区ごとに行われる祭りの総そう称しようなのだ。

　また体調を崩くずしてしまわないか心配だが、現場に足を運ばないことには、わかるものもわからないだろう。

「それに前回は思わぬトラブルに遭あったため、祭りをしっかり見ていないので……見落としがあるかもしれません」

　トラブルとは、日ひ比び野のがオレに恋こいをしたことなのだろう。

「了りよう解かい。じゃ、明日バスターミナル集合で」

「えぇ。そして、その前に、雨あまケが崎さきさん、もう一個大事なことを整理させてください」

「なに？」

「花はな園ぞの玲れ奈なさんとは、どんな女の子なんですか？　私、その方と全然接点がないんです」

　意外だった。いくら二年間クラスが違ちがうとはいえ、体育の合同授業などで少しは交流があると思っていた。よほど他人から避さけられてきたのだろう。

　日ひ比び野のの事情を再さい認にん識しきしつつ、オレはずっと同じ教室に居続けた彼かの女じよの姿を思い出す。

　うーん、どんな人かを相手に説明するって難しいな。

「なんて言ったらいいかな……確か今は帰宅部で、友達は多いよね、一年の頃ころは印象薄うすいけどどんどんクラスの中心的人物になった。悩なやみ相談が得意らしくて、明るくて、素す直なおで、あんまり落おち込こむ様子も人に見せない────はず」

「はず？　どうしました？」

　それは、ずっと伝えなければと思っていた情報だった。

　胸にひっかかり、けれども、誰だれにも伝えられなかった光景。

　オレは少しだけ躊ちゆう躇ちよしてしまったが、一いつ旦たん息を吸ってから口にした。

「実をいうと、オレ、見たんだよ。稲いな祭まつりの日、一人で泣いていた花はな園ぞのさんを」







　オレは日ひ比び野のに説明する。

　稲いな祭まつりの日、花はな園ぞのと会話をしたのは二回ある。

　一回目は皆みなで祭りの会場を回っていたとき。彼かの女じよとはたまたま隣となり合あい、とりとめのない会話をしただけだから、あまり記き憶おくには残ってない。射的の難しさとか、稲いな祭まつりの掛かけ声ごえとか、見たもの感じたものを、そのままコメントし合うだけの会話だったと思う。突とつ然ぜん体調を崩くずしたオレを心配してくれたのは、花はな園ぞのだった。

　二回目は、日ひ比び野のに告白されたあと。

　日ひ比び野のはオレに恋れん愛あい感情を一方的に告げたあと、恥はずかしかったのか、すぐオレから離はなれていった。だから、オレはベンチに取り残されていた。頭の処理が追い付かなくて、一歩も動けなかったのである。

　突とつ然ぜん、ほぼ初対面の女子に告白されたら、誰だれだってそうなると思う。しかも、それが『死神』と呼ばれる少女からの想おもいなら。

　ようやく動き出せたのは、一時間くらい本当に固まっていたあと。オレが無事であることをクラスメイトに伝えねば、とやっと思い至ったのだ。突とつ然ぜん走り出してしまって、さぞ心配かけただろう。

　会場の中心に近づけば、また体調を崩くずすかもしれない。仕方なく会場を大きく回るように歩いて、オレはクラスメイトの姿を探した。会場を囲むように生おい茂しげる針葉樹林の中に、オレは見慣れた女子生徒の姿を見かけた。

　夜の山やま奥おくである。

　ほとんど光がない空間に、人間が立っているのは奇き妙みようだ。

　会場から届く僅わずかな明かりで先ほどまで話していた花はな園ぞの玲れ奈なであることは、すぐにわかった。最初に頭に浮うかんだのは、トイレ。最悪のタイミングで出会ったことに後こう悔かいしたところで、目の前に簡易トイレが並んでいるのを見つけた。二基あるが、どちらも扉とびらが開いている。

　オレはあわてて花はな園ぞののもとに駆かけ寄よった。なにか非常事態であることは、察することができた。

「どうしたの…………っ！」

　林の中に向かい、オレは彼かの女じよの状態を見たとき、後こう悔かいをした。激しい痛みが脳をはしって、思わず呻うめいてしまう。頭が割れそうな頭痛。

　タレ目と泣きボクロが特とく徴ちよう的てきで、いつも優やさしげな笑えみを浮うかべているクラスメイト。

　花はな園ぞの玲れ奈なは、涙なみだを流していた。

「見てのとおり」言葉だけは、普ふ段だん通り穏おだやかだった。「泣いているの」

「う、うん」

「ごめんね、驚おどろかせたよね。あんまり気にしないでいいよ」

　心配しなくていい、と告げる彼かの女じよに、オレはどんな言葉をかけるのが適切なのかわからなかった。

「なんか困っているなら言ってよ」と人として最低限の台詞せりふを伝えるだけである。

　彼かの女じよはそれで十分だったようで「ありがと」と相あい槌づちのようなお礼を言うと、涙なみだを拭ふいて会場の方に歩き出した。

　彼かの女じよは明かりが確保できる場所まで辿たどり着くとポーチから手鏡を取り出して、髪かみ型がたを整える。その背中は、もうオレに話しかけてほしくなさそうだった。

　正直、オレも突とつ発ぱつ的てきに始まった頭痛に堪たえるばかりで、これ以上言葉をかける余よ裕ゆうはなかった。

「ねぇ、雨あまケが崎さきくん」突とつ然ぜん、花はな園ぞのは振ふり返かえると告げてきた。「この祭りって不思議だよね」

　不思議？

　彼かの女じよが提示してきたワードは、あまりに抽ちゆう象しよう的てきすぎて、オレは同意も否定もできなかった。花はな園ぞのもオレの反応を待たずに去っていく。会場に近づけないオレは「気をつけろよー」とこれまた人として最低限かけるべき言葉をかけて、彼かの女じよとは別れた。

　それが、オレが最後に見た花はな園ぞのの姿だった、

　彼かの女じよはどうして泣いていたのだろう？

　そして、その理由に触ふれられないまま、彼かの女じよは消えてしまったのだ。







　日ひ比び野のと別れて教室に戻もどると、机に一枚のコピー用紙が置かれていた。手にとってみると、花はな園ぞのについての質問事じ項こうがいくつか書かれている。最後に見たのはいつか、と、彼かの女じよになにを悩なやみ相談したか等。どうやらアンケートらしい。文章が行政的ではない。どうやら学校が作ったものではないようだ。説明文の最後には、川かわ越ごえ、の文字。

「お、雨あまケが崎さき。すまんが、協力してくれ」

　顔を上げると、いつの間にか近づいてきた川かわ越ごえの姿があった。細身の身体と、鋭するどい目付きのせいでスギの木のような印象を思わせる人だった。

　その整った外見と、物もの怖おじしない言動のおかげで、川かわ越ごえはクラスの王様的存在として君臨している。普ふ段だんなら彼かれの周りには人だかりができていて、最低でも二人以上の友人がいるのだが、今は彼かれ一人だった。そういえば、クラス全体での稲いな祭まつり観光を提案したのは、彼かれだった。

「もちろん匿とく名めいで構わない。アンケート用紙も、俺おれ以外は見ないようにする。まぁ、場合によっては、教師には見せるかも」

　クラスの王様は、もう動き始めているらしい。彼かれらしいと言えば、彼かれらしかった。

　オレが「また書いておくよ」と返事だけすると、川かわ越ごえは満足そうに別のクラスメイトのもとに行ってしまった。アンケートだけでなく事件の聞きき込こみも行っているらしい。女子たちは彼かれに話しかけられて嬉うれしいのか、口早に花はな園ぞのの噂うわさを話している。きっとこの教室で彼かれほど聞きき込こみに適した人材はいないのだろう。

　うーん、さすが川かわ越ごえだなぁ。

　オレは席に座すわりつつ、熱心に動き回る川かわ越ごえの姿を尊敬の念と共に眺ながめていた。川かわ越ごえの立ち振ふる舞まいは、嫌いや味みなく、尊敬できるものであったが──。

「……？」

　なんなんだろう？

　なにかが強い違い和わ感かんを訴うつたえる。川かわ越ごえだけでなく、この教室全体に。

　クラスには大きな変化があるわけではない。勉強するやつも、スマホでゲームするやつも、部活の後こう輩はいを呼んで練習メニューを議論するやつも、私立大学のパンフレットをめくるやつも、すべてが入り交じる三年四月の日常風景。そして、花はな園ぞのの失しつ踪そうを追う川かわ越ごえ優ゆう人と。

　でも、どこか変なのだ。掛かけ違ちがえたボタンのような、一問ずれてしまった解答用紙のような。

　その感覚を整理しようとする前に、やっぱり、いつもの頭痛がやってきて、オレは思考を止めた。







　休日の朝早くからオレと日ひ比び野のは、バスターミナルで待ち合わせすると、稲いな祭まつりの会場に向かった。稲いな祭まつりは、一年に何回も開かい催さいされる。地区毎ごとで各おの々おのが、秋から初夏にかけて公民館や民家で開かい催さいしていく。祭りと言えば、お盆ぼんの時期に、神社で多くの夜店を楽しみ、お神み輿こしをかついで花火を打ちあげるイメージが強いから不思議な感じだ。

　日ひ比び野のは、白黒のボーダーが入ったインナーに、薄うす手での焦こげ茶ちや色いろのコートを羽織っていた。下はジーンズ。そういえば、前回の稲いな祭まつりでもこんな服装だった気もする。可愛かわいいコーデは趣しゆ味みじゃないらしい。

　バスのなかで日ひ比び野のは珍めずらしく上じよう機き嫌げんだった。日本の祭り文化について絶え間なく語ってくれた。表情はＮＨＫのニュースキャスター並みに変化しなかったが、彼かの女じよがこれほど語ることもないから、おそらくテンションが上がっているらしい。

　呪のろいを解く手がかりとして祭り巡めぐりをしているといったが、それは彼かの女じよの趣しゆ味みでもあるらしい。

「稲いな祭まつりの特色を挙げてもキリはないですが、私は良りよう鬼きの特とく徴ちようが好きですね。つまりは、人間の味方である鬼おにです。山やま見み鬼おにが大地を割り、榊さかき鬼おにが精せい霊れいを呼び起こし、茂も吉きち鬼おにが地を鎮しずめる。もちろん各おの々おのの鬼おにの役割には諸説がありますがね。日本では『泣いた赤あか鬼おに』が有名ですが、良りよう鬼きはかなり珍めずらしい文化なんですよ。ここから僅わずか三十キロ離はなれた場所で『鬼おに祭まつり』という物がありますが、こちらは暴れる鬼おにを天てん狗ぐが懲こらしめる演劇がメインに据すえられています。ユーモラスに描えがかれるものの、鬼おにの扱あつかいが真逆ですからね」

　一気に語る日ひ比び野のを、オレはどうにも止める気にはなれなかった。彼かの女じよにしてはわかりやすく機き嫌げんが良さそうだったから。バスが到とう着ちやくして、やっと日ひ比び野のの蘊うん蓄ちくはとまる。

　周りを見み渡わたしても、森林が広がるばかりの山道だ。バスが過ぎてしまえば、車が通る気配さえない。積もった枯かれ葉はが白線を隠かくしている。停とまったバス停も半分以上錆さびていて、強く蹴ければ真っ二つに折れそうだ。ふと顔をあげて目に入ってくる獣けもの注意の看板が、良いい味をだしている。うーん、トトロとかいそう。

　バスから降りたところで、オレはずっと聞きたかったことを日ひ比び野のに尋たずねた。

「あのさ、そもそも稲いな祭まつりってどんな祭りだっけ？」

「私の解説を聞いたうえで、そのレベルの質問ですか？」と日ひ比び野のにため息をつかれる。「一言で言えば、大地の精せい霊れいを冬の眠ねむりから呼び覚ます祭りです」

「へぇ」

　その説明の限りでは、稲いな祭まつりは素そ朴ぼくで、平和な祭りのように思える。自然と過ごしてきた農村の伝統行事のイメージそのまま。少なくとも人が失しつ踪そうするような要素はない。

　しかし、その晩に一人の少女が消えているのだ。

「前回クラスで出で掛かけた祭りは違ちがいましたが、本来、稲いな祭まつりは、夜通し舞まい続ける祭りです。数十に及およぶ神事をこなし、ときに鬼おにの仮面を被かぶり、ときに剣けんや扇おうぎを手にして、何時間にもわたり舞まい続ける。伝統の継けい承しようが地域の絆きずなを深めて、受うけ継つがれた伝統舞ぶ踊ようは見るものに日本古来の文化を思い起こさせる。それがパンフレット的な説明ですね」

「なるほど……」

「なるほどって、アナタ、祭りを見たはずでは？」

「いや、すぐに体調を崩くずしたから……結局、会場にも近づけなかった」

「そうでしたね。今日は、慎しん重ちように行動しましょう」

　この前は、会場である建物に近づいただけで、頭がクラクラしてしまい、歩けなくなってしまった。あんな目に遭あうのは、もう勘かん弁べんしたい。

　山道を進んでいくと、すぐに視界は開けて、小さな民家と公民館が見えてきた。笛と太たい鼓この音が聞こえてくる。公民館の前には、いくつかの夜店と人だかりができている。赤あか提ちよう灯ちんがぶら下がっているわけじゃなくて、オレがイメージする祭りとはやはり少し違ちがうようだ。

「ここが稲いな宿やど。一階が、稲いな祭まつりの会場です。もう神事は終しゆう了りようしている時間でしょう。これから始まる舞まいの源流は、湯ゆ立だて神楽かぐら。湯の入った竈かまどを囲むようにして、舞まいが行われていきます。子供たちの花の舞まい、少年の四つの舞まい等が朝まで延々と続いていきます」

　日ひ比び野のがそう解説してくれる。彼かの女じよは言葉を続けながらも、稲いな宿やどのなかに入っていく。稲いな宿やどの周りには、百人以上の人がいたが、誰だれが地元民か、観光客か見分けがつかなかった。

「おさらいしましょう」

　日ひ比び野のは慣れた様子で、祭りの衣い装しようを身にまとった大人たちに頭を下げながら、稲いな宿やどを進んでいった。人の影かげで埋うめ尽つくされて、中の様子がまだ見えない。もう笛と太たい鼓この音が聞こえるので、誰だれかが舞まっているらしい。

「祭りは、時に超ちよう常じよう現象を引き起こします。集団失しつ踪そうを引き起こした伊い美み音ね祭まつりや、以前アナタが見た幻げん覚かくや幻げん聴ちようのように。決して論理的には説明できないものが発生します。それはおそらく花はな園ぞのさんの失しつ踪そうとは無関係ではありません」

「それを見つければいいんだよね？　あんまり自信はないけど」

　オレはもっと彼かの女じよに情報の確かく認にんをしたかったが、あっという間に、日ひ比び野のは会場の奥おくに入っていった。とはいっても、舞まい庭どと呼ばれる舞ぶ台たい自体が教室一個分より少し広い程度の面積しかないので、追い付こうと思えば、すぐに追い付けるのだが。

　だから日ひ比び野のに近づけなかったのは、もっと別の理由。

　オレは視界に飛とび込こんできた、光景に目を奪うばわれた、

　不思議な空間だった。オレの脳にある薄うすっぺらい、どの知識にもない舞ぶ台たいだ。神しん道とうなのか、仏教なのかもわからない。

　日ひ比び野のから教わった通り、舞まい庭どの中央には竈かまどが置かれている。そして、その竈かまどの上には、直方体の紙かみ飾かざりが吊つるされていた。無数の色紙が垂れて天てん蓋がいを作っている。そして、その立体を囲むように、切きり抜ぬかれた半紙が吊つるされていた。よく見れば切り絵となっている。笹ささと日の出、馬や蕪かぶらと様々である。直方体の紙かみ飾かざりが「湯ゆ蓋ぶた」、切り絵が「ざぜち」という名前だと、日ひ比び野のがバスのなかで解説していたような気がする。

　そして、中心で藍あい色いろの半はん纏てんをまとった三人の男が笛の音に合わせて、舞まっている。

　見たことのないはずの光景なのに、神聖だとは理解できた。

　曲が変わったと思ったら、次に小さな子供たちがでてきた。華はなやかな和装に、鳥とり籠かごのような笠かさを身につけている。これが花の舞まいらしい。ふと微ほほ笑えましい光景だと頰ほおを緩ゆるめて見ていたら、舞まいの時間が異様に長い。鈴すずと扇おうぎを振ふり回まわす激しい所作も続く。五分程度のお遊ゆう戯ぎとは訳が違ちがうらしい。一時間が平気で過ぎる。まだ肌はだ寒さむいのに、玉のような汗あせを流しながら扇おうぎを振ふっている。

　啞あ然ぜんとしていたら、小さな子供たちの代わりに、小学生程度の少年が交代で登場する。これもまた一つ一つが長い。剣つるぎ、扇おうぎ、木刀と持ちかえて、太たい鼓こと笛の音とともに舞まいが続行していく。これも一時間を超こえても、平気で続けていて、本当に夜通し舞まい続ける気なのだとゾッとした。

　一夜、竈かまどを囲んで舞まい続ける秘祭──稲いな祭まつり。

　稲いな祭まつりに行ったクラスメイトの一人が口にしていた。「正直、退たい屈くつだった」と。オレは目の前の光景を見て、そのコメントがズレていると確信した。

　そんな概がい念ねんでは推おし量はかれない熱量がそこにはあった。

　もとより、これは観光客を楽しませる舞まいなんかではないのだ。きっと神を楽しませる、そして、この土地に暮らす人々のための舞まいなのだろう。

　目が離はなせなかった。

　舞まい手は、無む我が夢む中ちゆうだった。表情は笑え顔がおなのに全身の動きで伝わる。片足での跳ちよう躍やくが何十と続き、小さな竈かまどを囲むように回り続ける。体力も限界のはずなのに、身体が止まることはない。舞まい手を囲む人々の掛かけ声ごえは、鳴り止やまない。

『てーほへてほへ　てーほとーへてーほへ』

　この掛かけ声ごえはどういう意味なのだろう？

　住民らしき大人からは野や次じが容よう赦しやなく飛とび交かう。鈍にぶいぞ、動きが小さいなどという罵ば声せいだ。端はたから見ていると、無茶言うなよ、とコメントしたくなる。それでも舞まい手は萎い縮しゆくすることはなく、むしろ、歓かん迎げいするようにより一層力強く跳とび跳はね、剣けんを振ふるう。きっと慣れているのだろう。稲いな祭まつりが悪態祭りと呼ばれるのも、日ひ比び野のから教わっていた。

　いくつかの舞まいが続く中で、この祭りの主役でもある鬼おにが登場した。真っ赤なもんぺと厳いかつい仮面の赤あか鬼おにだ。身みの丈たけほどある大きな鉞まさかりを、観客にぶつかるギリギリの距きよ離りで振ふり回まわした。歓かん声せいがあがる。てーほへてほへのリズムに合わせて、鉞まさかりを竈かまどに向かって振ふり下おろす。笛も太たい鼓こも掛かけ声ごえも、その鬼おにが鉞まさかりを大きく振ふり回まわす動作に観客は叫さけんで、小さな稲いな宿やどは熱気と声で埋うめ尽つくされていって──

『いますぐに逃にげて。そして、忘れないで』

　いつか聞いたあの声が、頭の中から聞こえたきた。

　前回の稲いな祭まつりと同じだ。

　オレの知らない誰だれかの声。

　不安が的中した。『どうしてそこまで言わなきゃいけないの？』とすぐに別の声が交じって、『また今度、また今度』とまた関係ない言葉が頭に響ひびいてくる。

　これは一体なんなのだろう？

　一いつ旦たん閉じた目を開けてしまえば、目の前の舞まいと重なるようにして、記き憶おくにない光景が浮うかんでくる。無数の旗と打ち上げられていく花火。そして、怒ど鳴なりあう人々と打うち壊こわされていく校舎。血まみれの鎧よろい武む者しやまで現れる。『曖あい昧まいなまま曖あい昧まいに答えてよ』目の前のスマートフォンには無限の言葉が流れていき、右上の時間がめまぐるしく動いていく。『ごめん、俺おれはそこまで君を──』やはり幻げん聴ちようはなりやまない。

「ひ、ひびの……」

　必死に絞しぼり出だす。

　あんな音で埋うめ尽つくされた会場で、こんな弱々しい声が聞こえるわけがない。

　オレは足の力が入らなくなって、立っていることもできなくなった。けれども、どちらの方向に倒たおれていくかもわからない。背中が誰だれかの足にぶつかる感かん触しよくがあって、そこでもう自分が崩くずれ落おちていることを自覚した。地面に頭をぶつける前に、とてもよく知っている人の声も聞こえた気がした。だが、やがて幻げん聴ちようと重なりあって、なにも見えなくなっていった。







　深い海底からゆっくり浮ふ上じようするように目を覚ます。

　まだ祭りの音が鳴なり響ひびいている。どうやら畳たたみに寝ね転ころがっているらしい。慌あわてて身体を起こすと、壁かべにかけられた時計が目にはいる。とっくに日は回って、深夜三時を迎むかえていた。まだ笛の音が聞こえてくる。

　周囲を見回すと、どうやら舞まい庭どの隣となりに備え付けられた和室らしい。ここで舞まいの衣い装しよう直なおしや、舞まい手が休養をしているのを先ほどまで見ていた。隅すみっことはいえ、大事な空間に、自分は吞のん気きに寝ねていたらしい。謝あやまらねばならない。申し訳なさ過ぎる。

　畳たたみの上で数時間眠ねむっていたせいで、腰こしと背中の節々が痛みを訴うつたえ、思わず呻うめく。

　そして、オレの横で座っている人ひと影かげを見つけた。

「おはようございます」

　当然、日ひ比び野のである。ずっとそばにいてくれたのだろうか。

　オレは彼かの女じよの姿を見つめたあと、率そつ直ちよくな感想を伝えた。「なんか味み噌そくさい」

「そういう演目があるのですよ……」と彼かの女じよはため息をついた。

　よく見れば、彼かの女じよの頰ほおに、茶色い土のようなものがついている。味み噌そなのか、それ。日ひ比び野のは指先で味み噌そを拭ぬぐうと、その汚よごれた指先でオレの頰ほおをつついてきた。ねちょっとした感覚がまとわりつく。

「開運祈き願がんです」

　詳くわしく知らないが、縁えん起ぎ物ものらしい。

　なぜ味み噌そ？

「雨あまケが崎さきさん、なにがありました？」

「前回と同じだよ。やっぱり幻げん覚かくや幻げん聴ちようが聞こえてきた」

　日ひ比び野のの問いにオレは間かん髪はついれずに答える。

　本当に前回の焼き直しといっても過言ではない。無数の声や光景が幾いく重えにも重なり合って、意識を保てなくなっていった。

「……そうですか」日ひ比び野のの浮うかない声。この現象がなにかを摑つかみあぐねているらしい。「幸い、アナタが稲いな祭まつりの力に敏びん感かんなのは助かりますが、どうにも具体的にわかりませんね」

「中ちゆう途と半はん端ぱに敏びん感かんで、ごめん」

「倒たおれる以外の行動パターンがないのですか、アナタは」

「酷ひどい言われようだ」

　日ひ比び野のは舞まい庭どの方に視線を向ける。

「道中でも少し説明しましたが、この稲いな祭まつりの本義は、生まれ清まりと言われています」

「たぶん聞き流していたと思うけど、それってどういう意味なの？」

「魂たましいの再生。修しゆ験げん道どうの思想ですね。一いつ旦たん死ぬことによって、罪を清めて転生する。それと共に、大地に眠ねむる精せい霊れいもまた復活させて、人々に活力を与あたえる。それが祭りの意義です。この激しい舞まいを一晩中踊おどることによって、舞まい手は我を忘れて偽いつわりの死を経験するんです」

「確かに、これだけ踊おどっていれば、朝方には死んだ気分になれそうだ」

「ただ、死からの復活──擬ぎ死し再生というワードと、アナタの身に起きている現象が一いつ致ちしない。アナタ、もしかして一回死にました？」

「物ぶつ騒そうなことを言うなよ」

　眠ねむっただけだ。

　地じ獄ごくの鬼おにの声を聞いたこともないし、三さん途ずの川かわも幻げん視ししていない。

　日ひ比び野のはオレの顔をじっと見つめる。

「そうですか……目が覚めたアナタが、穢けがれを知らない子供のような表情を浮うかべていたら、少し納なつ得とくできたのですがね……」

「濁にごった瞳ひとみで悪かったね」

　オレは日ひ比び野のを黙だまらせてから唸うなる。そもそも超ちよう常じよう現象の特定って無茶な話だよなぁ。

　いかんせん祭りについての教養もないオレは、未いまだに続けられる舞まいをただ遠くから見つめるしかなかった。

　オレがそうしてしばらく呆ほうけていると、初老の男性とたまたま目が合う。使い古された紺こん色いろの法はつ被ぴにも似た衣い装しようをまとった男性は、穏おだやかに笑うと、オレに歩み寄ってきた。

「あぁ、起きたんだ。大だい丈じよう夫ぶかい？」

　どうやら、この男性がオレにこの場所を貸し出してくれたらしい。

　オレはすかさず正座の姿勢になって、頭を下げた。大事な祭りの最中にぶっ倒たおれるなんて、さぞ迷めい惑わくをかけただろう。申し訳なさでいっぱいだ。

　彼かれはオレの謝罪を、笑いながら受け流してくれた。

「気にしないで。時々、寝ねちゃう人はいるから。倒たおれる人はさすがに珍めずらしいけどね」

「いや、ホントになんてお礼を言ったらいいか」

「それにキミ、きっとこの辺の子、じゃないよね？　珍めずらしいから嬉うれしくてね。君みたいな町外の高校生かな、若い子が泊とまりがけでくるなんて、そう多くないから。研究目的の大学生はよくいるけど……」

　どうやら見慣れない顔ぶれのオレたちに興味をもってくれたらしい。いくらお祭りといえ、さすがに駅からバスで一時間半の山やま奥おくに訪おとずれる人は少ないようだ。

　日ひ比び野のはオレに目配せしてくる。このチャンスを逃のがすな、ということらしい。同感。オレは男性に尋たずねた。

「はい、町外からです。あの、この祭りで…………不思議な現象とかが起きないか、と興味があってきました」

「変なこと目的だね」

「唐とう突とつすぎましたね……」

「オカルトっていうのかな。僕ぼくはあんまりわからないねぇ。ご利り益やくがあるとは信じているけど。あったらいいなって。よく祭りのチラシやホームページだと、『生まれ清まり』がこの祭りの目的って紹しよう介かいしているよ」

「そうですか……」と答えるしかない。申し訳ないが、それは日ひ比び野のに教えてもらっていた。

　男性はまたにこやかに笑う。

「うん、でも、僕ぼくはもっと別の価値があると思うんだよぁ、この祭りには」

「え？」

「舞まい庭どの中ではすべてが一いつ緒しよくたになっていくんだ」

　男性は何度も頷うなずきながら、舞まい庭どの方に視線をうつす。そこには、深夜になろうと構わず懸けん命めいに躍おどり続ける舞まい手の姿があった。

「昔はね、稲いな祭まつりの会場は、ここみたいな公民館じゃなくて誰だれかの民家だったんだ。だから、他の町からやってきた余よ所そ者ものはね、自分の家を会場にして、そこで初めて地区の仲間って認められたんだよ。一回自分の家を会場にしてしまえば、先月に引ひっ越こしてきても、もう百年前から住んでいたみたいに仲良くなっていく。この祭りには、そんな力があると思うな」

　オレは男性の言葉の意味をうまく吞のみ込こめなくて、しばらく、彼かれが見ている方向を、同じように眺ながめていた。

　やがて男性は立ち上がる。

「ほら、そろそろこの祭り一番の盛り上がりが始まる。そろそろ行くよ。アンタらも身体が無事なら、湯ゆ囃ばや子しくらいは交ざっていきな」

「参加してもいいんですか？」

「当然だよ、跳とび跳はねるだけでいいから」

　男性はそうにこやかに語ると、オレたちから離はなれていった。すぐに日ひ比び野のに今の情報を確かく認にんすると、彼かの女じよはぶつぶつと独り言を繰くり返かえしていた。

「生まれ清まり……再生……誰だれが？　舞まい手、だけではない？　そうですよね、踊おどり手だけが即そく身しん成じよう仏ぶつするのなら、それは祭りである必要はない……」

　オレが見ているのにも、気づいていない様子だ。

　無視されるのが寂さびしくなってきたので、オレは日ひ比び野のの肩かたを叩たたこうと手を伸のばす。が、直前で日ひ比び野のは「雨あまケが崎さきさん」と振ふり返かえってきた。

「湯ゆ囃ばや子しに参加しましょう」

「いいのかな？　オレ、また倒たおれるかもしれないけど……」

「申し訳ないですが、耐たえてください」

　そこまで彼かの女じよが頼たのむのなら、断る理由もなかった。

　どうやら稲いな祭まつりもクライマックスを迎むかえているらしい。てーほへてほへの掛かけ声ごえは次し第だいに大きくなっていく。舞まい手はずっと握にぎっていた剣つるぎや扇おうぎではなく、小さな竹たけ箒ぼうきのような道具を手にした、竈かまどの周りを舞まっている。足に力を加えて立ち上がる。体調は復活したみたい。

　オレは日ひ比び野のと共に舞まい庭どに降りていく。

　そして、次の瞬しゆん間かんにオレは思わず跳とびのいた。突とつ然ぜん、舞まい手が竹たけ箒ぼうきのような道具を竈かまどの中に突つっ込こんだかと思うと、それを豪ごう快かいにフルスイングしたのだ。

　竈かまどの中には、煮にえたぎったお湯が入っている。大量の熱湯が散さん弾だん銃じゆうのように飛とび交かい、観客は悲鳴をあげた。オレも「あっつ！」と喚わめいて逃にげる。舞まい手は、カメラを構えたオジサンにも容よう赦しやなく、熱湯を浴びせる。あのカメラに防水機能がなければ間ま違ちがいなく壊こわれただろう。

　男性が言っていたとおりだ。祭りの舞まい手も、観客も、他よ所そから合がつ併ぺいしてきた者も、子供も、大人も、みんな罵ののしり合いながら一つになっていく。やはり幻げん聴ちようや幻げん覚かくも目の前の風景に重なり合っていくが、先ほどよりは不快ではなかった。視界がぼやけ酩めい酊ていしていくことさえも心ここ地ちよい。

　そこでいつの間にか、隣となりに立っていた日ひ比び野のに腕うでを摑つかまれる。それから強ごう引いんに稲いな宿やどの外へ引っ張られていった。途と中ちゆう、竈かまどのすぐ隣となりを横切ることになってしまい、舞まい手に思いっきり狙ねらわれて、飛沫しぶきをかけられた。日ひ比び野のはオレを盾たてにして、器用にかわした。

「なにすんだよ、日ひ比び野のさん！」と声をあげる。

「わかったんです。この祭りの現象が」と彼かの女じよは口にする。

　やがて稲いな宿やどの外に出ると、彼かの女じよはオレを人ひと気けのいない場所まで引っ張っていく。いつの間にか朝を迎むかえ始める稲いな宿やどの外は冷ひえ込こんでいた。

　日ひ比び野のがオレに告げる。

「あの人の言葉通りです。稲いな祭まつりは『再生』を『共有する』祭りなのですよ。資料のこの一文を見てください。一番簡潔に書かれています」

　日ひ比び野のはカバンから分厚い本を取り出すと、一文を指差してくる。図書館で借りてきたらしい、やけに古い本だ。さっきはこれを濡ぬらさないために、オレを盾たてにしたらしい。日ひ比び野のが示した文章には、次のように書かれている。

『稲いな祭まつりの最後は、神仏と一体化した舞まい手が、観衆が共に踊おどることによって、その魂たましいの再生を人々に果たさせていく』

「……舞まい手と観衆、両方が魂たましいの再生をするってこと？」

「修しゆ験げん道どうの教理に基もとづく、この祭りの舞まいは『生まれ清まり』、魂たましいの再生を意味するんです。精せい魂こん疲つかれ果はてるまで舞まうことで無む我が無む心しんとなり、即そく身しん成じよう仏ぶつをして神仏と一体化する。そして、その再生した力を得た舞まい手は、最後、同じ舞まい庭どで観客と共に踊おどることで、魂たましいの再生を共有するんです。舞まい手だけでなく、他の民衆にも利益をもたらすからこそ、祭りとしての価値があった」

「……」

「あの祭りの日、アナタはなにかを『共有』しませんでした？」

　オレは言われるがままに、前回の稲いな祭まつりと、今回の記き憶おくを思い起こす。

　突とつ然ぜん体調が崩くずれたとき、オレの身になにが起こった？

「……ありえない声やそこにない景色が見えた」

「それは、アナタの身に覚えがある声や景色ですか？」

「いや、オレとは無関係。しかも、視点はドラマみたいな俯ふ瞰かんじゃなくて、誰だれかの視線を通しての、映像だったと思う」

　日ひ比び野のは資料を閉じた。

「湯ゆ囃ばや子しの最さ中なか、僅わずかですが、私も感じました。私一人だけじゃない高こう揚よう感かんがとめどなく溢あふれてきました」

「日ひ比び野のも？」

「おそらくアナタほどハッキリじゃないですがね。『記き憶おくや感覚の共有』おそらく、それがこの祭りの現象ですよ。アナタも心当たりはないですか？」

　他人の感情を共有する祭り。

　言われてしまうと、思い当たる節はあった。

「そういえば、日ひ比び野のさんに告白されたとき、身体がめちゃくちゃ熱くなった。血が沸ふつ騰とうしたみたいに」

「……腹立たしいですが認めましょう。それは、私の感情です」

　恥はずかしいような、怒おこっているような複雑な表情を浮うかべながら、彼かの女じよは同意する。

「とにかく、花はな園ぞのさんは前回の稲いな祭まつりでなにかを共有してしまった」

「なにか？　それって、もしかして」

「あの場に、他に彼かの女じよの知り合いがいないなら、もっとも考えられる可能性は一つ。そばにいたクラスメイトの記き憶おくと感情です」日ひ比び野のは頷うなずいた。「彼かの女じよは、級友の記き憶おく、あるいは、感情を共有した。そして、何かの因果か失しつ踪そうした」

　オレは祭り会場を思い出す。少なくとも花はな園ぞのが、教室以外の知り合いを見つけた様子はなかった。

「鍵かぎは、あの教室です」

　そう日ひ比び野のは断言した。

「そこに花はな園ぞの玲れ奈なの行ゆく方えを辿たどるヒントがあるかもしれません」

　思わぬ経けい緯いで、事件がぐっと身近に引き寄せられていく。クラスの風景が脳のう裏りに流れる。そこで彼かの女じよが行ゆく方え不明にならざるをえない事件があった？

「今度調べるのは、教室か」

「えぇ、痛つう烈れつに嫌いやな予感がします」

　そこで日ひ比び野のは大きく息を吐はいた、その顔には、疲ひ労ろうが濃こくあらわれている。彼かの女じよは徹てつ夜やで祭りを見続けたのだろう。オレだって途と中ちゆう眠ねむってしまったとはいえ、まぶたが重い。

　まだわからないことだらけだが、たった一晩で花はな園ぞのの巻まき込こまれた怪かい奇き現象を予想したのだ。十分すぎる活かつ躍やくだった。







　帰りの臨時バスのなかで、案の定、意識が飛んでいた。一時間ほど揺ゆられて、やっと目が覚める。後ろの席を見れば、日ひ比び野のは起きて窓の外をじっと見ていた。もう回復していた。彼かの女じよの寝ね顔がおは少し見たかったから、ちょっと惜おしい。しまった。

　オレは彼かの女じよの隣となりに移動すると、今後の方針を考えた。少し休んだおかげで、頭の働きが少しマシになった。

「しかし、このあと、どう調べていけばいいんだろう？」

　駅のバスターミナルにバスが入っていく。円形状に作られたレーンを半周したところで、停留所に到とう着ちやくした。

　休日の朝のバスターミナルは、人がまばらだ。これから旅行にでも行くのか、大きなショルダーバッグを肩かたに下げたグループが数個いるくらい。

「稲いな祭まつりが、感情と記き憶おくの共有をもたらす。花はな園ぞの玲れ奈なの失しつ踪そうには、その力が関かん与よしているかもしれない。共有したとしたら、クラスメイトの記き憶おくと感情が有力候補。とりあえずの仮説だけど、この先なにを調査すればいいんだろう？」

　オレが整理していると、日ひ比び野のがオレの肩かたを叩たたいてきた。

「幸い、都合のいいことに」彼かの女じよは窓の外を指差す。「花はな園ぞのさんに詳くわしそうな方がそこに」

　オレが日ひ比び野のの指先に視線をやると、そこには一人のクラスメイトの姿があった。真しん剣けんな表情で電光掲けい示じ板ばんを睨にらんでいる。

「川かわ越ごえ？」

　クラスの王様が立っているのは、西さい栄えい地区行き──つまりは、さっきまでオレたちが稲いな祭まつりを見ていた地区に行くバスの停留所だった。

　日ひ比び野のはもはや慣れた手つきでオレのスマホを操作すると、イヤホンを渡わたしてきた。川かわ越ごえと話してこい、という指示らしい。「あんまり川かわ越ごえと仲が良いいわけじゃないんだけどな……」と不満を漏もらしてみたが、採用されるとは思わない。オレはそのイヤホンを右耳にいれると、髪かみを整えて覆おおい隠かくす。

　せっかく花はな園ぞのの調査が進みそうなのだ。ここで人見知りになっている場合ではない。

「お、雨あまケが崎さきか。どうした、こんな朝早くに」

　オレが川かわ越ごえの方に歩いていくと、こちらから話しかける前に、向こうがオレの存在に気づいた。

「こっちこそって感じだ。川かわ越ごえも、朝早いね」

「俺おれは今から花はな園ぞのが消えた現場に行くつもりだが……」そこで川かわ越ごえは、オレが近づいてきた方角を見た。まだオレたちが降りたバスが停とまっている。

「そうか、お前は稲いな祭まつりに行っていたのか」

「うん」

　隠かくすつもりはなかったが、あっさり看破されると、少したじろいでしまう。

「花はな園ぞののことを気にかけて、でいいんだよな？」川かわ越ごえは紺こん色いろのリュックを背負い直す。「意外だな。お前がここまで花はな園ぞのの捜そう索さくに前向きだなんて」

「そうかな？」

「悪いが、花はな園ぞのと仲が良いいとは見えないからな。でも嬉うれしいよ。あるいは、なにか裏でもあるのか？」

　川かわ越ごえの目が細まる。どうやら川かわ越ごえはオレを疑っているらしい。自分より大きく、ガタイのいい人間に睨にらまれると、嫌いやでも萎い縮しゆくしてしまう。

　祭りの超ちよう常じよう現象が事件に関係しているかもしれない。なんて伝えても信用されないだろう。花はな園ぞのを取とり戻もどさないと不幸に遭あう気がするから、も同様。

　オレは頭にしつこく絡からみつく睡すい魔まをふっとばしながら、閃ひらめいた噓うそを並べる。

「実は、オレは──花はな園ぞのさんのことが好きなんだ」

　そう口にした瞬しゆん間かん、耳元から日ひ比び野のの冷静な声が流れる。

『アナタ、川かわ越ごえさんもまた花はな園ぞのさんを好きなら、どうする気です？』

　しまった。それは考えていなかった。

　やはり頭の回転がまだ鈍にぶいのか。言われてみれば、花はな園ぞのを救うために、こんな早朝からバスに乗って現地に向かう川かわ越ごえが、花はな園ぞのに惚ほれているという可能性は十分にありそうである。

「それは……本当なのか？」

　オレの答えが意外だったのか、川かわ越ごえの目が丸くなる。オレは次の瞬しゆん間かんには、敵意丸出しの睨にらみをぶつけられることを覚かく悟ごしながら、川かわ越ごえの言葉を待った。

「嬉うれしいな」

　けれども、彼かれが口にしたのは、心底から嬉うれしそうな微笑ほほえみだった。まるで息子むすこの成長を祝う父のような顔。

　そして、クラスでもたまにしか見せない上じよう機き嫌げんの笑いを見せる。オレの肩かたを叩たたいて彼かれは破顔していた。

「そうか、そうか。とうとう玲れ奈なの良さをわかってくれる男が現れたか。そうだよな！　アイツはあんなに頑がん張ばっているもんな。なんだよ、雨あまケが崎さき。もっと早く教えろよ、水みず臭くさい」

　水みず臭くさいも、なにも、オレは川かわ越ごえとはさほど仲良くないはずだが。

　彼かれは嬉うれしそうにオレの肩かたに腕うでを回すと、口にした。

「雨あまケが崎さき、ちょっと話でもしようぜ」







　川かわ越ごえに案内されたのは、駅ビルの地下にあるファストフード店だった。彼かれはそこでコーラを注文して、オレはアイスコーヒーと朝食がわりにサンドイッチを注文する。窓まど際ぎわの席に向かい合わせで座すわると、まず気になったことを尋たずねてみた。

「えぇと、川かわ越ごえと花はな園ぞのさんはどういう関係なの？」

　ずっと川かわ越ごえは彼かの女じよを苗みよう字じで呼んできた。それが突とつ然ぜんに「玲れ奈な」ときた。

「一言で言えば、幼おさな馴な染じみだよ。幼よう稚ち園えんからの付き合い。俺おれたちの姉が友人で、その縁えんで家族ぐるみの遊ぶ機会が多かったんだ」

　知らなかった。

　川かわ越ごえも花はな園ぞのも、共に教室では人気者であるが、二人きりで話している光景は見かけたことがない。

「中学に入ったくらいから、あんまり話さなくなったけどな。男女の幼おさな馴な染じみなんてどこもそんなもんだろ。半年に一回くらい、アイツから遊びには誘さそわれるくらいだ」

　川かわ越ごえは遠い景色でも眺ながめるように窓に顔を向ける。もちろん地下だから、通路と飲食店しか見えない。

　半年に一回遊びに行くだけでも、十分仲が良さそうだ。オレには幼おさな馴な染じみと呼べる人はいないが、きっとそれ以下の交流が大半だろう。周囲の友人も、アニメにいるような幼おさな馴な染じみが現実にいないことを嘆なげいている。

「でも、まさか雨あまケが崎さきが、玲れ奈なのことを好きだったなんてな。本気で嬉うれしいよ。アイツにずっと彼かれ氏しができないことを心配してたんだ。月並みな表現だけど、アイツはいいやつだ」

「あぁ、うん。もちろん、その話もしたいところだけど、やっぱり花はな園ぞのさんの失しつ踪そうについて聞きたいな……」

　噓うそを積み重ねても、すぐにボロがでそう。オレはさっそく本題に入ることにした。

「川かわ越ごえ。率そつ直ちよくに訊きくよ。花はな園ぞのさんは、なにか困っていることはなかったのかな？　彼かの女じよが抱かかえていた事情を、知りたい」

「やっぱり、そこが一番気になるよな。玲れ奈なが好きなら当たり前か」川かわ越ごえは飲み物を一気に飲み干してから答える。「すまんな。期待に沿えない。現在、調査中。クラスメイトと知り合いに片かたっ端ぱしから電話をかけてる。まだ有力な情報はないよ」

「そっかぁ……」

「ただ、これかもな、っていう見当はある」

　見当？

「なに？」

「悩なやみ相談」と彼かれは率そつ直ちよくに応えた。「玲れ奈なは、クラスメイトからの悩なやみ相談によくのっていた」

「一応耳にしたことがあるよ……オレも噂うわさでしか知らないけど、花はな園ぞのさんって、その悩なやみ相談の達人？　で有名だったんだよね？」

　疑問を連投しながら質問をすると、川かわ越ごえは少し意外そうに口をあけた。

「逆にお前はそれしか知らないのか？」

「あ、うん。オレ、結構その辺のクラスの事情に疎うといしね」

「そうか。そうだよ。玲れ奈なが、悩なやみ相談の達人という名声があったのは本当だ。アイツが言うには、大体、このクラスの大半が相談していたらしいな」

「た、大半？」

　オレは聞き返してしまった。三年六組のクラスは、三十人と少し。その半分以上の人間が彼かの女じよに自分の悩なやみを打ち明けた？

　そもそも高校生って、そんな悩なやみ相談をクラスメイトにするものなのか？

「もちろん全員同時じゃないだろうけどな。一年近くの累るい計けいだ」

　そう川かわ越ごえがフォローするが、それでも凄すごい数であることは変わりない。

　そういえば、藍あい沢ざわも、岩いわ泉いずみも、花はな園ぞのに悩なやみ相談をしていたことは語っていたように思える。

「だから、雨あまケが崎さきが知らなかったことが少し驚おどろきだ。お前、人間付き合い悪かったか？　そんなに浮ういているようにも見えないけど」

「いやあくまで話は知っていたけど……でも、そこまで安心の実績のある人だったなんて……」

「安心の実績……胡う散さん臭くさい占うらない屋のキャッチコピーみたいだな。とにかく信しん頼らいが篤あつかったんだよ、アイツ。彼かの女じよ自じ身しんめちゃくちゃ熱心に話を聞いていたようだしな」

「それでも飛とび抜ぬけた数字に思えるけどね……」

　たれ気味の目元を決して吊つり上あげることなく、常に上品に笑っている花はな園ぞのの姿を思おもい浮うかべる。彼かの女じよに悩なやみ相談したくなる気持ちはわからなくもないが。

　素す直なおに感想を漏もらすと、目の前にいるクラスメイトはしばし沈ちん黙もくをした。中身のなくなった紙コップの縁ふちを指でなぞって「まぁ、雨あまケが崎さきにならいいか」と呟つぶやく。

「実を言うとな、花はな園ぞの玲れ奈なが悩なやみ相談の達人なんてのは、元々は俺おれがついた噓うそだ」

「え？」

「頼たのまれたんだよ、玲れ奈なに。去年の夏くらいかな、『自分自身を変えたい』『クラスの人から信しん頼らいされる人間になりたい』って。それでお互たがいに案を出しあって、悩なやみ相談っていう事になった。アイツは真面目だから、カウンセリングの本とか、ネットの相談掲けい示じ板ばんとか勉強しまくってさ。俺おれが玲れ奈なの噂うわさを広めたら、うまく定着した。元々あんまり目立たなかった玲れ奈なが、悩なやみ相談の達人で定着したのは、そんな経けい緯い」

「なるほど……さすが川かわ越ごえって感じ」

　きっと川かわ越ごえが広めたならば、間ま違ちがいはないだろう。川かわ越ごえだって人気者だから、相談事を持ちかけることが多いのかもしれない。そんな時彼かれが『花はな園ぞのに相談するといい。アイツは聞き上手なんだ』と誘ゆう導どうする。あっという間に、花はな園ぞのの名声は轟とどろくに違ちがいない。

　オレは素す直なおに褒ほめたが、彼かれは首を横に振ふった。

「あくまでキッカケだよ。一部がオレの成果であることは自負するが、そこから口コミで広まった名声は紛まぎれもなく、玲れ奈なの人ひと柄がらの賜たま物ものだ」

「……」

「まぁ、なんとなく、俺おれの言いたいことは想像できたよな」

　オレは同意した。

「つまり、花はな園ぞのさんが悩なやみ相談を引き受けていく中で、なにかトラブルを抱かかえたんじゃないかってこと？」

「正解。まぁ、誰だれでも考えつく発想だ」

「うん」

「最悪な気分だよ。もしかしたら、俺おれのせいで行ゆく方え不明になったのかもしれない。こんな状じよう況きようとなった今となっては後こう悔かいしかない」川かわ越ごえは触ふれていた紙コップを勢いよく握にぎりつぶした。「ずっと気にかけていたんだがな……余計なものを背負いすぎないか。玲れ奈ながあまりに前向きだったから、油断していた」

　耳元のイヤホンから『それで責任を感じているんですね、彼かれは』と日ひ比び野のの声が漏もれてくる。

　川かわ越ごえはテーブルの上で悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめている。そして、指先が赤く染まりきったあとで、ゆっくり拳こぶしを開いた。

「玲れ奈なは、ひたむきだったよ。そこに下心や優ゆう越えつ感かんが全く無かったとは言わないが、それ以上に、相談相手からの信しん頼らいに応えようと必死だった。抽ちゆう象しよう的てきな悩なやみにうまく答えられずに相手を不ふ機き嫌げんにさせてしまったり、聞いていくうちに全然事実と違ちがうこともわかって困こん惑わくしたり、悩なやみ相談もけっこう大変だったそうだ。本人は楽しい思い出の一つのように語っていたがな」

「……」

「まぁ、いい。雨あまケが崎さきはなにか情報を得ているのか？」

　オレはそこで川かわ越ごえに祭りの力について話そうか、逡しゆん巡じゆんする。すぐに出た答えは、ノーだった。きっとオレの言葉を簡単に信じられるわけがないだろう。

　日ひ比び野のも『川かわ越ごえさんには申し訳ないですが、やめておきましょう』とイヤホン越ごしに呟つぶやく。

「…………いや、まったく」と返事をする。「オレが知っているのは、アンケートに書いた通りだよ。稲いな祭まつりの日、オレは泣いている花はな園ぞのを見た。それだけだ」

「あぁ、読んだよ。お前の他にも、泣いている玲れ奈なの証言はある……あるが、その泣いている原因が不明じゃどうしようもない」

「うん。ごめんね、あまり決定的な情報じゃなくて」

「いや、まず玲れ奈なを気にかけてくれる気持ちが嬉うれしい。またなにかあったら教えてくれ」

　川かわ越ごえは肩かたを揉もみほぐしたあとで、立ち上がった。もう出発するらしい。

　そこで川かわ越ごえは現場検証にオレを誘さそってくれたが、オレは断らせてもらった。彼かれについていきたい気持ちもあるが、いかんせん身体がついてこない。さっきから頭の後ろあたりで、電気がパチパチ弾はじけて限界を伝え続けている。

「現場に行く傍かたわら、俺おれは電話でクラスや友人の聞きき込こみを続けるよ。なにかわかったら連れん絡らくする」

「うん、オレもすっごい助かる。ありがとうね」

「お礼を言いたいのは、こっちのほうだ。玲れ奈なのこと、絶対に見つけような」

　頼たのみたいと思っていた協力だったので、川かわ越ごえの方から打だ診しんしてくれるのはありがたい。オレは川かわ越ごえに頭を下げて、彼かれを見送った。

　思いがけず、また一つ調査を進めることができた。花はな園ぞのの悩なやみ相談について、そして、頼たよりになりそうな協力者も。

　そこでオレは堪こらえきれず大きな欠伸あくびをしてしまった。さすがにもう限界だった。頭に浮うかぶのは白い枕まくらとシーツの絵。

　オレと日ひ比び野のはまずは十分な睡すい眠みんをとることで合意して、解散することにした。







　結局、その日は夕方まで眠ねむり込こんでしまった。起き上がったときには日は暮れていて、花はな園ぞのの調査は情報整理に留とどめる程度しかできなかった。

　ただ、自分で言うのもなんだが、ほとんど満点に近い働きをしている。

　悪くないはずだ。

　決定的な情報はいまだに摑つかめないとはいえ、調査は問題なく進行している。

　稲いな祭まつりの力は理解できた。花はな園ぞのの周辺状じよう況きようは、川かわ越ごえが調べてくれているし、それについての情報は与あたえてくれる。第一、失しつ踪そうなんて大事件が何にも予兆がなく起きるわけがないのだ、ストーカーに悩なやまされていた、常になにかに怯おびえる素そ振ぶりを見せていた、行ったことのない街の地図をよく見るようになった、悪い男と付き合いだすようになった、等いくらでもありそうだ。きっと川かわ越ごえが見つけてくれるに違ちがいない。もちろん、自分だって微び力りよくながら、協力するつもりでいる。

　仮になにかの拍ひよう子しで、山に迷まよい込こみ、そこで熊くまに襲おそわれたという単純な事件ならば、とっくに警察が痕こん跡せきを見つけているだろう。そんな突とつ発ぱつ的てきな出来事ならば、それこそ痕こん跡せきが残らないはずがない。

　間ま違ちがいなく、真相には近づける。その、はず。

　電話でそのことを日ひ比び野のとまとめる。

《まずは、明日、川かわ越ごえさんの聞きき込こみの結果を待ちましょうかね。少しの手がかりさえあれば、彼かの女じよの居場所が判明できるかもしれません》というのが日ひ比び野のの意見。オレは同意して、電話を切った。今後も続くであろう調査に向けて英気を養わねば、とベッドに横たわる。

「花はな園ぞのさんは今どこにいるんだろうな……？」

　今、生きているのかもわからない級友の名前を口にする。

　本当に、クラスメイトの記き憶おくを共有したのだろうか？

　そして、それは彼かの女じよを行ゆく方え不明に追おい込こむ問題だったのだろうか？

　四月もそろそろ終わりに近い。夜になると、まだ上着を羽織らずにはいられない。まだ花はな園ぞのは、西さい栄えい町ちようの山やま奥おくにいるのだろうか？　それとも、オレたちの知らない民家のどこかに匿かくまわれているのだろうか？

　とりとめのない思し索さくをしているところで、突とつ然ぜんにベッドに置かれたスマホが鳴り出した。日ひ比び野のだろうか、と思ったら、川かわ越ごえ優ゆう人との名前が表示されている。「観光地を背景に微笑ほほえむ自分」という外見偏へん差さ値ち六十以上に許されたアイコンが、画面に映し出されていた。

「川かわ越ごえ、おつかれさま。こんな時間に一体、」

《雨あまケが崎さき、大変なことになった》

　緊きん迫ぱくした声。眠ねむ気けが一気に吹ふっ飛とぶ。

「どうしたの？」

《確かく認にんさせてくれ。お前、本当に玲れ奈なの行ゆく方え不明に心当たりはないんだな？》

「もちろんだ。オレが話せる情報はすべて伝えてある」

《そうか……》

　川かわ越ごえが次の言葉を繰くり出だすまでに、数秒かかった。

《すまんが、明日の学校は覚かく悟ごしてくれ。詳くわしくはそのとき語る》

　そこで通話が終わる。

　これほど他人を不安にさせる会話もないだろう。川かわ越ごえもそこまで配はい慮りよできる余よ裕ゆうがなかったのか。

　日ひ比び野のの言葉を借りるならば『痛つう烈れつに嫌いやな予感がした』。







　結論、川かわ越ごえは非常に優やさしかった。

　本当にありがたい。彼かれの言葉通り、覚かく悟ごしていかねば、オレはきっと逃にげることさえもできなかっただろう。その場で気を失い、昏こん倒とうしてしまいそうだ。

　翌朝、教室を訪おとずれると、教きよう卓たくの前に級友が群がっていた。中心にいるのは川かわ越ごえ優ゆう人と。ちょうど花はな園ぞのの失しつ踪そうが発覚したときと同じ構図。男子も、女子も、笑い方を忘れたかのような真しん剣けんな表情で言葉を交かわし合っている。時に怒ど鳴なり、時に宥なだめて、議論は白熱しているようだった。

　ただ違ちがうのが、オレが現れたときの皆みなの反応だった。

「雨あまケが崎さき……」と誰だれかがオレの姿を見つけるなり、口にした。

　その言葉に倣ならうように、誰だれもがオレの姿に視線をうつす。さっきまで騒さわがしかったのに、一いつ瞬しゆんだけ教室が完全に無音となった。

　どうしたの、と言おうとして、声がでなくて失敗する。

　唾つばを飲のみ込こみ、もう一度挑ちよう戦せんして、やっと「どうしたの？」の五文字を発音することができた。

「花はな園ぞのの……最後の目もく撃げき情報があった」

　真っ先に答えてくれたのは、川かわ越ごえだった。彼かれがこんな小さな声で喋しやべるなんて珍めずらしい。

　それ以上川かわ越ごえは何も言わずに、代わりに、別のクラスメイトが言葉を続ける。

「花はな園ぞのは、ある人間と話したあと泣き出して会場から去った。遠くからたまたま目もく撃げきしていた俺おれたちが止める間もなく、祭りの会場から離はなれていった。それが最後の花はな園ぞのの目もく撃げき情報だ」

　心臓がかつてないほどの音を立てる。決して口に出したくない質問をオレはしなくてはならなかった。

「花はな園ぞのを泣かせたのは誰だれ？」

　答えたのは川かわ越ごえではなく、別のクラスメイトだった。

「お前だよ、雨あまケが崎さき」

　教室の空気が凍こおりつくのがわかった。

　オレは不思議な感覚を味わっていた。身体の芯しんは凍こおりついたように冷たいのに、汗あせだけが滝たきのように全身から流れ出す。

　クラスメイトの視線が、一気にオレに集まっているのがわかる。数十を超こえる瞳ひとみがオレを捉とらえた。

「ちょっと待って。なにかおかしいぞ」

　思わず声を上げた。

　どういうことだ？　事実と食くい違ちがう。

「確かに、あの日、オレは花はな園ぞのさんと出会った。だが、その時点で既すでに泣いていた。オレが泣かせたわけじゃない」

「あの日、花はな園ぞのは稲いな祭まつりを見学中、トイレに一人向かった。そのときはまだ平静だった…………そのあと、俺おれたちは見たんだよ。林の中で雨あまケが崎さきと別れて、泣きながらそのまま会場から去っていく花はな園ぞのを」

「だから、オレは林の中で泣く花はな園ぞのさんに声をかけただけだ。その前を知らない」

「その証しよう拠こは？」

「はぁ……？」

　喉のどが詰つまったような錯さつ覚かくを覚える。

　証しよう拠こだと？　そんなものあるわけがないだろう。

　そこでオレはずっと胸の中にあった嫌いやな予感の正体をようやく摑つかむことができた。

　泣いている人間に話しかけるという行こう為いの危険性なんて思いつきもしなかった。雨あまケが崎さき誠せい也やが林の中で彼かの女じよに危害を与あたえた可能性を決してオレは否定できない。

　救いを求めるように川かわ越ごえを見る。けれど、その口からオレへのフォローの言葉は決して発せられなかった。そういえば、彼かれは言っていた。『泣く花はな園ぞのには複数の目もく撃げき者しやがいる』と。なるほど、すべては『オレと会話したあと』の証言しかないらしい。

　思考だけは回ってくれる。

　結論、オレを弁護する情報なんて一つもないのだ。

「……どういうことだよ。雨あまケが崎さき」それは一人のクラスメイトの言葉。けれど、きっとこの場の総意であっただろう。「お前、最後に花はな園ぞのになにをした？」

　花はな園ぞの玲れ奈なが失しつ踪そうした。

　生死さえも不明である。

　誰だれからも悩なやみ相談を受けていたクラスの人気者は今いま頃ごろ、山やま奥おくで冷たくなっているのかもしれない。

　そして、その花はな園ぞの玲れ奈なを追おい詰つめた一番の容疑者はオレだった。




　オレは何も知らない。オレは何もわからない。

　そんな都合のいい言葉なんて吐はけるわけがないまま、ただ時間は過ぎていった。
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　オレは、力なく横たわっていた。

　保健室のベッドで。

　授業なんて知らない。サボるしかない。少なくとも、あの重苦しい教室に一秒でもいたくなかった。なんなら帰りたかった。鞄かばんを教室に置き忘れたことを、心底から後こう悔かいしている。やってしまった。

　クラスメイトの厳しい視線は、ホームルームが始まるまで続いた。それも一いつ旦たん解放されたに過ぎないけれど。

　自分と会話したのち、花はな園ぞのは泣き出して祭り会場から姿を消した。

　その後ご花はな園ぞのは行ゆく方え不明となっている。

『雨あまケが崎さき、なにか心当たりはあるんだろ？　ないわけないだろ。一人の人間を泣かせて、失しつ踪そうさせたんだぞ。なぁ？　なんか言えよ』

『……オレと出会う前から、花はな園ぞのは号ごう泣きゆうしていた』

『なら、なんで何も対処しなかった？　林の中で、一人泣いていたなら十分異常だろ』

『だから、話しかけたんだ。でも、その時点で失しつ踪そうなんて頭によぎるわけがない』

　必死に自己弁護の言葉を並べ立てるが、みっともないだけだった。相手の言い分ももっともだ、と理性が叫さけんでいる。元気な顔で別れた女の子が、ある男と話したあと、涙なみだを流して会場を去った。誰だれだって、その男を疑うし、問とい詰つめる。

　無数の疑いの目がオレに突つき刺ささる。なんだか四し肢しに重りをつけられたみたいに、身体は動いてくれない。

『お前ら、少し落ち着け。ちょうどいい機会だ。雨あまケが崎さきじゃなくてもいい。誰だれも知らないのか、花はな園ぞのの手がかりを』

　クラスメイトに摑つかみかかられそうになった時点で、ようやく川かわ越ごえがとめてくれる。けれども、誰だれもオレから意識を外してくれる者はいなかった。一番の容疑者が決まっているんだから、それを追つい及きゆうするのが先決なんだろう。オレだって立場が違ちがえば、そうしていた。

　誰だれかなんとか言ってくれよ。

　雨あまケが崎さきは何も知らないって。

　オレが次し第だいに口のなかが渇かわいていくのを感じていると、教室の隅すみから透すき通とおるような声が聞こえてきた。

『一ついいですか？』と。

　クラス全員が振ふり向むく。きっと大半が、彼かの女じよの声さえまともに聞いたことがないに違ちがいない。

　日ひ比び野のは手にしていた本に栞しおりを挟はさみ、オレを囲む集団に歩み寄っていく。

『私はこのクラスにまだ馴な染じめていませんが、花はな園ぞのさんの噂うわさは聞いています。悩なやみ相談の達人と。ですが、第三者から見れば、そんなの重荷にしかならないと思うのですが？』

　死神の異名と共に恐おそれられている彼かの女じよの言葉は、一つ一つが身体に浸しん透とうしていくようだった。反論もなく、皆みなが彼かの女じよに注目している。

『あるいは、悩なやみを聞いていくうちに事件に巻まき込こまれることもあるでしょう。元々精神が不安定だったのでは？　その予兆を誰だれも感じ取っていないのですか？』

　日ひ比び野のはオレを護まもろうとしてくれているのだ。そのことに感謝しつつ、オレは言葉を重ねた。

『そうだよ、川かわ越ごえ。この土日を使って、ずっと聞きき込こみをしていたんだろう？　なにか他に有力な証言はないのか？』

　まったく存在しないことはありえない、という予想を立てたことを思い出す。一人の人間が消えるなんて異常事態に痕こん跡せきが残らないはずがない、と。オレはその証言を聞くために学校に来たのだ。

『なにもなかった』

　けれど、川かわ越ごえが告げたのは、あまりに簡潔な言葉だった。

『必死に探したし、少しでも不ふ審しんな態度をとったやつには問とい詰つめた。でも、誰だれも知らない。アイツは何も変わらないまま学校生活を送り、友人関係を育はぐくみ、悩なやみ相談をこなし、そして、そのまま消えていった。本気で手がかりがないんだよ』

『噓うそだろ……』

『そもそもアイツが音信不通となる前から、ずっと俺おれは心配だった。彼かの女じよでは手に負えないトラブルを背せ負おい込こむことも、相談そのものが次し第だいに負担になること、勘かん違ちがいした男から執しつ拗ようなアプローチをかけられること。そんなの心配して当然だろう。決して頻ひん度どは多くないが、月に一度はメッセージのやり取りをして気にかけていたよ。でも、アイツがオレに弱音を吐はくことはなかった』

　川かわ越ごえの言葉に、すかさず日ひ比び野のが反論する。

『そんなに仲が良かったのですね。だからこそ相談できなかったこともあるのでは？』

『否定はしない。だがな、稲いな祭まつりの直前で、花はな園ぞのが語ったのはまったく別のことだった。「もっと頼たよりにされたい」と。困ったことはないか、と尋たずねる俺おれにそんなメッセージを送ってきたんだよ。「みんなの話をもっと聞きたい」って』

　川かわ越ごえが漏もらした新しい情報に、また思考が追いつかなくなる。さすがの日ひ比び野のも同様だった。すぐに言葉を繰くり出だせず、川かわ越ごえの聞き手となっている。

『だから、俺おれも悩なやんでいるし、わからない。仮に悩なやみ相談を引き受けすぎて、トラブルを抱かかえた人間がそんな言葉を漏もらすか？』

　誰だれかが『もう警察のお仕事なんじゃねぇの？』と諦あきらめのような言葉を口にする。

『それがわからないから推理しているんだろ』その言葉に誰だれかが返す。『それに雨あまケが崎さきの会話の後、泣き出した理由が説明つかないね』

　クラスメイトが再び沈ちん黙もくするのと、オレに刺さすような視線をぶつけてくるのがわかる。さっきから稲いな祭まつりの日の花はな園ぞのとの会話を思い出しているが、彼かの女じよは頑かたくなに自身が泣いている理由を口にしなかった。

『おい、雨あまケが崎さき……お前、祭りのとき、突とつ然ぜん走り出したよな？　アレはなんだ？』とまた誰だれかが糾きゆう弾だんしてくる。

　答えは一つしかない。『体調を崩くずしただけだ。花はな園ぞののことは何も知らない』

　その答えが気に食わなかったらしい。

　次の瞬しゆん間かんに、一人の男子が殴なぐりかかってきた。彼かれの拳こぶしがオレに到とう達たつする直前で、別の男子が食い止める。それでも暴れ続けて、教室は一時騒そう然ぜんとなる。机や椅い子すが蹴けり飛ばされて。オレのすぐ横を転がっていく。小さな悲鳴がいくつもあがる。ふざけるな、とオレへの罵ば声せいはやまない。

『雨あまケが崎さき、お前は逃にげろ』

　気づけば、川かわ越ごえがオレの肩かたを摑つかんで、教室の外に引っ張っていく。オレはその握あく力りよくに従うしかなかった。

『川かわ越ごえ、これはどういうことだ？』

『昨日の夜、聞きき込こみをしていたら発覚した。残念だが、噓うそをついているようには思えない』

　廊ろう下かに脱だつ出しゆつしながら、オレと川かわ越ごえは情報を交かわした。

『なぁ、川かわ越ごえ……』心臓が張はり裂さけそうになっているのを感じながら、オレは尋たずねた。『川かわ越ごえは、オレを信用してくれるのか？』

『察しろ。甘あまえるな』

　川かわ越ごえはオレの肩かたから手を離はなすと、急ぎ足で教室の方に戻もどっていく。オレはしばらく川かわ越ごえの背中を見ていたが、他の教員に見つかる前に保健室に進むことにした。教室に戻もどるという選せん択たく肢しは一いつ切さい浮うかばなかった。

　以上が教室で起きた惨さん劇げきである。

　保健室のベッドは、固い。

　始業を知らせるチャイムはとっくに鳴っていたが、身体を起こす気にはなれなかった。きっとクラスに戻もどれば、あの魔ま女じよ裁判のような糾きゆう弾だんが再開されるだけだろう。けれど、いくら追つい及きゆうされようと、オレには答えなどないのだ。

　川かわ越ごえはきっともう味方をしてくれないだろう。彼かれの真意はわかる。オレをどう扱あつかっていいのかわからない。一番の容疑者を無む根こん拠きよに信しん頼らいするほど愚おろかでもない。

　疎そ外がい感かんをひとしきりに感じたあとは、湧わき出でるように怒いかりが噴ふき出だしてくる。どうしてオレがこんな目に遭あわなくてはならないのかという逆さか恨うらみ。なんで誰だれもオレに味方してくれないのか。藍あい沢ざわはなにをやっていた。岩いわ泉いずみは少しもオレに恩を感じていないのか。クラスでいつも話していたやつらは、少しもオレに友情を抱いだいていないのか。

「いや、そうじゃないか…………」

　思考がどんどん駄だ目めな方向にはいっていくのを声に出して呟つぶやくことで、終わらせる。

「恨うらんでも仕方ない。冷静になろう。オレはどうすべきなんだ？　これもきっと日ひ比び野のの呪のろいが予期したことには違ちがいない。花はな園ぞの一人に逆さか恨うらみされているという予想よりかは、大分、悪いけど」

　あぁチクショウ、と嘆たん息そくする。

「ちょっと調子にのってたよ……藍あい沢ざわと岩いわ泉いずみの信しん頼らいを取とり戻もどしただけで……」

　思い上がりも甚はなはだしい。

　日ひ比び野のに予言されて悲劇を回かい避ひしたものはいない。オレがこれまで日ひ比び野のと関わったどの人間より聡さとい人間とでもいうのか。誰だれからも慕したわれ、オレよりずっと明朗で、友人も多く、怜れい悧りであった水みず島しま安あん奈なでさえ心が折れて、学校を去ったではないか。

　でも、まだ破は滅めつはしていない。

　社会的立場が地に落ちていることは間ま違ちがいないが、まだ取とり戻もどせる。そんなの一つだ。花はな園ぞの玲れ奈なを見つける。自分の身可愛かわいさ上等だ。そして、自分の無罪を証明するしかない。

　ただ最大の問題は、その花はな園ぞのを見つける手がかりが一いつ切さい見つからないことだった。

　川かわ越ごえがクラス中に尋たずねても、そのヒントさえ得られなかった。彼かれは決して愚ぐ鈍どんな存在ではない。見落としはありえない。

　おそらく真実だ。クラスメイトは、誰だれも花はな園ぞのの行ゆく方えに繫つながる情報を持ち合わせていない。

　思考を繰くり返かえす。

　思し索さくを反はん芻すうする。

　誰だれもいない保健室のなかで、ただ頭をめぐらせる。一つ一つ可能性をあげては潰つぶしていく。

　花はな園ぞのが殺人事件に巻まき込こまれた？　いいや、その痕こん跡せきがない。

　土ど砂しや災害に遭あった？　痕こん跡せきがない。

　ならまったく予兆もなく痕こん跡せきも残さない超人のような悪漢にでも襲おそわれた？　仮にそれが真実なら、オレが見つけることは、ほぼ不可能だ。

　稲いな祭まつりの日、とあるクラスメイトが殺意を抱いだいていることを稲いな祭まつりの力で『共有』して、身を潜ひそめる必要があった？　それで即そく日じつ失しつ踪そうというのは些いささか飛ひ躍やくがありすぎる。自殺の可能性も同じ。

『共有』の力で秘密を知ってしまった花はな園ぞのは口くち封ふうじに誘ゆう拐かいされた？　先ほどの問いと同じ。痕こん跡せきがなさすぎる。警察が見つけられない痕こん跡せきを、なんの専門知識もない普ふ通つうの男子高校生が発見できるとでも？　マンガの見すぎだ。

　川かわ越ごえの聞きき込こみ不足？　一番ありそうな可能性だ。だが、川かわ越ごえにも話せない事情を、どう入手できるのか。誰だれが怪あやしいのかも見当つかないのに。そもそも容疑者であるオレを誰だれが信用してくれる？

　稲いな祭まつりに心を囚とらわれた？　意味不明だ。そもそも仮にそうなら、オレはどうやって花はな園ぞのを見つければいい？

　どんなに冷静になっても、見えてくる答えは一つだった。




　今のオレには、花はな園ぞのの行ゆく方えを辿たどる手段がない。




　最悪だ。他人が解決してくれるのを待つしかないのだ。

　どうしようもなく疲ひ弊へいして、目を閉じる。

　真っ暗な視界の中で、ふと一人の少女の姿を思おもい描えがいたところで、オレは眠ねむりに落ちた。




　眠ねむり際ぎわに、誰だれかが保健室の部屋の中に入ってきて、優やさしく左手を握にぎってくれた気もするが、オレはその人物を確かく認にんすることもできなかった。







　夢を見た。

　花はな園ぞの玲れ奈なの夢を。

　川かわ越ごえの言う通り、花はな園ぞの玲れ奈なは、元々印象に残る生徒ではなかった。二年の頃ころは岩いわ泉いずみと同じくテニス部に所属していたらしいが、これといった活かつ躍やくのニュースもなく、他のテニス部員と仲良くしているところも見かけない。修学旅行の班分けとか、文化祭の仕事分担とか、女子同士が友達と相談して一いつ緒しよのグループになろうとする中、彼かの女じよだけは一番早く、自分のみの希望を口にしていた。今にして思えば、オレと同じタイプなんだ。誰だれとでも馴なれ合あうが、特定の友達がいない人間。似た者同士は惹ひかれ合うというが、自分と花はな園ぞのはその性質の故ゆえに、大して会話にもならなかったが。

　だから、悩なやみ相談の達人というのも彼かの女じよに合っている気がした。

　教室で騒さわがないのも、見方を変えれば、大人びて見える。コンプレックスとかつて言ったらしい、タレ目も、柔にゆう和わな印象を与あたえてくれて親身になってくれそうだ。運動部の癖くせによく階段で転びそうになっている姿も、隙すきがあって親しみやすい。頑かたくなに毎日リンゴ酢すを飲み続けているのも、なんだか彼かの女じよのポリシーがそこにあるようで軽けい薄はくには見えなかった。ただ単純に好きなだけらしいが。

　酷ひどい表現だが、ちょうどいい立ち位置だったのだろう。川かわ越ごえは信しん頼らいできるけど人気者すぎて気が引けるし、ちょっと恐こわい。親しいものにはリスクが高い相談事も、花はな園ぞのなら親しくもない。毎日大勢の友達と騒さわいでいるやつより、静かにしている子の方が親身になってくれそうだ。

「悩なやみ相談に乗るときって、どんな気持ち？」とかつて花はな園ぞのに尋たずねたことがある。二年の冬の球技大会で、たまたま応おう援えん席せきで彼かの女じよと隣となりになったとき。興味本位で尋たずねてみた。

　目の前で行われる野球はまだ始まっておらず、特に話題もなかったのだ。自分は、花はな園ぞのに相談するような悩なやみもなかった。

「申し訳ない気持ちかなぁ」とスポーツドリンクのペットボトルを抱かかえて、花はな園ぞのは答えてくれた。「すっごいね、謝あやまりたくなる。相談されると」

　意外だったから記き憶おくに残っている。てっきり頼たよりにされて嬉うれしいか、困こん惑わくするものだと考えていた。そう伝えると、彼かの女じよは首を横に振ふる。

「もちろん、信しん頼らいされるのは嬉うれしいよ。でも、相談事なんてわたしには解決できないからね。せっかく話してくれたのに、どうしようもなくて、『ごめんね、ごめんね』って謝あやまるの」

「それで、悩なやみ相談が務まるんだね」

「うん。だって、きっと話すだけで楽になるんだよ。解決しないことも、話して向き合って、感情の折り合いつけて、勝手に進んでくれるんだよ」

　説明してもらえると、納なつ得とくできる。案外悩なやみなんてそんなものかもしれない。

「……皆みなが花はな園ぞのさんに悩なやみ相談をする理由がわかる気がする」

「そう？　でも、そんなの最初から明らかだよ。わたし、教室のカースト中ちゆう途と半はん端ぱだもん。高一は低いのに、今はググーンと伸のびてる。たぶん、今、わたしは上。上だから、上の人たちからは対等に相談できて、真ん中の人からは尊敬されて、下の人からは、高一の頃ころのノリで話しかけてもらえる」

「そっちは、誰だれも気にしてないと思うけど……」

「わたし、わかるよ。自分自身がめっちゃ気にするしね。高一の頃ころとか、上の人と全然話せなかったしね。きっとわたしが中ちゆう途と半はん端ぱな人だからいいんだよ」

　うーむ、女子はそうなのかもしれないな、と思った。

　オレたちの学級は文系クラスだから、男子は十数人、と少数なのである。体育祭、修学旅行の部屋、球技大会など男子のみでグループを作る場合、たった二つしか作れないのだ。カーストを作れるほどの人数がいないのである。強しいていえば、川かわ越ごえとそれ以外。

「でも、悩なやみ相談にのるってだけで凄すごいと思うよ。自分には絶対無理だなぁ。頭痛がしそうだ」

「頭痛ってオーバーだなぁ」

「冗じよう談だんじゃなくて……まぁいいや。とにかく、オレは逃にげるだろうな」

「それもいいんじゃない？　逃にげたいときは逃にげれば。雨あまケが崎さきくん、人と交流するの嫌きらいでしょ？」

「いや、嫌きらいじゃないよ。シリアスな話題が苦手なだけで」

「でも、よく教室のロッカーに引ひき籠こもってない？」

「誰だれと間ま違ちがえているんだよ」

　まぁ、とにかく──。

　それがオレが知っている彼かの女じよの性格で、すべてだった。生おい立たちや夢、悩なやみ等何も知らないと言われれば肯こう定ていするしかないけれど。彼かの女じよの優やさしさや度量の深さまで知らないわけじゃない。

　少し尊敬していた。誰だれからも慕したわれていた花はな園ぞの玲れ奈なのことを。







　最低な気持ちで目が覚めたオレの頭に、一つだけ今後の方針が定まった。

　花はな園ぞのを見つける方法ではない。そんなものが簡単に思いついたなら、苦労はしない。

　どうしても花はな園ぞのを発見できないことを、もはや想定すべきだろう。

　花はな園ぞの玲れ奈なは見つからない。オレの容疑は晴れない。その未来が最も濃のう厚こうなのが、現状だ。

　それなら、最低限やらねばならない。あの公然の場で、一番の容疑者であるオレを必死に擁よう護ごした彼かの女じよのために。

　オレは天文学部の部室を目指した。







　元々の睡すい眠みん不足もあり、結局、夕方まで眠ねむりこんでしまった。保健室のベッドで熟じゆく睡すいできるのは、肝きもが据すわっているという長所なのか、単に図ずう々ずうしいだけの短所なのかは判断がつかない。とにかく稲いな祭まつりを一晩中見た疲つかれが、ここにきて溢あふれでてきたようだ。養護の先生にお礼だけして、オレは保健室から出ることにした。

　鞄かばんは教室に置きっぱなしだが、取りに行く気分ではなかった。別に大して中身はない。ケータイも自転車の鍵かぎもポケットに入っている。心残りは財さい布ふだが、確か今は千円程度とポイントカードしか入っていない。心底どうでもいい。

　行かねばならない場所がある。天文学部の部室だ。

　日ひ比び野のはもう帰ってしまっただろうか。

　不法占せん拠きよしている都合上、外からは天文学部の部室に誰だれかいるか判別できないようになっている。オレはドアノブを回した。

　幸い、そこにいるのが当然とでも言うように、日ひ比び野の明あ日す香かは椅い子すに腰こしかけていた。

　彼かの女じよの手元には、書き散らかしたノートが数冊も広がっている。彼かの女じよが愛用しているタブレットは、充じゆう電でん切ぎれ間ま際ぎわを伝える赤いランプが点てん滅めつしている。真っ白なはずの彼かの女じよの手は、ボールペンのインクが擦すれたのか、黒く汚よごれていた。

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　こんな懸けん命めいに頑がん張ばってくれる彼かの女じよに、オレはどうしても言わねばならないことがある。

「体調はどうですか？」彼かの女じよはオレに視線を向けることなく尋たずねてくる。「もし気分が優すぐれないなら無理はしないでくださいね。きっとお疲つかれなんでしょう」

「日ひ比び野のさん、率そつ直ちよくに言うよ」

　オレはずっと考えていたことを告げた。

「一いつ旦たん、日ひ比び野のさんとオレの接せつ触しよくは避さけよう。少なくとも日ひ比び野のさんは、花はな園ぞのさんの調査を打ち切ったほうがいい」

「……ん。どうして、そんな結論に至ったんです？」

「オレは今、容疑者扱あつかいされてる。そんな人間と日ひ比び野のさんが一いつ緒しよに花はな園ぞのさんのことを嗅かぎ回っていると知られたら……あまり良いいことは起きないよ」

「率そつ直ちよくに私が心配だ、と言えばいいのに……恩着せがましいと思ったんですか？」

「……ただでさえ、公然の場でオレを擁よう護ごするような発言をしたんだ。キミまで逆さか恨うらみされないとは限らない……現状を打開するためには、花はな園ぞのさんを見つける以外にないけど、その行ゆく方えを辿たどる情報がなさすぎる。不可能だ」

「だったら、なおさら、私の協力が──」

「日ひ比び野のさんまで巻まき込こまれたら、どうするんだよ」

　オレは呼吸を整える。少し部屋の中を歩き、一番窓まど際ぎわに近いパイプ椅い子すに腰こし掛かけた。

「自分が破は滅めつすることは改めて認にん識しきした。ちょっと笑えない状じよう況きようにあることも。今後、花はな園ぞのさんが見つからなければ、どんどんオレへの風当たりが強まっていくことは目に見えている。でも、日ひ比び野のさんはそうじゃない。そのオレの転落に、日ひ比び野のさんが付き合う必要はないよ」

「少し混乱しているようですね……」

　彼かの女じよは、暴れる子供を宥なだめるような息の吐はき方をしたあと、口にする。

「答えは決まっています。ノー。私は調査を続けます、アナタと共に」

「納なつ得とくいかない。調査する手がかりもないのに、どうして日ひ比び野のさんはオレを助けようとするのさ」

「それはいつも答えているでしょう。私はアナタのことが──」

「あぁ、いつも言っている。偽いつわりの感情なんでしょ？　祭りの呪のろいだって。そんなものに縛しばられる必要はない」

　両手で髪かみをかきあげて、オレは告げる。

「嫌いやでも確信する。オレは呪のろわれている。いずれ破は滅めつする。でもキミは違うだろう」

　そう、ずっと抱いだいていた疑問だ。

　日ひ比び野のは、無関係なのだ。

　ただのクラスメイトに過ぎないオレのために、彼かの女じよはずっと働き続けてくれる。オレの生活を監かん視しして、常に見張り続けてくれる。

　でも、仮にオレが悲劇に見み舞まわれるとして、それが彼かの女じよになんの関係があると言うのだろう？

　オレが本当に破は滅めつするというのなら、せめて日ひ比び野のだけは巻まき込こみたくない。さっさと見捨てて離はなれるべきだ。

「日ひ比び野のさんだって、偽にせ物ものの恋れん愛あい感情に惑まどわされることはないと思うよ。本当はずっと早く伝えるべきだったね」

　しかし、彼かの女じよが口にしたのは、日常の挨あい拶さつでもするような平へい坦たんな疑問文だった。

「あの、アナタ、もしかして気づいてないんですか？」

「ん？」

「それはそれでショックというか、申し訳ないというか……とにかく恥はずかしいですね。鋭するどいアナタならとっくに思い当たっているとばかり」

　なんのこと？

　オレが吐はき出だした本心が伝わってないのかな、と心配になったが、そういうわけではないらしい。日ひ比び野のはタブレット端たん末まつを閉じて、彼かの女じよが座すわるパイプ椅い子すをオレの目の前へずらしてから告げる。

「では、次の言葉は、絶対に忘れると約束してください」

「う、うん」

　無理に決まっているが、日ひ比び野のも無理とは理解しているようで、そのまま語りだす。

「雨あまケが崎さきさん、仮に、アナタが突とつ然ぜんに胸が締しめ付つけられて、身体が熱くなって、今まで話したこともない人間に惹ひかれて、何度も夢に出てきて、どう考えても呪のろいかなにかの超ちよう常じよう現象か薬物としか思えない体験をしたとして」

　日ひ比び野のがオレを見つめる。

「その感情を『偽いつわり』だと証明する手段が実在すると思いますか？」

　………………………………あ。

　長い沈ちん黙もくのあとで、オレの口から間ま抜ぬけな声が漏もれる。

　これまでオレは、日ひ比び野ののオレに対する感情を疑問に感じることはあれど、細かく分ぶん析せきしたことはなかった。理解できるとは思えないし、なにより他人に好かれるという体験に慣れてなくて、恥はずかしかったのである。でも少し思考を巡めぐらせれば明快だ。自分が抱いだいた感情を、本物と偽いつわりとを判断する方法等ないのだ。彼かの女じよは本当にオレに一ひと目め惚ぼれした可能性だって、無くはない。

　つまり、日ひ比び野のがずっと枕まくら詞ことばのように口にする『偽いつわりとはいえ』というのは、照てれ隠かくしの類たぐいだったのだ。

「誤解しないでくださいね。私の恋心は、九十九パーセント呪のろいが植え付けた偽いつわりの感情ですよ。ただ証明ができないという論理的な話です」

　自分で説明したことが嫌いやだったのか、彼かの女じよは僅わずかに早口になる。それから大きく息を吸すい込こむと、彼かの女じよは言った。

「アナタが不幸になると、私は傷つく。この心の傷を、アナタは偽にせ物ものと証明できますか？」

　オレはなにも答えられなかった。自分が告げた想おもいなど、彼かの女じよの決意の足元に及およばないのだ。

「アナタが私を巻まき込こみたくないのは伝わりました。ですが、もう手て遅おくれですよ。私とアナタは無関係でいられません」

　彼かの女じよは不敵に微笑ほほえんだ。

「私は諦あきらめませんよ」

　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になる。なんだか身体の内側から温かいものが湧わき出でるようで、ほとんど反射的に立ち上がっていた。無意識に伸のばしていた手はきっと日ひ比び野のに抱だきつくつもりだったのだろうが、追いついた理性によって軌き道どう修正されて、彼かの女じよの脇わきに置かれたノートを摑つかんでいた。頭の後ろにいる誰だれかがヘタレと叫さけんだ気もするが、もうそれどころではなくて、オレは彼かの女じよが書いた情報を一気に脳みそに流ながし込こんでいた。それがオレが第一にすべきことだと確信があって、次の瞬しゆん間かんには、オレが一秒前にどんな感情を抱いだいたのか忘れてしまった。

「日ひ比び野のさん……少し一人にしてほしい」

「雨あまケが崎さきさん」

「違ちがう。集中したいんだ。心配はいらない。日ひ比び野のさんの言う通り、ちょっと混乱してた。もう大だい丈じよう夫ぶ」

　落おち込こんでいる場合ではない。休息は既すでに取りすぎていると言えるほど取っている。

「あとはオレに任せて」

　言ったあとで、これは完全にカッコつけだな、と思った。けれども否定はしなかった。見み栄えっ張ぱりの藍あい沢ざわでさえ呆あきれそうな意地である。

「いえ……そうですね。任せましたよ。今度は私が休きゆう憩けいしておきます」

　日ひ比び野のは最初、オレの提案に困っていたようだったが、一回頷うなずくと、すぐに荷物をまとめて部屋から出ていった。資料としてタブレットと彼かの女じよのノートだけは残してくれる。

　また頭痛が、始まっていた。

　いつもの体質。

　人の心に近づきすぎると、なぜか痛み出すのだ。

　そして、いつも思考を中断してきた。これが自分にとっての防衛本能なのだ、と考えていた。妄もう信しんした。だから人と深く関わることを避さけてきた。親密になることから逃にげ出だしていた。逆に言えば、オレはずっと気づいていたのだ。きっと一歩踏ふみ出だせば、人と心を通わせることができると頭痛と共に理解していた。なのに怯おびえ、その一歩を踏ふみ出ださなかった──日ひ比び野の明あ日す香かと出会うまでは。

　オレは、日ひ比び野のがオレに伝えてきた分ぶん析せきを思い出していた。

『アナタ、なぜか秘密を暴あばくことに相当な罪悪感を抱いだいているようですね。恐おそれているから、相手の本心に少し触ふれると、余計な責任感を背せ負おい込こんでしまう』

　その返事は決まっている。

「そりゃそうだろ……」と誰だれもいない場所で一人呟つぶやく。

　秘密を暴あばくなんて最低だ。

　自分が幸福になるために、他人の秘密を蹂じゆう躙りんする行動は常に辟へき易えきしていた。理由はオレにもわからない。ただ本能的に身体がそう反応する。警けい鐘しようを鳴らす。頭が軋きしむ。やめろやめろ、と理性が痛みと共に叫さけぶ。

　でも──もう、これはオレだけの問題じゃない。

　彼かの女じよが貸してくれたＩＣレコーダーをオレは机に置いた。

「やろう」

　痛みは思考を妨ぼう害がいしてくる。

　けれど、関係ない。そんなもの日ひ比び野のが傷つくことによって、自ら負う痛みに比べればなんだと言うのだ。







「川かわ越ごえ！」

　オレは練習帰りの泥どろ塗まみれになっていた川かわ越ごえを大声で呼び止める。彼かれは振ふり向むくと、周りの仲間と何やら笑いあって一人でオレの方に近づいてくれた。日がすっかり暮れたグラウンドの隅すみで、オレは彼かれと向き合う。

　彼かれは他の仲間には、さきに部室へ行ってくれ、と告げて、周囲に誰だれも見ていないことを確かく認にんした。

「なんだ？」

「いくつか聞きたいことがある」

「…………そうか」

　彼かれはすぐにそれ以上の答えをくれなかった。疲つかれたように肩かたを揉もんだあとで、オレを睨にらんでくる。

　きっと悩なやんでいるのだ。オレをもう一度信じていいのかどうか。花はな園ぞのと最後会話したにも拘かかわらず、なにも心当たりがないと口にするオレのことを。

　けれど、オレは怯ひるむわけにはいかなかった。

　頭の中では、何度も鈍どん器きで殴なぐられるような痛みがはしっている。

　オレは、花はな園ぞの玲れ奈なに近づかなければならない。たとえそれが彼かの女じよの尊厳に触ふれる行こう為いでも。

　川かわ越ごえに拒きよ絶ぜつされる前に、オレは言葉を発した。




「どうして川かわ越ごえはたった一人で調査をしているの？」




　ずっと尋たずねるべきだった。違い和わ感かんは抱いだき続けていたのだ。

　頭痛を言い訳に逃にげていた。

　しかし、すぐに思い当たる疑問だ。

　アンケートをとるとき、彼かれは聞いた。『自分以外には誰だれにも見せない』と。そして、オレが調査していると知ったとき、彼かれは大きく喜んだのだ。それではまるで川かわ越ごえには、協力者が一人もいないみたいではないか。

　川かわ越ごえがクラスで発言力があると言うのなら──

　そして、花はな園ぞのがクラスで誰だれからの悩なやみ相談にも乗って、人望があると言うのなら──

　なぜ花はな園ぞのを調査しているのは、川かわ越ごえ一人なのだろう？

　川かわ越ごえはオレの問いに目を伏ふせる。彼かれらしくない立ち振ふる舞まいだった。

「そんなことを尋たずねて何になる？」

「まずは知りたい。少しの情報でも」

「断られたからだよ」

　彼かれは校舎の方へ視線を向けた。そこには三年六組の教室がある。

「聞きたいのはこっちだよ。どいつもこいつも花はな園ぞのを捜さがそうとするやつはいなかった。『警察に任せよう』の一点張りだ。俺おれたちと出かけたとき、姿を消したっていうのに……だが、無理矢理、誘さそうのも違ちがうだろう？」

「……おかしくないか？　だって、花はな園ぞのは……それに、オレに詰つめ寄よった態度だって──」

「あぁ、クラスの大勢が花はな園ぞのに悩なやみ相談をしていたのは間ま違ちがいない。感激して、花はな園ぞのに悩なやみ相談するとすっごい親切にしてくれる、と言い広めたやつは何人もいる。それが全部偽いつわりだとは思えないし、考えたくもない」

　でも、口先だけじゃないか。彼かれらが抱いだく花はな園ぞのへの心配なんて。

　川かわ越ごえの拳こぶしがきつく握にぎり締しめられる。じっと見つめていたら、それだけで貧ひん血けつを起こしかねないほど、威い圧あつ感かんのある手だった。

　そこにはきっとオレでは想像もつかない悔くやしさがあるのだろう。

「じゃあ、もう一個」情報の確かく認にんがとれたところで、オレはすかさず次の質問にうつる。これも、頭痛が鳴り止やまない。花はな園ぞの玲れ奈なの尊厳に迫せまる行こう為いだった。

「花はな園ぞのさんは、川かわ越ごえのことが好きなのか？」

「おい、それは調査に関係──」

　川かわ越ごえは反発する言葉をなぜか途と中ちゆうで吞のみ込こんだ。

「いや、答えるよ……小学生の高学年くらいまでは、たぶん、俺おれを好きだったと思う。当時の噂うわさ好ずきの女子に教えてもらった。中学以降は知らない。あまり多く教室では語らなかったからな。今現在の感情は知らない」

「……花はな園ぞのさんとキミが教室で話さなくなったのは、学校での立場が違ちがいすぎたからじゃないかな。キミは人気者で、花はな園ぞのさんは静かな子だったんだろう……？」

「俺おれに言われても知らんが……中学生だからな。可能性としては有り得るかもな」

「でも、半年に一回は、彼かの女じよからデートに誘さそわれていた」

「ガキの頃ころからの付き合いだ」

「中学以降、花はな園ぞのさんがキミに恋れん愛あいについて語ったことは？」

「彼かの女じよから話したことは、一度もない。俺おれの好きなタイプを聞かれたことはある。あとは何も聞くな」

　そこまで川かわ越ごえが口早に答えてくれて、オレは、あぁやっぱり、と嘆たん息そくした。

　花はな園ぞのは、ずっと川かわ越ごえのことが好きだった。そして、川かわ越ごえはその気持ちも知っていた。

「どうせお前も薄うす々うす気づいていたんだろう？」

　それが潔いさぎよく答えてくれた理由らしい。

　オレは肯こう定ていした。きっと彼かれは前回会った時点で、オレに悟さとらせるように話したのかもしれない。オレが花はな園ぞのを好きだ、と告げてしまったから。

「雨あまケが崎さき、俺おれがお前の恋れん愛あいを応おう援えんしたいのは本心だったよ」

「けどさ、川かわ越ごえ……」

「わかってるよ、それで玲れ奈なが傷つくことも。でも、お前に責める権利はないだろう？」

「ん、どうして？」

「雨あまケが崎さき、お前は本当に玲れ奈なのことが好きなのか？」

　なるほど。確かにオレに川かわ越ごえを罵ののしる権利はないようだった。元々、その気もないけど。

「好きじゃないよ」

　自分が思うよりずっと迷わずに答えられた。

「オレが好きなのは別の女の子だと思う」

「そうか……」

　彼かれはそれを知っていたかのような乾かわいた笑えみを見せた。

「それでも、玲れ奈なのことを調べてくれたんだな？」

「うん。事情はあるけどね」

「いや、構わない。さっきの質問の意図はわからないが、玲れ奈なを気にかけてくれることに感謝しているのは事実だよ。俺おれもまだ諦あきらめない。こんなムシの良いい言葉なんて吐はきたくないが、お前も続けてくれると俺おれは嬉うれしい」

　彼かれはそれだけ伝えると、去っていく。オレはその背中になんて声をかければいいのか、わからなかった。彼かれはどこまで気づいているのだろうか？

　オレは、一つだけ思い至ってしまった。花はな園ぞのが失しつ踪そうした理由。

　きっと川かわ越ごえは、悪くない。

　そもそも悪人さえいるかどうかも、わからない。

　後味の悪さだけは随ずい一いちの結論だった。







　川かわ越ごえとの対話を終えたあとで、オレはすかさず日ひ比び野のに電話をかける。彼かの女じよはすぐに出てくれて、オレは川かわ越ごえから教えてもらった情報を伝える。彼かの女じよはオレの説明を一通り聞き終えると《もしかして、アナタは、花はな園ぞのさんの失しつ踪そうの原因に気づいたんですか？》と尋たずねてくる。

「いや、微び妙みよう」オレは正直に答えた。「コレかも、と思う推理はあるけど、どうにも決定的じゃないな」

《ダメじゃないですか》

「大だい丈じよう夫ぶ。失しつ踪そうの理由はわからないけど、花はな園ぞのの現在地を突つき止とめる方法は思いついた」

　ちょっと卑ひ怯きようではあるが、四の五の言っている場合ではない。動機や経けい緯いなんてあとで突つき止とめればいいのだ。

《逆にわかりませんね。原因がわからなければ、花はな園ぞのさんを捜さがすヒントもないのでは？》

「そこがオレと川かわ越ごえの誤りだったんだ」

　花はな園ぞのの周辺を探さぐれば、手がかりがあるはず。怪あやしい存在があれば、その足取りを追う。そんな計画に固こ執しつしすぎていた。

　もっと手っ取り早く花はな園ぞのの居場所を辿たどる方法があったのだ。

　それに気がつかなかったのは、完全にオレの落ち度。

「日ひ比び野のさん、次に稲いな祭まつりが開かれるのはいつ？」

《……明後日あさつて、今いま立だて地区です》

　幸い、もうゴールデンウィークの初めへと差さし掛かかり、すぐ祝日がある。休みの日に開かい催さいされる稲いな祭まつりにすぐに行けるというのは幸いだった。

《何をするのかわかりませんが、一応伝えておきましょうかね》

「なにさ？」

《今年の稲いな祭まつりは、その日が最後です。もしアナタがやることが稲いな祭まつりと関連しているならば、明後日あさつてが最後のチャンスとなります》

　そういえば、稲いな祭まつりは冬に眠ねむっていた精せい霊れいを呼び起こす祭りでもあると日ひ比び野のは語っていた。もう春は終わり、初夏を迎むかえようとしている。そう何度も機会があるとは思っていなかったが、もうそこまで追おい込こまれているとは想定していなかった。

　オレは、日ひ比び野のの言葉に「わかった」とだけ答える。







　稲いな祭まつりは、名前から伝わる印象とは違ちがい、農作物とは強い関係はない。元を辿たどれば、鎌倉時代、山やま伏ぶしが村民に修しゆ験げん道どうの教えを解説するために行われた大だい神楽かぐらだという。古くは十日近くかけて行っていたそうだ。当時、女によ人にん禁制の風潮が強い修しゆ験げん道どうにも拘かかわらず、この日は女性を含ふくめて、多くの村民と交流したことから、その目的は察せられる。つまりは、共有なのだ。

　山やま伏ぶしたちは霊れい山ざんでの厳しい修しゆ行ぎようの果てに、山さん岳がくから力を得て即そく身しん成じよう仏ぶつを果たしていく。

　彼かれらの使命とその祈いのりを共有するための祭りだった。

　もちろん、現代ではそんな理由を誰だれもが気にしていないようだ。ただ地域の人々が一晩、竈かまどを囲んで鬼と共に躍おどり狂くるうだけだ。彼かれらにとってみれば、上京していった子孫たちが帰ってくる喜びの日なんだろう。

　それでも、稲いな祭まつりの『共有』する力が失われることはないのだろう。

　だから賭かけてみることにした。

　花はな園ぞのが抱かかえた痛みを、少しでも共有できるように。







　オレにとって三回目となる稲いな祭まつりは、これまでと違ちがって場所が公民館等ではなかった。初めて見たとき、どこか見覚えのある風景に驚おどろいた。

　廃はい校こうだった。

　過か疎そ化かを受けて潰つぶれてしまった中学校の校舎を利用して、稲いな祭まつりの会場としているらしい。教室の壁かべが何枚かぶち抜ぬかれて、何人もの人間が踊おどれる広い空間が出来上がっている。壁かべには黒板がいまだ残っているので、妙みような塩あん梅ばいだった。夕方からの早い段階からオレと日ひ比び野のは会場に訪おとずれて、初めの舞まいである地固めの舞まいから見物していた。半はん纏てん姿すがたの年配の男性が二人慣れた様子で、煮にえたぎった竈かまどを囲むように飛とび跳はねる。

　オレはその舞まいの一部始終をすぐ隣となりで眺ながめていた。

　日ひ比び野のは落ち着かないのか、舞まいとオレの顔を交こう互ごに窺うかがっている。

　前回の経験から、オレが舞まいを注視していれば、オレはまた幻げん覚かくを見て倒たおれることは理解している。だが、今回はそれこそが目的だった。

『単純だよ。オレが、花はな園ぞのさんの記き憶おくを稲いな祭まつりで共有する。そこで見た彼かの女じよの足取りを追うんだ』

　そう日ひ比び野のに説明していた。過か酷こくな調査になるから、睡すい眠みんは十分にとって栄養ドリンクを何本も飲んでいる。念ねん押おしの準備運動まで済ませて、オレは稲いな祭まつりの会場に訪おとずれていた。

『それは……無理があるのでは？』

　日ひ比び野のはこの提案には消極的だった。

『簡単に言いますが、花はな園ぞのさんの記き憶おくを都合よく共有できるんですか？　そもそも会場にいない人間と記き憶おくを共有できる祭りではないと思うのですが』

『それに関しては、確信がある。きっとうまくいく』

『うまくいかない場合は？』

『何度でも挑ちよう戦せんしよう。日ひ比び野のさんは、オレが倒たおれるたびに起こして欲ほしい』

　日ひ比び野のの問いの返答にはなっていない根こん性じよう論ろんである。けれど、それほど心配はしていなかった。おそらくそう回数をこなさずとも成功する。

『あとから言うのも恥はずかしいですが、これは私も思いつかなかった案ではないですよ。ですが、あまりに成功の根こん拠きよがなくて却きやつ下かしました』

『うん』

『だから、お尋たずねします。アナタが、この案がうまくいくと確信できた根こん拠きよはなんですか？』

　と、オレが日ひ比び野のとの会話を思い返していると、突とつ然ぜんに脳のう裏りで声が聞こえてきた。何回聞いても慣れない直接頭の中で聞こえてくる女性の声。『逃にげて』最初の第一声だけは、いつも決まっているようだった。

　そして、あとは津つ波なみのように押おし寄よせてくる無数の声。視界の目の前には、いくつものフィルムを重ねたように複数の風景が重なっていく。誰だれかがオレの袖そでを引っ張った。現実の感覚。日ひ比び野のに違ちがいない。けれど、オレはまだこの場から離はなれるわけにはいかなかった。まだ花はな園ぞのの記き憶おくがどれかわからない。

　そびえわたるビル群の中を大きな鯨くじらが泳いでいる。自動販はん売ばい機きが次々と課税証明書を印刷していく。空を飛んでいる最中に出来たてのサンドイッチを齧かじる。いくつもの情景が交じり合って、荒こう唐とう無む稽けいな出来事が起こり続けていた。そして、アルパカのぬいぐるみがひしめく教室と真っ青に染められた山やま奥おくを進んでいく光景が見えて──。

　そこで限界だった。

　オレは、日ひ比び野のが服を引っ張る方向に向かって、走り出した。稲いな宿やどを出た段階で立っていられなくて、膝ひざをつく。

「日ひ比び野の、地図」と喘あえぐように言葉をだした。

　彼かの女じよはこの町の大きな地図を、オレの目の前に差し出してきてくれた。オレはポケットからボールペンを取り出すと、投げ捨てるようにキャップをとり、地図の上に線を引いていく。とある人物が山やま奥おくに入っていく幻げん覚かくを頼たよりに、地図の上にその人物が通った足あし跡あとを記す。山を進んでいく光景だから、正確な距きよ離りが把は握あくできない。一日、日ひ比び野のと共に学校を休んで練習したが、それでもどれだけ精密か。

　しかし、幻げん覚かく上じようの人物が立ち止まる場所は、見ることができた。

　地図を見れば、かなり山やま奥おくに入っている。警察や有志の捜そう索さく隊たいが見つけ出せないのも無理もない。

「この辺に、いる」とボールペンを地図上に突つきつけた。

「まさか、こんな簡単に……」日ひ比び野のはオレから地図を奪うばって、場所を確かく認にんする。「わかりました。では、タクシーを」

「ここなら、山道を進んだほうが早い」

　オレは日ひ比び野のの手を払はらい、立ち上がった。

「それに車内で、稲いな祭まつりの音色が聞こえなくなるのは、困る。まだ効果は、続いているから」

　幻げん覚かくや幻げん聴ちようは続いている。まっすぐ立てている気は、もちろんしない。

「……肩かたを貸しましょう。頼たよりない肩かたですが」

　日ひ比び野のはオレの腕うでを摑つかんで、自分の首の後ろに回した。身長差があるのであまり効果的ではないが、僅わずかに身体の負担が軽くなる。そして、日ひ比び野のの首の細さにも驚おどろいた。

　まだ日が沈しずむまで二時間といったところだろう。山だからもっと早いか。それまでに彼かの女じよを見つけなければならない。明日に延ばして、彼かの女じよの居場所が変わりでもしたら最悪だ。

　オレたちはその体勢のままで、山道のなかに入っていく。日ひ比び野のがスマホのＧＰＳ機能を確かく認にんして、先ほどオレが示したポイントに誘ゆう導どうしてくれる。幸い崖がけに突つっ込こんでいくことはなさそうだ。おそらく、この山道は誰だれかの私有地なんだろうが、非常事態なので許してもらいたいところだ。幸い荒あれてなくて、酩めい酊てい状態のようなオレでも日ひ比び野のの力さえ借りれば歩くことができた。

　だが、山道にしては進める、というレベルだ。目をつぶっても、余計な音のせいで平へい衡こう感覚が維い持じできなくて、足元がどうしてもふらつく。

　段差があって足をあげたら、それが幻まぼろしだったりするのだ。逆もしかり。みっともなく日ひ比び野のに体重を預けることも増えてきた。

　山に入っていても、遠くから稲いな祭まつりの音色は聞こえてくる。稲いな宿やどにいるときよりもマシだが、それでも超ちよう常じよう現象は終わらない。

『少なくともキミには』と声が聞こえてくる。

　きっと『彼かの女じよ』に近づいてきたのだろう。見聞きしてくる幻まぼろしの多様性が減っている気がする。

　そこで、オレは雷かみなりに打たれたような錯さつ覚かくを覚えた。足と腕うでに力が入らなくなって、日ひ比び野のから身体を離はなして、倒たおれこんでしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ？」泣くような日ひ比び野のの声。

「問題、ない」

　これは稲いな祭まつりの力じゃない。

　自分の体質。頭痛だ。きっと花はな園ぞのの本質に近づいている。だから警告をだす。これ以上近づくな、と。どんな病気だと呆あきれるしかない。

「雨あまケが崎さきさん、最悪、私一人でも……」

「自分も行く」オレはすぐに立ち上がる。「逃にげちゃ、ダメなんだ」

　もちろん、そこにはオレが書いた地図がどれほど正確かわからないから、日ひ比び野のに任せられないという打算もあるけれど。

「逃にげる？」日ひ比び野のは不思議そうだった。「アナタは恐れながらも、立ち向かっているように思いますよ？　藍あい沢ざわさんのときも、岩いわ泉いずみさんのときも」

「日ひ比び野のさんと出会うまでの話だよ。そもそも、日ひ比び野のさんからも、最初は逃にげただろう。林の中で泣いている花はな園ぞのさんに、その理由を尋たずねようともしなかった」

「……そういえば、そうでしたね」

「癖くせだったんだよ、体質を言い訳にして」

　これ以上言葉を発する代わりに、オレはまた進みだした。

　日ひ比び野のには決して言えなかった本音を吐はきそうになっている。稲いな祭まつりの音色が頭をかきまぜてくるせいだ。

　本当は、二人のときも逃にげたかった。頭が痛みを訴うつたえた時点で。

　それをしなかったのは、引くには事情に深く関わりすぎてしまったからに過ぎない。オレにも存在する正義感というやつが、働いたのだ。

　もし藍あい沢ざわが何気ない頼たのみ事として彼かれ氏し役をオレに頼たのんでいたとしたら──

　もし岩いわ泉いずみに脅おどされたとき日ひ比び野のの言葉がなかったら──

　オレはきっと二人の悩なやみに関わろうとさえしなかっただろう。

　僅わずかな異変を頭痛と共に察知して、そこで彼かの女じよたちに声をかけることなく、オレは平へい穏おんな生活を過ごす。そう生きてきたのだ。臆おく病びよう──それが雨あまケが崎さき誠せい也やの本ほん性しようだった。

　だから、そんなオレが、クラスメイトの行ゆく方え不明を解決しようなんて本来ありえない話なのだ。

「それに、だんだんわかってきた……」

「雨あまケが崎さきさん？」

「花はな園ぞのさんの記き憶おく、流ながれ込こんで、きているから」

　なぜか日ひ比び野のの記き憶おくらしきものは流ながれ込こんでいない。稲いな祭まつりの力を受けるのにも相あい性しようはあるのか。

　目の前にあるのは、スマホに必死にフリック入力していく光景。複数の人物から悩なやみ相談を受けているのか、せわしなく画面が切きり替かわる。もう深夜の二時を回っている。おそらく明日も学校があるだろうに、その人物はメッセージのやり取りをやめなかった。

　決して苦しそうではなかった。

　相談相手を慈いつくしみ『どうアドバイスしたらいいのかなぁ……』と呟つぶやき、真しん剣けんに悩なやんでいる。

「ごめん……」

　オレは思わず口にしていた。

　見覚えのある道にたどり着くまで、多くの時間はかからなかった。幻げん覚かくでは彼かの女じよは、ここで足を止めている。きっと彼かの女じよもまた幻げん覚かくに耐たえ切れずに倒たおれこんだのかもしれない。

　その現場にたどり着いたのは、山に入ってから五十分後。どうやら途と中ちゆう道なき道を進んだが、なんとか見つけることができた。

　岩いわ肌はだがいくつも露ろ出しゆつしている崖がけのすぐ横だった。突つき出でた大岩が屋根となって、人が一人だけ入れる空くう洞どうをつくっている。周囲を木々が鬱うつ蒼そうと埋うめ尽つくしているから、一見、見み逃のがしてしまいそうになる。スマホで地図を見れば、ちょうど複数の稲いな祭まつりの会場を結んだ真ん中だった。耳を澄すませば、微かすかに笛の音が聞こえる気がした。

　その岩がん壁ぺきの下で、一人の少女が眠ねむっていた。

　日ひ比び野のがオレの腕うでを払はらいのけて、慌あわてて彼かの女じよに駆かけ寄よる。オレには、彼かの女じよがまだ生きている確信はあった。日ひ比び野のは、オレに彼かの女じよの生存を報告してくれる。オレはゆっくり彼かの女じよのそばまで歩み寄る。どうやら意識はないらしい。どうやって生きてきたのか。三週間前に比べて頰ほおは瘦やせこけ、肌はだは青白くなっている。それでも微かすかに呼吸があった。

　日ひ比び野のはペットボトルを彼かの女じよの口元に近づけて。水分補給をさせている。

「花はな園ぞのさん、キミは──」

　オレはすべて知ってしまった。

　稲いな祭まつりの力で、花はな園ぞの玲れ奈ながどうしてこんな目に遭あったのかも。

　彼かの女じよの失しつ踪そうに、クラスメイトたちは困こん惑わくし、容疑者であるオレに殴なぐりかかろうとする者もいた。

　彼かの女じよに相談した者は、彼かの女じよを悩なやみ相談の達人だと評した。

　彼かの女じよの幼おさな馴な染じみは、教室で誰だれからも頼たよりにされていたと自じ慢まんげだった。

　でも、違ったのだ。




「花はな園ぞのさん、キミは教室の誰だれからも頼たよりにされなかった」




　そう、悩なやみ相談の達人と呼ばれる花はな園ぞの玲れ奈なは、一度たりとも本当の悩なやみ相談をすることはできなかったのだ。




　・・・




　そもそも誤解があった。

　スタート地点から間ま違ちがえていたのである。

　川かわ越ごえの言葉から、オレは、花はな園ぞの玲れ奈なはクラスメイトから信しん頼らいをされて、悩なやみ相談を受けていることを知った。他者から見ても相談に積極的で、相談を受けた側も花はな園ぞのに大いに感謝している。理想の関係を築けていることに疑いもしなかった。

　ヒントの一個目は、やはり花はな園ぞのの失しつ踪そう後ご、本格的に調査するのが川かわ越ごえ一人しかいなかったこと。

　そして、ヒントの二個目は、ＩＣレコーダーに残っていた藍あい沢ざわと岩いわ泉いずみの言葉、そして、川かわ越ごえの情報。花はな園ぞのに悩なやみを相談していたという四人の声。

『本当に助かったよ、こんなに自分の本音を話すのは初めて。すっごいスッキリした。ここまで見み栄え張はりなんて、なかなか言えないからさ』

『ストーカー紛まがいのことをしてたなんて、誰にも話してないトップシークレットなのに──』

『抽ちゆう象しよう的てきな悩なやみにうまく答えられずに不ふ機き嫌げんにさせてしまったり、聞いていくうちに全然事実と違ちがうこともわかって困こん惑わくしたり、けっこう大変だったそうだ』

　これらの言葉にはある共通点があった。

　おかしな話だった。藍あい沢ざわが抱かかえている秘密──過か剰じようなまでの見み栄えを、藍あい沢ざわは花はな園ぞのに話していないし、岩いわ泉いずみが抱かかえていた秘密──あまりに自分よがりの偏へん執しつを、岩いわ泉いずみは花はな園ぞのに話していない。

　けれど、その問題の核かく心しんを伝えずに、彼かの女じよたちは一体なにを相談していたのだろう？

　川かわ越ごえがあげた例示は決定的だ。相談者は、花はな園ぞのに悩なやみを打ち明ける気がさらさらない。

　そう四人中四人とも──花はな園ぞのに本心を打ち明けていない。

　悩なやみ相談という割には、結局、花はな園ぞのに核かく心しんの部分を誰だれも話してはいないのだ。

　疑念を抱いだくには十分だった。

　もしかして、誰だれも花はな園ぞのを信しん頼らいする人物はいなかったのではないか？

　だからこそ花はな園ぞのは失しつ踪そう直前、川かわ越ごえに「もっと人から信しん頼らいされたい」と吐と露ろしたのではないか？

　クラスメイトが「花はな園ぞのは、悩なやみ相談に上手にのってくれる」と公言しようが、実際、彼かれらが花はな園ぞのに悩なやみを詳しよう細さいに語っていたかなんてわからない。断だん片ぺんだけ語って、愚ぐ痴ちを吐はき、一方的に納なつ得とくすることはあるだろう。

　だから気づくことができた。

　二回目の稲いな祭まつり、つまり、日ひ比び野のと共に出かけた稲いな祭まつりで聞こえてきた幻げん聴ちようは、花はな園ぞの玲れ奈なの記き憶おくではないか？　『どうしてそこまで言わなきゃいけないの？』『また今度、また今度』『曖あい昧まいなままで答えてよ』これらの声は、花はな園ぞのが言われた言葉なのではないか？

　それさえわかれば、解決方法を見み出いだすのは早かった。距きよ離りが離はなれていても、彼かの女じよと記き憶おくを共有できるのならば、別の地区の祭りでも、同様のことができるかもしれない。それが答えだった。




　記き憶おくの共有は果たしている。

　花はな園ぞの玲れ奈なの失しつ踪そうについて、語る。




　花はな園ぞの玲れ奈なは、川かわ越ごえに惚ほれていた。ずっと。

　花はな園ぞのの悩なやみ相談の根本にあったのは、川かわ越ごえ優ゆう人とと肩かたを並べる存在でありたいという恋こい心ごころだった。彼かの女じよは教室での地位に敏びん感かんだった。きっと川かわ越ごえの周囲を囲むような煌きらびやかな女子生徒を見て、自分は変わらなくてはと焦あせっていた。

「優ゆう人と、わたし、もっと皆みなから頼たよりにされるような人間になりたい」

　そして、川かわ越ごえに相談して、彼かの女じよは悩なやみ相談の達人という地位を得た。もちろん、そこには結局川かわ越ごえを頼たよるという選せん択たくには葛かつ藤とうもあったようだが。

　彼かの女じよを動かしたのは、下心だけではなかった。彼かの女じよは必死にカウンセリングを勉強して、一個一個の相談に真しん摯しに向き合った。時に数時間にわたって会話をすることも、三人同時にメッセージのやり取りをして徹てつ夜やすることもあった。

「でも、優ゆう人とはもっと皆みなから頼たよられているよなぁ」という彼かの女じよの呟つぶやきは、オレの耳にも聞こえてきた。

　しかし、次し第だいに理想とかけ離はなれた現実が見えてくる。

『詳くわしくは言えないけど』という言葉が散見する。

『そこはちょっと秘密にさせて』という文句をよく耳にする。

『またいつか伝えるね』と先延ばしにされる。

　クラスメイトたちの悩なやみを追つい及きゆうすると、なぜか彼かの女じよは拒きよ絶ぜつされた。恋れん愛あい相談なのに肝かん心じんの相手の名前を教えてくれない。妹に見み栄えを張り、噓うそをつき続ける苦しみを訴うつたえるのに、その根本の動機も言ってくれない。失敗した心の立て直し方を相談されているのに、その失敗の内容を伝えてくれない。ストーカーの被ひ害がいについて相談されているのに、デタラメの証言ばかり話してくる。

　オレも藍あい沢ざわのとき、経験していた。「詳しよう細さいを伏ふせたままで悩なやみ相談するなんて」と憤いきどおりを感じた。

　何も話さない相手から感じる寂せき寥りようとは比べ物にならない。

　ずっと親身に寄より添そって、会話を積み重ねて、それでも尚なお、相手が秘密を打ち明けてくれないときの方がずっと寂さびしくて、苦しいのだ。

　ただ、鬱うつ屈くつした感情ばかりが積み重ねられていく。

　幾いく重えの『秘密』で隠かくされた本心には触ふれられずに。

　けれども、周囲はニコニコ顔で、彼かの女じよの名声を広めていった。頼たよりにされなかった彼かの女じよの気持ちなど顧かえりみず。




　そう、彼かの女じよは実のところ、誰だれ一人ひとりからも本当の意味で、悩なやみを聞いたことがなかったのだ。

「本質のない空くう虚きよな愚ぐ痴ち」──それを一方は悩なやみ相談と評して、もう一方は拒きよ絶ぜつと感じた。

　それでも花はな園ぞのはやめなかった。広まっていく『悩なやみ相談の達人』という賛辞の差に苦しみながら。

　理想とした川かわ越ごえ優ゆう人とには、結局、足元にも及およばなかったのだ。




　そして、クラスで参加した稲いな祭まつりに心を囚とらわれた。

　心を共有する力に惹ひかれずにはいられなかった。

　見事につけこまれた。

　この辺の飛ひ躍やくは、オレにはよくわからない。祭りが引き起こす怪かい奇き現象なのだろう。

　ただ、因果関係だけは簡潔だった。

「誰だれからも心を開いてもらえなかった少女が、人の本音を共有できる祭りに魅みせられる」というのは、一文で書き表せば、なるほど、自然な流れである。

　そして、そこから先も、もうオレにはよくわからない。

　祭りに魅み了りようされた人間がどんな状態になるかまでは、オレには何もわからない。ただ彼かの女じよは一人泣きながら山やま奥おくへ入り、そして、この場所まで行き着いて眠ねむり続けたのだ。もしかしたら祭りに惹ひかれた彼かの女じよは、稲いな祭まつりが行われるたびに、この場所で様々な人間と心を共有していったのかもしれない。

　そして、三週間後、オレと日ひ比び野のに発見される。

　飲まず食わずで人間が、こんな長期間生存できるわけがない。この辺の理り屈くつもさっぱりだ。

　もし、オレたちが見つけられなかったら、彼かの女じよがどうなっていくのかも、もう確かめようもないことだった。




　・・・




　崖がけの下には、オレと花はな園ぞのだけが取り残されていた。

　花はな園ぞのの外傷については、日ひ比び野のがチェックしてくれた。怪け我がはない。ただ目を覚ますことなく眠ねむり続けている。苦しそうに呻うめくこともなく、ただ弱々しい呼吸だけが彼かの女じよの存命を証明している。肩かたを叩たたいても、ピクリとも反応しない。

　日ひ比び野のは人を呼びに山を降りていった。『こんな山やま奥おくで昏こん睡すい状態の少女と、ケダモノを二人きりにさせるのは胸が痛いですが、どうやらアナタに襲おそう体力もなさそうなので』とオレに伝えてから、もう十分以上の時間が過ぎている。

　オレは彼かの女じよの顔をジッと見つめる。イタズラをしようという邪じや念ねんではない。ただ見ていたかった。

　オレと彼かの女じよが話した機会なんてほとんどない。けれども、ただの一いつ介かいのクラスメイトというのには、少し彼かの女じよのことを知りすぎてしまった。

　あまりに多くの記き憶おくを見すぎてしまった。

「花はな園ぞのさん、本当にごめんね……もっと早く気づけていれば、よかったのに」

　口から出たのは謝罪の言葉。

　いつ気づくべきだったのだろう？　二回目に稲いな祭まつりで彼かの女じよの記き憶おくを共有したとき？　一回目の稲いな祭まつりで泣いている彼かの女じよを見つけたとき？　それとも、もっと前に教室の日常のなかで？

　どれも自分にはできなかった。

　彼かの女じよの心に近づくまでに、あまりに時間を要してしまった。

「花はな園ぞのさんは、すごいよな。ずっと逃にげなかったんだな。拒きよ絶ぜつされても、心を開いてくれなくても、それでも、祭りにこんな風に囚とらわれるまで、ずっと頑がん張ばってきたんだな」

　自分にあったのは、ただ純じゆん粋すいな尊敬の念だった。

　オレが藍あい沢ざわと岩いわ泉いずみとたった二人の悩なやみにあたふたしている時点で、彼かの女じよは二十人以上の人間の悩なやみを聞いていたのだ。たとえ、それが上うわ辺べだけであっても。

「オレも逃にげずに、人の心と向き合うよ。じゃなきゃ、破は滅めつする運命らしいんだ」

　聞こえてないはずの少女に一方的に決意を伝える。誰だれかに聞かれるのは恥はずかしかったから。

「だからオレは変わらなくちゃいけない、日ひ比び野ののためにも」

　少しずつ日は暮れていく。稲いな祭まつりが本格的に始まっていく頃ころだろう。

　目を閉じる。

　祭まつり囃ばや子しはまだ微かすかに耳に届いていた。







[image: #6　１パーセントの教室]










　ずっと気になっていることがある。

　一つのお祭りの風景が、頭をよぎる。

　オレはかれこれ稲いな祭まつりを三回も行ったことになるが、行くたびに、幻げん覚かくや幻げん聴ちようを体験していた。絶対に脳みそに悪あく影えい響きようを与あたえているに違ちがいないという不安はあり、つい脳のう外げ科かの病院を検けん索さくしてしまうが、一番に気になるのはそこではない。

『逃にげて』という女性の声。

　悲痛な叫さけびだった。

　稲いな祭まつりは『共有』する祭りだという。誰だれかの記き憶おくが流ながれ込こんでしまったのだろうと思ったが、辻つじ褄つまが合わない。一回目は多くのクラスメイト、二回目の稲いな祭まつりは日ひ比び野の、三回目は日ひ比び野のと花はな園ぞのがそばにいた。共有するのは彼かれらの誰だれかの記き憶おくのはず。花はな園ぞのの記き憶おくとは違ちがうだろう。日ひ比び野のとはそもそも記き憶おくに関しては共有できなかった。

　朝起きた布ふ団とんのなかで、身体を起こすと、手て櫛ぐしで髪かみを整えながら、思考を巡めぐらす。

　可能性は一つしかない。

　オレの記き憶おくだ。

　そして、これは何度も考えたことだ。

　一体いつだろう？　オレが秘密を恐おそれるようになったのは。

　ポエム的な独白ではなく、具体的な話。

　オレが何なん歳さいの時点で、いつからオレは怯おびえるようになった？

　秘密に触ふれると、頭が痛む──この奇き妙みような体質はいつから芽生えた？

　そこまで考えて、目覚ましのスヌーズ機能が作動して、オレの思考は中断された。







　花はな園ぞのが発見されたことはニュースになった。

　教室は歓かん喜きに沸き、川かわ越ごえがオレへの疑いを晴らしてくれた。花はな園ぞのを発見したのは、川かわ越ごえということにしていた。そっちの方がオレへの不信感が消えていくと判断したからだ。川かわ越ごえは手て柄がらを横取りするのは遠えん慮りよしたい、と申し出てくれたが、オレが困る。容疑者であったオレが、なぜか警察でも発見できない彼かの女じよを見つけるという怪あやしさ満まん載さいの状じよう況きようの方がよっぽど都合が悪い。

　代わりに、川かわ越ごえはオレを花はな園ぞのが入院する病室に案内してくれた。

　発見当時、彼かの女じよが衰すい弱じやくしていたことは間ま違ちがいないが、驚おどろくほど、あっという間に回復したという。さまざまな検査を行ったが、身体のどこにも異常はなし。念のための入院を数日すれば、すぐに退院できるという。

　ただ、自分が失しつ踪そうしていたときの記き憶おくはないらしい。彼かの女じよが覚えているのは、稲いな祭まつりの日、会場から去ったときの記き憶おくのみ。

　そう川かわ越ごえが教えてくれた。

　まだ家族の許可がなければ面会もできないが、花はな園ぞのの体調が良好というのと、家族ぐるみの付き合いがあるため、川かわ越ごえは特別に病室に入っていいという。その折で、オレも誘さそわれた。

　個室の病室で花はな園ぞのは、オレたちの顔を見るなり微笑ほほえんだ。元気そうでなにより。簡単な挨あい拶さつだけ交かわすと、川かわ越ごえが飲み物を買ってくると口にして、席を外した。自分もあとを追おうとするが、彼かの女じよに呼び止められる。

「雨あまケが崎さきくん、本当にありがと。優ゆう人とから聞いたよ。雨あまケが崎さきくんが、わたしを見つけてくれたんだよね？」

「うん……クラスの皆みなには、川かわ越ごえが見つけたことにしといてね」

「その事情も聞いたよ。ごめんね、迷めい惑わくかけたみたい」

　二人きりになってしまうと、たったそれだけで会話が終わってしまった。自分が場ば違ちがいである気がして仕方がない。本当は花はな園ぞのだって、川かわ越ごえと話したいことは山ほどあるだろう。

「雨あまケが崎さきくんはさ、わたしの記き憶おくを読んだんだよね？」

　沈ちん黙もくのあとで彼かの女じよは伝えてくる。

　やはり彼かの女じよは稲いな祭まつりの力に気づいていた。

「ごめん」とオレは謝あやまった。「プライバシーも何もなかったよね」

「いいよ、全然。むしろ感謝しているから」

「もちろん誰だれにも言わない。特に川かわ越ごえには」

「もしかしたら気づいているかもしれないけどね、アイツは……」

「そうなの？」

「もちろん、稲いな祭まつりの力とかじゃないよ。でも、わたしの気持ちとか、悩なやみ相談が成立していないこととか、その辺」

　どうなんだろうな、と思ったが、きっとそこには幼おさな馴な染じみの二人にしかわからない絆きずながあるに違ちがいない。オレがでしゃばる余地はない。

「結局どうするの？」とオレは尋たずねていた。「花はな園ぞのさんは、悩なやみ相談を続けるの？」

「続けるよ。きっとそれで皆みなの気が紛まぎれるなら」

「方法は変えず？　たとえば、悩なやみの詳しよう細さいを話さないと受け付けないとか」

「心配どうも。でも、以前とまったく変えないよ。やっぱり皆みながそれを望んでいるからねっていう気分かな。さみしいけど、全部話せなくても吐はき出だしたい感情があるんだよ。これは、大リーガーはホームランを打ち続ける使命から逃にげられないのと一いつ緒しよだね」

　オレは、花はな園ぞのの真相を知ったが。それは彼かの女じよの問題そのものを解決するものではなかった。

　彼かの女じよは今後も受け続けるのだ。信しん頼らいをされないままで、もどかしい中ちゆう途と半はん端ぱな悩なやみ相談を。

「雨あまケが崎さきくん、今、コイツ本当に大だい丈じよう夫ぶか、って思ったでしょ」

　見み透すかすような口ぶりに、オレは頷うなずいた。

「うん」

「大だい丈じよう夫ぶ、少しだけ救われているよ。だって今まで、実は誰だれにも信しん頼らいされていない、なんて誰だれにも言えなかったから」

「……」

「誰だれかに知ってもらえるだけで救われているよ。ありがとう」

　オレは口にしていた。

「オレ、他のクラスメイトの秘密にも触ふれるかもしれない。ただ、そうなったら解決するつもり。時間がかかるかもだけど、花はな園ぞのさんが余計な負担まで負わないように……」

「そうなんだ、スゴいな」

　彼かの女じよは頷うなずいてくれる。

「気を付けてね。わたしはみんなが秘めていたことの断だん片ぺんしか知らない。でも、中には触ふれただけで激げき怒どされそうな類たぐいなのもあるよ。絶対に誰だれにも言えないような、ね」

「やっぱり、そうだよね」

「あんまりよく覚えてないけど、少しだけ、共有できたの。稲いな祭まつりの日、みんなの秘密を」

　彼かの女じよは俯うつむいた。

「心が砕くだけるような感覚だったよ」

「……」

「あんな感情を一いつ遍ぺんに共有したら、頭がおかしくなるよ……わたしは全然彼かれらに秘密を打ち明けてもらえないんだって哀かなしくなったし、どこか安心した自分が嫌いやになった……だからこそ、心を覗のぞける稲いな祭まつりに魅みせられたんだけどね」

　きっと、その秘密は藍あい沢ざわや岩いわ泉いずみが抱かかえていた問題とは比べ物にならないに違ちがいない。

「仕方なかったとは思うよ。そうそう他人に話せない事情ばかり。わたしはそれを話せるほど信しん頼らいされなかったんだ」

「でも、それでも、皆みな、花はな園ぞのさんが大好きだったよ。きっと言いたくて、それでも誰だれにも相談できなくて、どうしようもなくて、愚ぐ痴ちをキミに伝えるしかなかった。だからこそ、クラスメイトは花はな園ぞのさんを悩なやみ相談の達人って広めたんだ。それがキミの求めた理想とは違ちがっても」

「慰なぐさめはいいよ。わたしが言いたいのは、雨あまケが崎さきくんは覚かく悟ごしてってこと」

「……了りよう解かい」

「なにより、本当に重たい秘密を抱かかえている人は、わたしに断だん片ぺんさえも語っていないよ」

　それは一体誰だれ、とは聞けなかった。きっと花はな園ぞのは答えてくれはしないだろう。もちろん、彼かの女じよが相談されてきた内容も。誰だれにも口を割らないと信しん頼らいされているから、彼かの女じよは悩なやみ相談の達人でいられる。いてしまう。

「頑がん張ばってね。話なら聞いてあげるから」

　そう彼かの女じよは微笑ほほえみ、話題は次し第だいに別のことに逸それていった。







　オレは川かわ越ごえより一足早く病室をでた。

　さすがにオレだって空気を読む。病院のロビーでゆっくりコーラを飲んでくつろいでいると、思ったよりも早く川かわ越ごえは降りてきた。五分程度しか待っていない。もっとゆっくり話していけばよかったのに。出入り口で彼かれの背中に追いつくと、川かわ越ごえは、

「いま、玲れ奈なに告白された」

　と口にした。

「今いま更さらって感じだ。もしかしたら、もっと早く言ってくれれば、ストレスで体調を崩くずして、失しつ踪そうすることもなかったかもしれないのに」

　受験や悩なやみ相談による心理的重圧ゆえの現実逃とう避ひ。

　それが今回の失しつ踪そう事件の説明となっていた。もちろん、稲いな祭まつりに心を囚とらわれていた、なんてオカルトじみた原因ではない。

「川かわ越ごえはどう返事したの？」

「妹のようにしか思えないって素す直なおに伝えた」

「そうか、応おう援えんしていたから、すっごい残念だな」

「だが、玲れ奈なは嬉うれしそうだったぞ。よくわからないがな」

　それは、やっと吐はき出だせたからだろうか。

　それとも、今いま頃ごろは一人で泣いているのだろうか。オレは病室を見上げるが、やはり外からは覗のぞけない仕組みらしく、窓ガラスは鏡のように光を反射している。

「なぁ、雨あまケが崎さき……」

　余よ所そ見みをしていたら、川かわ越ごえから距きよ離りが離はなれてしまった。足の長い川かわ越ごえには、早歩きしないと追いつけない。

「どうしたの？」

「俺おれたちの教室、なんか変じゃないか？」

　川かわ越ごえはそう口にした。彼かれの方が前方にいるから表情はよく見えない。

「俺おれは本気で予想外だったんだ。そもそもにクラスの半数以上が、誰だれかに話したくなるような悩なやみを抱かかえているという時点で不思議だった」

「……」

「なにより不気味だったのは、玲れ奈なに本心を打ち明けなかったことだ。吐はき出ださねばならないほど苦く悩のうする秘密を抱えているのに、核かく心しんだけは相談相手である玲れ奈なにも語らない。アイツの態度は誰だれよりも真しん摯しだったのに…………その歪いびつさを一人の少女に押おしつけたくせに、彼かの女じよの失しつ踪そうに悲しみ、容疑者であるお前に憤いきどおる。そして、誰だれも本格的な調査はしない」

「……そんなものじゃないかな。思春期の集団なんて」

「いや、ずっと感じているんだ、部活や塾じゆくで会う人間とは絶対的に違ちがう。級友と会話をすると、どこか心の壁かべを感じる。お互たがいにお互たがいを踏ふみ込こまないよう見張りあっているような不思議な感覚。目の前にいる自分じゃなく、別のことに心が奪うばわれているような……わかるかな？　それとも俺おれの考えすぎだろうか？」

「……さぁ」

　そう答えるしかなかった。

　川かわ越ごえは立ち止まって、オレを見た。

「すまんな、俺おれが過か敏びんなだけだよな」それから肩かたを強く叩たたいてくる。「今度もなにかあったら、協力を依い頼らいするかもしれない。お前は頼たよりになりそうだ」

　そう嬉うれしいことを言ってくれたが、自分は肩かたの痛さに堪たえるばかりでそれどころではなかった。







　川かわ越ごえと別れたあと、オレと日ひ比び野のはとある祭りの会場に来ていた。

　デート、と言っていいのかわからないが、外出の同行は日ひ比び野のの方から提案された。大型連休のときには、それに合わせて各地で祭りが開かれることが多い。その付つき添そいを頼たのまれたのだ。オレ自身も稲いな祭まつりのとき味わった高こう揚よう感かんはまだ冷めていない。喜んで便乗することにした。

　今回オレたちが訪おとずれているのは、オレたちが暮らす町から電車で一時間ほど離はなれた都会のお祭り。駅を中心にいくつもの夜店は広がっていて、普ふ段だんは送そう迎げいレーンとなっている場所に巨きよ大だいなイベントスペースができて、そこでご当地アイドルがダンスを披ひ露ろうしている。車両が通行止めとなった道路には、所ところ狭せましと祭り飾かざりが吊つるされて、夜風に揺ゆれている。やっぱり都会の祭りは、稲いな祭まつりのような農村の祭りと違ちがって規模も大きいようだ。農村の祭りも、そこにしかない良さがあることは経験済みだけど。

　その祭りの喧けん騒そうを駅前の立体駐ちゆう車しや場じようの屋上から、オレたちは見下ろしていた。駐ちゆう車しや場じようは観衆のために開放されている。

　後ろから「お待たせしました」と声がしたので、振ふり返かえると、私服姿の日ひ比び野のが右手を小さくあげている。紺こん色いろのカーディガンの下に着ているＴシャツには、可愛かわいい鬼おにのキャラがプリントされている。稲いな祭まつりに出かけた際、お土産みやげ屋やさんで買ったのだろうか。

　日ひ比び野のが買ってきたラムネで乾かん杯ぱいして、オレが買ってきたたこ焼きを半分ずつ食べる。花はな園ぞのを発見した小さな祝勝会だった。

　一通り腹に詰つめ込こむと、オレはまず日ひ比び野のに、花はな園ぞのの病室での出来事を話した。

「なにはともあれ、解決、ということで良さそうですね」

　ラムネ瓶びんのなかに入ったガラス玉を見つめながら、日ひ比び野のは花はな園ぞのの失しつ踪そう事件について口にする。

「クラス内では川かわ越ごえさんの手て柄がらとなっていますが、私はアナタの頑がん張ばりを知っています。お疲つかれ様さまでした」

「どうも、日ひ比び野のさんもお疲つかれ」

　まだ教室の反応は一日しか見ていないが、なにかオレへ追つい及きゆうされることはなかった。むしろ糾きゆう弾だんしたことを謝罪する人たちまでいたくらい。目立つこともなければ、地味すぎるわけでもない、普ふ段だん通りのポジションまで復活できた。

　どうやらこのまま何も起きなければ、平へい穏おんな学校生活は過ごせそうである。

「しかし、アナタの言葉通りなら、川かわ越ごえさん妙みようなこと言いましたよね」

「妙みよう？　あ、教室が不気味だって？」

　川かわ越ごえが別わかれ際ぎわに話した教室への嫌けん悪おは、オレも印象に残っている。教室で誰だれからも慕したわれ、そこに不満がなさそうな人間が、そんなことを思っているなんて。

「川かわ越ごえさんが語った内容、私が抱いだいた印象と一いつ致ちするんです」

「そういえば、ずっと日ひ比び野のさんは教室が嫌きらいって言っていたね。教室に馴な染じめない僻ひがみかと思ってた」

「超ちよう絶ぜつリア充じゆうの私がそんなこと思うわけないでしょう」

「冗じよう談だんだよ」

「本当に、不気味なんですよ……」

　そこで彼かの女じよは小さな声で呟つぶやく。

「まるで、あの祭りのように……」

「いま、なんて？」

　オレの問いに答えることなく、彼かの女じよは首を横に振ふる。

「いえ、考えすぎです……」

「そう……」

　その日ひ比び野のの表情の理由を尋たずねるのはやめておいた。必要があったら彼かの女じよから教えてくれるだろう。

　代わりに、オレが訊きくべきことは別にあった。いまだガラス玉を見つめている彼かの女じよに視線を向ける。

「ねぇ、日ひ比び野のさん」

「なんです？」

「オレのこと、まだ好き？」

　口に出したあとでこの言い方はなかったな、と後こう悔かいした。同じことは日ひ比び野のも思ったらしく、じっと冷たい視線を向けられた。

「……なんですか、その頭の悪いカップルみたいな台詞せりふは？」

「いや、オレは今回ちょっとした危機を回かい避ひしたわけでしょ？　だから、もう身に迫せまる危険が無くなってないかなぁって」

「まだ終わりませんよ、私の初はつ恋こいは」そこで最も早はや定番となったフレーズを差さし込こむ。「偽いつわりの感情とはいえ、まだアナタが好きです」

「そっか……」

「悲しいですか？　まだ悲劇の予兆が消えないことが」

「悲しくないわけないでしょ」

　訊きかれるまでもない質問だ。これでノーと答える人間がいたら見てみたい。

　けれど、日ひ比び野のはどこか納なつ得とくいかないらしい。

「ですが、雨あまケが崎さきさん……アナタ、いま、少し嬉うれしそうでしたよ？」

「え、噓うそ……？」

　いや、まさかありえないだろう。

　オレはつい自分の頰ほおをつねってみて、自分の表情筋を確かめてみる。大だい丈じよう夫ぶ、普ふ段だん通り。笑ったような形けい跡せきはなし。

「……その反応は図星ですか？」

「まさか。破は滅めつが嬉うれしいとか狂きよう気きの沙さ汰たでしょ。そこまで人生に絶望してない」

「いや、でもアナタ……」日ひ比び野のは小さくため息をつく。「まぁ、私の気のせいでしょう」

　当たり前だ。

　オレはそう返事をしたかったが、いつもの調子で言えそうにないので、別の言葉を紡つむぐ。

「いや、一個思いついたんだよ、オレが破は滅めつしない可能性を」

「ほぉ」

「日ひ比び野のさんが突とつ発ぱつ的てきに好意的な感情を抱いだいた人間は、もれなく破は滅めつした。それは事実だから否定しない。でも、日ひ比び野のさんは、この前言っていたでしょ？　その感情が、祭りの呪のろいか否いなかはわからないって」

「えぇ、それは忘れる約束でしたけどね。それが？」

　睨にらんでくる日ひ比び野のに構わず告げる。

「つまりさ、もし日ひ比び野のさんが呪のろいに関係なく、オレに一ひと目め惚ぼれしていた場合は、オレは不幸にならないんだよね？」

　その言葉に日ひ比び野のが目を丸くする。

　想像もしなかったというように。

　しかし、それが唯ゆい一いつオレが悲劇から回かい避ひできる可能性であった。日ひ比び野のが悲劇を見届けた十三人の人間に比べて、オレが格段に危機管理能力が高いなんて自信はない。当初はその事実に絶望したものだが、彼かの女じよが思わぬヒントをくれた。自分の感情は偽いつわりか本物かはわからないと。

　もし、日ひ比び野の明あ日す香かが呪のろいではなく、純じゆん粋すいな本心でオレに一ひと目め惚ぼれをしたならば、オレは破は滅めつをしないのではないか。

　そう閃ひらめいたのである。

　だが、画期的なアイデアとしてオレが告げたわりには、日ひ比び野のの反応は冷ややかだった。彼かの女じよは出来の悪い生徒に諭さとすように、首を横に振った。

「なにを言い出すかと思えば……私、説明しましたよね？　私の恋れん愛あい感情は九十九パーセントの確率で呪のろいですよ。突とつ然ぜんに、会ったばかりの人を……こんなに好きになるなんて、超ちよう常じよう現象以外考えられないでしょう？」

「でも、一パーセントの可能性で本物かもしれない」

「いや、ですが──」

「そして、それを証明する手段は日ひ比び野のさんにもないんでしょ？」

　自分の感情が、偽にせ物ものか本物かを調べる手段がないとは、彼かの女じよが告げたことだ。

　日ひ比び野のは、大きく息を吸すい込こんだ。深呼吸かと思ったら、そこで長いため息をつく。たっぷり時間をかけて空気を吐はき出だした。

「アナタ、私が思っていた以上に馬ば鹿かなんですよね。あの時、励はげましたことを本気で後こう悔かいしました」彼かの女じよは呟つぶやく。「勝手にしてください、もう」

　それならば、勝手にする。一パーセントに賭かけてみようではないか。

　祭りの呪のろいなんか関係なく、彼かの女じよがオレに惚ほれてくれた可能性に。

　だって、そうだろう？

　日ひ比び野のが本心で初はつ恋こいをしたのならオレは破は滅めつしない──それを逆説的に言えば、こうなる。

「頑がん張ばるよ。つまり、オレが破は滅めつしなければ、日ひ比び野のさんは本心から一ひと目め惚ぼれしたことになるんだから」

「論理は無茶苦茶ですが、あえて否定はしませんよ。それでアナタが前向きになるなら」日ひ比び野のは言う。「それがどうした、という話ですけどね」

　それっきり日ひ比び野のはもう何も口にしなかった。呆あきれ返かえったのかもしれない。ただ黙だまって祭りを見続ける。

　オレもこれ以上、戯ざれ言ごとを続けるのはやめにして、日ひ比び野のの横に並んだ。







　こうしてすべての問題を後回しにしたままで、オレと日ひ比び野のの四月は過ぎ去って、五月に入っていく。

　それでもオレがまだ悲ひ惨さんな破は滅めつを迎むかえてはいない。消しよう滅めつしていない。それだけで良しとしたい。

　もちろん、心ここ地ちよい時間が長くないことだって知っている。

　日ひ比び野の明あ日す香かは、これから破は滅めつする者を好きになる。

　そして、そんな『死神』は、オレ、雨あまケが崎さき誠せい也やに初はつ恋こいをした。

　いずれ近づく、身の毛もよだつ破は滅めつがきっとやってくる。きっと今回の出来事なんて比べ物にならない悲劇が一歩一歩近づいてくる。

　けれど、真正面から向かい合えば、また乗のり越こえられることだってある。やってみせる。

　それがたとえ、一パーセントの可能性だとしても──。

　オレはそう一人決意をしながら、祭りに興じる日ひ比び野のの横顔を盗ぬすみ見みていた。







あとがき




　松まつ村むら涼りよう哉やです。

　前作、前々作に比べて、キュートな作品になりました。「お祭り」と「教室」のお話です。日本にあるお祭りの数は、正確な数は不明ですが、十万や三十万とも言われます。すごいですね。多くの人間が、祭りに関する思い出を一個は秘めているでしょう。この作品で登場するお祭りは一部を除いて、モデルが実在します。（諸事情のため、名めい称しよう等含ふくめて、現実のものと相そう違いがありますが）作中でてくるキーワードを検けん索さくしてみると、元ネタは簡単に見つかるはずなので、ぜひ探してみてください。

　この作品は、お祭りの記き憶おくと人には言えない悩なやみを抱かかえた高校生たちの物語となります。次の巻も出せるならば、主人公は次し第だいに深く、教室と祭りの世界に飛とび込こんでいくことになります。クラスメイトの変人具合と、祭りの参加具合は、だんだん増していくんじゃないかなと思います。きっと。書きたいキャラと祭りがまだたくさんあるので！

　これまでとは違ちがうスタイルの作品の執しつ筆ぴつにあたって、何度もアドバイスをしてくれた駱らく駝ださんや三み鏡かがみ一かず敏としさんには、大変感謝しております。プロットの完成直前、意味不明な映像を二時間も見せて、私が抱いだく「面おも白しろい」の感覚を粉々に砕くだいてきたこと以外、本当に感謝しております。貸してくれたブルーレイを早く返したいので、名古屋まできてください。

　今回もイラストを引き受けてくださった竹たけ岡おか美み穂ほさんにも改めてお礼を言わせてください。いつも素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。

　そして、一年近くも新作の案出しに付き合っていただいた編集者様。感謝よりも迷めい惑わくをかけた謝罪の気持ちのほうが、最も早はや強いです。とはいっても、次巻も同じように迷めい惑わくかけそうです。

　さて、スペースが余ったので悪ふざけの時間です。前作の迷めい路ろが「わかりづれぇ」との意見があったので、今回は間ま違ちがい探しです。以下の《》内に意図的な誤字がいくつかありますので探してみてください。

《とあるお祭りを見学中、突とつ然ぜんに「よぉ、松まつ村むら。久しぶり」と声をかけられ、振ふり返かえると、同年代らしき男性がいたので私は会話に興じた。しかし、彼かれか誰だれだったのか思い出せず、よく考えれば、「松まつ村むら」は私のペンネームで本名ではない。彼かれは一休誰だれなのだろう？》

　０個見つけた人は……その優やさしさはいつか人を救います。

　１個見つけた人は……あともう一個だけあるはず。

　２個見つけた人は……校こう閲えつの才能あり。

　３個見つけた人は……気のせいです。

　彼かれは何者なの？　……私も知りたい。

　それでは、また次回作で。


松まつ村むら涼りよう哉や









[image: ]







[image: ]







松まつ村むら涼りょう哉や

五平餅とアユの塩焼きが美味しかったです。てーほへてほへ。
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イラスト／竹たけ岡おか美み穂ほ

犬と猫を引き連れて、仕事場の引越しをしました。荷物がほとんど本ばかり。まだ本棚が無いので、しばらくはダンボール要塞のままです。猫、おおよろこび。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「松村涼哉先生」係

「竹岡美穂先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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松まつ村むら涼りょう哉や
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